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ASUSTeK COMPUTER INC. (アジア太平洋)
マーケティング
住所: 150 Li-Te Road, Peitou, Taipei, Taiwan 112
電話: +886-2-2894-3447
Fax: +886-2-2894-3449
Email: info@asus.com.tw

テクニカルサポート
MB/Others (Tel): +886-2-2890-7121 (英語)
Notebook (Tel): +886-2-2890-7122 (英語)
Desktop/Server (Tel):+886-2-2890-7123 (英語)
Fax: +886-2-2895-9254
Email: tsd@asus.com.tw
WWW: www.asus.com.tw
FTP: ftp.asus.com.tw/pub/ASUS

ASUS COMPUTER INTERNATIONAL (アメリカ)
マーケティング
住所: 6737 Mowry Avenue, Mowry Business Center,

Building 2, Newark, CA 94560, USA
Fax: +1-510-608-4555
Email: tmd1@asus.com

テクニカルサポート
Fax: +1-510-608-4555
Email: tsd@asus.com
WWW: www.asus.com
FTP: ftp.asus.com/Pub/ASUS

ASUS COMPUTER GmbH (ヨーロッパ)
マーケティング
住所: Harkortstr. 25, 40880 Ratingen, BRD, Germany
Fax: +49-2102-442066
Email: sales@asuscom.de (マーケティング関連のみ)

テクニカルサポート
ホットライン: MB/Others: +49-2102-9599-0

Notebook: +49-2102-9599-10
Fax: +49-2102-9599-11
サポート(Email): www.asuscom.de/de/support (オンラインサポート)
WWW: www.asuscom.de
FTP: ftp.asuscom.de/pub/ASUSCOM
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FCC & DOC COMPLIANCE
Federal Communications Commission Statement
This device complies with FCC Rules Part 15. Operation is subject to the following
two conditions:

• This device may not cause harmful interference, and
• This device must accept any interference received, including interference that

may cause undesired operation.

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B
digital device, pursuant to Part 15 of the FCC Rules. These limits are designed to
provide reasonable protection against harmful interference in a residential installa-
tion. This equipment generates, uses and can radiate radio frequency energy and, if
not installed and used in accordance with manufacturer's instructions, may cause
harmful interference to radio communications. However, there is no guarantee that
interference will not occur in a particular installation. If this equipment does cause
harmful interference to radio or television reception, which can be determined by
turning the equipment off and on, the user is encouraged to try to correct the interfer-
ence by one or more of the following measures:

• Re-orient or relocate the receiving antenna.
• Increase the separation between the equipment and receiver.
• Connect the equipment to an outlet on a circuit different from that to which the

receiver is connected.
• Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help.

WARNING!  Any changes or modifications to this product not expressly ap-
proved by the manufacturer could void any assurances of safety or performance
and could result in violation of Part 15 of the FCC Rules.

Reprinted from the Code of Federal Regulations #47, part 15.193, 1993. Washington DC: Office of the

Federal Register, National Archives and Records Administration, U.S. Government Printing Office.

Canadian Department of Communications Statement
This digital apparatus does not exceed the Class B limits for radio noise emissions
from digital apparatus set out in the Radio Interference Regulations of the Canadian
Department of Communications.

This Class B digital apparatus complies with Canadian ICES-003.

Cet appareil numérique de la classe B est conforme à la norme NMB-003 du Canada.
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1 .11 .11 .11 .11 .1 本マニュアルの構成本マニュアルの構成本マニュアルの構成本マニュアルの構成本マニュアルの構成
このマニュアルは次の構成になっています:

1 .1 .1 .1 .1 .はじめにはじめにはじめにはじめにはじめに マニュアル情報とチェックリスト
2 .2 .2 .2 .2 .特徴特徴特徴特徴特徴 製品情報と仕様
3 .3 .3 .3 .3 .ハードウェアセットアップハードウェアセットアップハードウェアセットアップハードウェアセットアップハードウェアセットアップ マザーボードのセットアップ
4 .4 .4 .4 .4 .BIOSBIOSBIOSBIOSBIOSセットアップセットアップセットアップセットアップセットアップ BIOSのセットアップ方法
5 .5 .5 .5 .5 .ソフトウェアセットアップソフトウェアセットアップソフトウェアセットアップソフトウェアセットアップソフトウェアセットアップ 添付ソフトのインストール
6 .6 .6 .6 .6 .ソフトウェアリファレンスソフトウェアリファレンスソフトウェアリファレンスソフトウェアリファレンスソフトウェアリファレンス 添付ソフトのリファレンスマニュアル
7 .7 .7 .7 .7 .付録付録付録付録付録 オプションの紹介と索引

1 .21 .21 .21 .21 .2 梱包内容チェックリスト梱包内容チェックリスト梱包内容チェックリスト梱包内容チェックリスト梱包内容チェックリスト
パッケージ内容を確認してください。もし、破損や欠品がある時は、販売店
にお問い合わせ下さい。

1.  はじめに
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オプションオプションオプションオプションオプション

USBハブCNRカード

LAN/Home PNA CNRカード

AIMMカード

LCDコントローラモジュール

TV出力コントローラモジュール

ASUS  iPANEL

ASUS赤外線セット

ASUS IrDA通信赤外線モジュール

パッケージ内容パッケージ内容パッケージ内容パッケージ内容パッケージ内容

(1) ASUS マザーボード

(1)内蔵UltraDMA100/66/33用
40ピン80芯フラットケーブル

(1) 2ドライブ用IDEフラットケー
ブル

(1) 5.25インチ及び(2)3.5インチフ
ロッピー用フラットケーブル

(1)袋入りスペアジャンパーピン

(1)サポートドライバー及びユー
ティリティ

(1)本マニュアル

(1)ブラケット付きASUS 3ポート
USBコネクター
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2 .12 .12 .12 .12 .1 The ASUS CUSL2The ASUS CUSL2The ASUS CUSL2The ASUS CUSL2The ASUS CUSL2
ASUS CUSL2マザーボードは、最速のCPUによる最新技術を要求するユー
ザーのために、細心の注意をもってデザインしました。

2.1.1仕様
･ 最新のインテル最新のインテル最新のインテル最新のインテル最新のインテルCPUCPUCPUCPUCPUをサポートをサポートをサポートをサポートをサポート

Pentium(R) III 100/133MHz FSB FC-PGA
CeleronTM 66MHz FSB FC-PGA

･ ノースブリッジチップセットノースブリッジチップセットノースブリッジチップセットノースブリッジチップセットノースブリッジチップセット::::: インテル815Eチップセットにより、外
部バス(FSB) 66/100/133MHz、最大512MBのPC100/133 SDRAMメモ
リ、従来の２倍のデータ転送スピードを持つAGP Pro/4Xモードグラ
フィックスをサポートします。

･ サウスブリッジチップセットサウスブリッジチップセットサウスブリッジチップセットサウスブリッジチップセットサウスブリッジチップセット:  :  :  :  :  インテルI/Oコントローラハブ(ICH2)
により、100MB/秒のバーストモードデータ転送速度を持つUltraDMA/
100 IDEポート、2つの４ポートUSBコントローラ、6チャンネルのAC97
オーディオCODECをサポートします。

･ インテルインテルインテルインテルインテルAccelerated Hub Architecture:Accelerated Hub Architecture:Accelerated Hub Architecture:Accelerated Hub Architecture:Accelerated Hub Architecture: ICH2/GMCH間をPCIバ
スの２倍の 266MB/秒というデータ帯域でむすぶ、高速ハブリンクを持
ちます。

･ PC100/PC133PC100/PC133PC100/PC133PC100/PC133PC100/PC133メモリをサポートメモリをサポートメモリをサポートメモリをサポートメモリをサポート:  :  :  :  :  最大512MBのPC100/133準拠
SDRAM(64,128,256,512MB)対応のDIMMソケットを３基装備。

･ 内蔵グラフィックス：内蔵グラフィックス：内蔵グラフィックス：内蔵グラフィックス：内蔵グラフィックス：      24ビット230MHzRAMDAC内蔵のグラフィッ
クコントローラにより、3Dハイパーパイプラインアーキテクチャ、並列
データ処理及び圧縮、フル2Dハードウェア・アクセラレーション、モー
ションビデオ・アクセラレーションを実現します。この内蔵グラフィッ
クスコントローラを無効にして外部AGP/PCIビデオカードを使うことも
できます。

･ AGP ProAGP ProAGP ProAGP ProAGP Proスロットスロットスロットスロットスロット:  :  :  :  :  高性能AGPカードに対応したAGP Proスロット。
1X、2X、4Xモードを用いる3Dグラフィックスに対応。AGP 4X および
AGP 2X上位互換。最大4MBの133MHz SDRAMディスプレイキャッシュ
を用いるAAAAAGP IIIIInline MMMMMemory MMMMModule (AIMM)をサポートします。

･ UltraDMA33/66/100UltraDMA33/66/100UltraDMA33/66/100UltraDMA33/66/100UltraDMA33/66/100対応対応対応対応対応:  :  :  :  :  各2ch対応のオンボードPCIバスマスター
IDEコントローラ。UltraDMA/100、UltraDMA/66、UltraDMA/33、
PIO Modes 3 & 4 とバスマスターIDE DMA Mode 2、エンハンストIDE
デバイス（DVD-ROM、CD-ROM、CD-R/RW、LS-120およびテープ
バックアップ装置）をサポートします。

･ Wake-UpWake-UpWake-UpWake-UpWake-Up機能機能機能機能機能:::::  Wake-On-LANおよびWake-On-Ring、キーボード
Wake-Upおよび BIOS Wake-Upをサポート。

･････ JumperFreeJumperFreeJumperFreeJumperFreeJumperFreeTMTMTMTMTMモードモードモードモードモード:::::BIOSセットアップにてクロックやCPUコア電圧
を変え簡単にクロックアップできるといった、全てのCPU設定が可能。
DIPスイッチを用いても、簡単にCPUの外部バススピードを変えると
いった手動調整ができます。

2.  特徴

2
. 特
徴
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･････ 2 42 42 42 42 4時間ケース開放警報時間ケース開放警報時間ケース開放警報時間ケース開放警報時間ケース開放警報::::: ケース警報回路は、ケースが開放されたこと
をLDCM（監視ソフト）へ通報します。オンボードのバッテリにより
バックアップされ、AC電源がなくても、内蔵時計が動かない電圧まで、
バッテリが消費されても、この機能は動作可能です。

･ ファームウェアハブファームウェアハブファームウェアハブファームウェアハブファームウェアハブ:  :  :  :  :  ランダムナンバー発生器RNGによる、セキュリ
ティシステムを実現します。

･ PCPCPCPCPCヘルスモニタヘルスモニタヘルスモニタヘルスモニタヘルスモニタ::::: ハードウェアやソフトウェア( ASUS PC Probe、Intel
LDCM) により、CPUやシステム電圧、温度、ファンの回転数等を簡単
に監視・管理できます。

･ CNRCNRCNRCNRCNRサポートサポートサポートサポートサポート:  :  :  :  :  ２個のコミュニケーション・ネットワーキング・ライ
ザ(CNR)スロットは、オーディオ、V90モデム、Home PNA（ホーム・
ネットワーキング）、ネットワーク、USB、将来のxDSL技術に対応し
たインターフェイスを提供します。

･ P C IP C IP C IP C IP C I拡張スロット拡張スロット拡張スロット拡張スロット拡張スロット:  :  :  :  :  PCI2.2準拠の32ビットPCIスロットを６本持ちま
す。すべてのPCIスロットは、SCSIやLANといったバスマスターカード
をサポートします。(最大スループット133MB/秒)

･ LPCLPCLPCLPCLPC（（（（（LowPinCountLowPinCountLowPinCountLowPinCountLowPinCount）インターフェイスマルチ）インターフェイスマルチ）インターフェイスマルチ）インターフェイスマルチ）インターフェイスマルチI/O: I/O: I/O: I/O: I/O: ２個のUART
互換高速シリアルポートと１個のEPP/ECP対応のパラレルポートを提
供します。COM2ポートは、赤外線通信ポートにも変更可能です。

･ エンハンストエンハンストエンハンストエンハンストエンハンストACPI ACPI ACPI ACPI ACPI とブートブロック用アンチウィルスとブートブロック用アンチウィルスとブートブロック用アンチウィルスとブートブロック用アンチウィルスとブートブロック用アンチウィルス::::: プログラ
ム可能なBIOS (Flash EEPROM)は、Windows98対応エンハンスト
ACPI、ファームウェアのウィルス検出および多くの周辺機器ドライブの
自動検出を提供します。

･ スマートスマートスマートスマートスマートBIOS:BIOS:BIOS:BIOS:BIOS: 4MビットROMに入ったBIOSは、簡単な操作でマザー
ボードを強力に制御・防御します。コア電圧や CPU/メモリのクロック
変更、ブートブロックの保護、ブート機器を HD/SCSI/MO/ZIP/CD/
FDから選択する、といったことが出来ます。ランダムナンバー発生器
は、データ保護やインターネットセキュリティを強化する新しいソフト
ウェアです。

･ コンカレントコンカレントコンカレントコンカレントコンカレントPCI:PCI:PCI:PCI:PCI: PCIバスマスタから CPU/メモリへのデータ転送を
同時(コンカレント)処理します。

･ オンボードオンボードオンボードオンボードオンボードLEDLEDLEDLEDLEDランプランプランプランプランプ:::::  オンボードのLEDはスタンバイ電源が入って
いると点灯します。これは、ユーザーが元電源を切りわすれたまま、
ホットプラグに対応していないデバイスを抜き差しして、装置にダメー
ジを与えることを防ぎます。

･ One Touch Management:One Touch Management:One Touch Management:One Touch Management:One Touch Management: オプションのASUS iPanelを用いると、
LEDで情報を得たり、I/Oポートを前面に設置したり、HDDのためのス
ペースを確保したりできます。また、コンピュータの主要パーツの状態
を監視することができます。

･ L C D / T VL C D / T VL C D / T VL C D / T VL C D / T V出力出力出力出力出力:  :  :  :  :  オプションのLCDモジュール、または、TV出力モ
ジュールを使うとそれぞれLCD（液晶）、TVに直接出力できます。

･ SMBus: SSMBus: SSMBus: SSMBus: SSMBus: System MMMMManagement BusBusBusBusBusの略で、 これに対応した機器の物
理層におけるデータ/コマンド転送をサポートします。
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2.1.2 仕様-オプション
以下のオンボード装置はオプション品なので購入時に選択してください。

･ オンボード音源：オンボード音源：オンボード音源：オンボード音源：オンボード音源：     AC97 V2.1準拠の3Dサウンド回路、サンプリングタ
イム 7kHz～48kHz。

2.1.3 性能
･ ウルトラパフォーマンスウルトラパフォーマンスウルトラパフォーマンスウルトラパフォーマンスウルトラパフォーマンス:  :  :  :  :  オンボードのIDEバスマスターコントローラ
は、各2ch、合計４つの IDEデバイスを接続できます。 UltraDMA/100、
UltraDMA/66、UltraDMA/33 (IDE DMA Mode 2)、PIO Modes 3 & 4を
サポートし、DVD-ROM、CD-ROM、CD-R/RW、LS-120、 テープ
バックアップ装置といった様々なデバイスに対応しています。

･････ 高速データ転送インターフェイス高速データ転送インターフェイス高速データ転送インターフェイス高速データ転送インターフェイス高速データ転送インターフェイス:  :  :  :  :  IDE UltraDMA/66バスマスタを用
いると66.6MB/秒のデータ転送速度が確保できます。本マザーボードで
は、UltraDMA/100により、100MB/秒の速度が可能です。 UltraDMA/
100は、DMA/66、DMA/33および既存のDMA機器と上位互換ですの
で、既存のEIDE/IDE機器もそのまま使えます。(UltraDMA/66/100
は、40ピン80芯のケーブルが必要です。)

･ コンカレントコンカレントコンカレントコンカレントコンカレントPCI :PCI :PCI :PCI :PCI : PCIバスマスタからCPU/メモリへのデータ転送を
同時処理します。

･････ SDRAMSDRAMSDRAMSDRAMSDRAMに最適化に最適化に最適化に最適化に最適化:  :  :  :  :  PC133準拠のシンクロナスDRAM(SDRAM)に対応し
ています。1066MB/秒のデータ転送速度を誇ります。

･････ ACPIACPIACPIACPIACPI完全対応完全対応完全対応完全対応完全対応:  :  :  :  :  ACPI (Advanced Configuration and Power Interface)
は、すべてのASUS社「Smart」シリーズマザーボードに実装されてい
ます。ACPIは、OSが直接電源を管理するシステム（OSPM）のための
節電機能を備えています。この機能が実装されているOSでは、コン
ピュータが24時間稼働している場合でも、最小限の電力消費でまかなえ
ます。 ACPI機能をフルに使うには、Windows98のようなACPI対応OS
が必要です。

･････ サスペンドサスペンドサスペンドサスペンドサスペンド:::::  RAMサスペンド(STR))により、コンピュータを電源投入
したまま最大の節電を行います。また、すばやい復帰も可能ですので、
起動を待たされることもありません。

･････ 新標準新標準新標準新標準新標準:  :  :  :  :  本マザーボードのハードウェアとBIOSは、PC99規格に完全に
適応しています。PC 99は次のような高い基準を要求しています:すべて
のシステムコンポーネントに対するプラグアンドプレイ対応と電源管理
機能、32ビットデバイスドライバとWindows 95/98/NTへのインストー
ル手順、色分けされたコネクタとアイコン表示です。
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2.1.4 インテリジェント機能
･････ ファン回転数モニタと警報ファン回転数モニタと警報ファン回転数モニタと警報ファン回転数モニタと警報ファン回転数モニタと警報:::::  オーバーヒートとダメージ防止のため、

CPU、電源、ケースの各ファンの回転数と故障をモニタできます。各
ファンに回転数の上下限値が設定されています。

･ 温度モニタと警報温度モニタと警報温度モニタと警報温度モニタと警報温度モニタと警報::::: オーバーヒートとダメージ防止のため、CPU内蔵
の温度センサの値を監視し、自動で保護します。

･ 電圧モニタと警報電圧モニタと警報電圧モニタと警報電圧モニタと警報電圧モニタと警報::::: マザーボードの重要なパーツに正常な電圧が供給さ
れているかどうか監視します。将来、CPUはより電圧レベルに厳しくに
なりますので、適切な電圧設定と管理システムが必要となります。

･････ システムリソース警報システムリソース警報システムリソース警報システムリソース警報システムリソース警報::::: Windows 98、Windows NT、OS/2といったOS
では、複雑なGUIと巨大なアプリケーションを実行するため、より多く
のメモリとハードディスク容量を必要とします。ASUS ASICチップは、
付属のASUS PC ProbeまたはIntel LDCMを通して、リソース不足によ
るアプリケーションのクラッシュを警告します。 リソースの限度を効果
的にユーザーに教えてくれます。

･････ 多機能電源ボタン多機能電源ボタン多機能電源ボタン多機能電源ボタン多機能電源ボタン::::: BIOSで、電源ボタンの機能を「スタンバイ」また
は「ソフトオフ」に切り替えることができます。 (ATXATXATXATXATX電源スイッチ電源スイッチ電源スイッチ電源スイッチ電源スイッチ
用端子用端子用端子用端子用端子（3.8 3.8 3.8 3.8 3.8 コネクタ）コネクタ）コネクタ）コネクタ）コネクタ）     参照。) どちらのモードにおいても４秒以上
押し続けると「ソフトオフ」として機能します。

･････ Remote  R ing  OnRemote  R ing  OnRemote  R ing  OnRemote  R ing  OnRemote  R ing  On ( ( ( ( (要モデム要モデム要モデム要モデム要モデム))))) :::::  内蔵/外付けモデムによって、コン
ピュータを遠隔地から自動起動させることができます。世界中のどこか
らでも、自分のコンピュータにアクセスできます。

･････ メッセージメッセージメッセージメッセージメッセージLED (LED (LED (LED (LED (要要要要要ACPIACPIACPIACPIACPI対応対応対応対応対応OS):OS):OS):OS):OS): メッセージLEDにて、情報を得る
ことができます。 LEDの点滅パターンによって、ファックス/モデムの
受信データを知ることができます。 一瞥しただけで、情報を得ることが
できます。ACPI対応OSとドライバーが必要です。

･････ 周辺機器からパワーオン周辺機器からパワーオン周辺機器からパワーオン周辺機器からパワーオン周辺機器からパワーオン::::: キーボードまたはマウスを使ってコンピュー
タの電源を投入することができます。BIOSセットアップにより、設定で
きます。
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2 .22 .22 .22 .22 .2 CUSL2 CUSL2 CUSL2 CUSL2 CUSL2 マザーボード上の構成部品マザーボード上の構成部品マザーボード上の構成部品マザーボード上の構成部品マザーボード上の構成部品
「配置」は、次ページ参照

配置配置配置配置配置

対応対応対応対応対応CPUCPUCPUCPUCPU Pentium III/Celeron (FC-PGA) 用Socket 370 ............... 11111
CPU設定DIP スイッチ ....................................................... 55555

チップセットチップセットチップセットチップセットチップセット インテル815Eグラフィックメモリコントローラハブ (GMCH) .... 22222
インテルI/Oコントローラハブ2 (ICH2) ......................... 1 01 01 01 01 0
4Mbitファームウェアハブ (FWH) ................................... 1 21 21 21 21 2
LPCインターフェイスマルチI/O チップセット ........... 1 11 11 11 11 1

メインメモリメインメモリメインメモリメインメモリメインメモリ 3×DIMMソケット (最大512MB) ....................................... 33333
PC133 SDRAM対応

拡張スロット拡張スロット拡張スロット拡張スロット拡張スロット 6×PCIスロット ................................................................ 1 81 81 81 81 8
1×Accelerated Graphics Port (AGP) Proスロット .... 1 91 91 91 91 9
1または2×CNRスロット ................................................. 1 51 51 51 51 5

システムシステムシステムシステムシステムI/OI/OI/OI/OI/O USB端子 ............................................................................. 1 41 41 41 41 4
1×フロッピーディスクドライブコネクタ ...................... 66666
2×IDEコネクタ (UltraDMA/100 対応) ........................... 44444
1×シリアルポートCOM2端子 .......................................... 77777
1×ASUS iPanelコネクタ .................................................. 88888
1×パラレルポートコネクタ ................................... (((((上上上上上)  23)  23)  23)  23)  23
1×シリアルポートCOM1コネクタ ....................... (((((下下下下下)  24)  24)  24)  24)  24
2×USBポートコネクタ .................................................  25 25 25 25 25
1×PS/2マウスコネクタ ......................................... (((((上上上上上)  26)  26)  26)  26)  26
1×PS/2キーボードコネクタ ................................. (((((下下下下下)  26)  26)  26)  26)  26

3 D3 D3 D3 D3 Dグラフィックスグラフィックスグラフィックスグラフィックスグラフィックス グラフィックスメモリコントローラハブGMCH
1×VGAモニタ出力コネクタ ........................................... 2 22 22 22 22 2
TV出力/デジタルLCD用端子 .......................................... 2 02 02 02 02 0

オーディオオーディオオーディオオーディオオーディオ AC’97 V2.1 オーディオ Codec (オプション)
1×Game/MIDIコネクタ(音源搭載モデルのみ)
1×Line Outジャック (音源搭載モデルのみ)
1×Line In ジャック (音源搭載モデルのみ)
1×マイクロホンジャック(音源搭載モデルのみ)

ネットワークネットワークネットワークネットワークネットワーク Wake-On-LANコネクタ .................................................. 1 71 71 71 71 7
Wake-On-Ringコネクタ ................................................... 99999

ハードウェアモニタハードウェアモニタハードウェアモニタハードウェアモニタハードウェアモニタ 電圧モニタ(ASUS ASIC内) ............................................. 1 31 31 31 31 3
3×ファン電源/回転パルスコネクタ

電源電源電源電源電源 ATX電源コネクタ ............................................................. 2 12 12 12 12 1

特別機能特別機能特別機能特別機能特別機能 オンボードLED ................................................................. 1 61 61 61 61 6

フォームファクタフォームファクタフォームファクタフォームファクタフォームファクタ ATX
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2.2.1 部品配置
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3. ハードウェアセットアップ
3 .13 .13 .13 .13 .1 CUSL2CUSL2CUSL2CUSL2CUSL2マザーボードレイアウトマザーボードレイアウトマザーボードレイアウトマザーボードレイアウトマザーボードレイアウト

JTPWR

PS/2KBMS
T: Mouse
B: Keyboard
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®
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Audio
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P
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灰色の部分は、購入時に選択可能なオプションです。
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3. ハードウェアセットアップ

3 .23 .23 .23 .23 .2 レイアウトレイアウトレイアウトレイアウトレイアウト     目次目次目次目次目次
マザーボードの設定マザーボードの設定マザーボードの設定マザーボードの設定マザーボードの設定
1) JEN p.18 JumperFreeTM モード (Enable/Disable)
2) USBPWR01 p.19 USB デバイス Wake Up (Enable/Disable)

USBPWR2
USBPWR47
USBPWR56

3) ADN# p.20 オンボード Audio CODEC (Enable/Disable)
4) KBPWR p.20 キーボードパワーアップ (Enable/Disable)
5) VIO p.21 I/O電圧設定(3.3V/3.40V/3.60V)
6) DSW p.22 CPU外部バス周波数設定

拡張スロット拡張スロット拡張スロット拡張スロット拡張スロット
1) DIMM1/2/3 p.24 168ピン システムメモリ
2) CPU p.26 中央演算処理装置CPU
3) PCI1/2/3/4/5/6 p.27 32ビットPCI拡張カードスロット
4) CNR1, CNR2 p.28 コミュニケーションネットワーキングライザ
5) AGPPRO p.29 AGP Proスロット

コネクタコネクタコネクタコネクタコネクタ
1) PS2KBMS p.30 PS/2マウスコネクタ(6ピン メス)
2) PS2KBMS p.30 PS/2キーボードコネクタ(6ピン メス)
3) USB p.31 USBポート (4ピン メス×2)
4) PRINTER p.31 パラレルポートコネクタ（25ピン メス)
5) COM1/COM2 p.32 シリアルポートコネクタ(9ピン オス, 10-1ピン)
6) VGA p.32 VGAモニタ出力コネクタ(15ピン メス)
7) GAME_AUDIO p.33 Game/MIDIコネクタ(15ピン メス) (オプション)
8) GAME_AUDIO p.33 オーディオミニジャック（オプション)
9) FLOPPY p.33 フロッピードライブコネクタ (34-1ピン)

10) PRIMARY/SECONDARY IDE  p.34 プライマリセカンダリIDEコネクタ(40ピン×2)
11) IDELED p.35 IDEアクセスLED (2ピン)
12) CPU_FAN, PWR_FAN p.35 CPU、電源、ケースファン用端子 (3ピン×3)

CHA_FAN
13) CD1, AUX, p.36 内蔵音源用コネクタ(4ピン×4) (オプション)

VIDEO, MODEM
14) EARPHONE p.36 ヘッドホン”True-Level”出力端子 (3ピン)

15) MIC2 p.37 内蔵マイクロホン端子 (3ピン)

16) AFPANEL/IR_CON p.37 ASUS iPanel コネクタ (12-1ピン)

17) AAPANEL p.37 ASUS iPanel 音源コネクタ (12-1ピン)

18) SMB p.38 SMBus コネクタ (5-1ピン)
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3. ハードウェアセットアップ
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19) ACHA p.38 ケース開放警報用コネクタ (2ピン)
20) WOL_CON p.39 Wake-On-LANコネクタ (3ピン)
21) WOR_CON p.39 Wake-On-Ring コネクタ(2ピン)
22) LCDTV p.40 LCD-TV 接続端子 (18-1ピン/18ピン)

23) USB2, USB47, USB56 p.40 USB 接続端子 (5-1ピン, 10-1ピン×2)
24) ATXPWR p.41 ATX電源コネクタ (20ピン)

25) JTPWR p.41 電源温度センサ用コネクタ (2ピン)

26) PWRLED (PANEL) p.42 電源LED接続端子 (3-1ピン)

27) KEYLOCK (PANEL) p.42 キーロック接続端子(2ピン)

28) SPEAKER (PANEL) p.42 ビープ音用スピーカ接続端子 (4ピン)

29) MSG.LED (PANEL) p.42 メッセージLED接続端子 (2ピン)

30) SMI (PANEL) p.42 システム管理割り込みスイッチ端子 (2ピン)

31) PWRSW (PANEL) p.42 ATX電源/ソフトオフスイッチ端子 (2ピン)

32) RESET (PANEL) p.42 リセットスイッチ接続端子 (2ピン)
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3. ハードウェアセットアップ
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3 .33 .33 .33 .33 .3 ハードウェアセットアップ手順ハードウェアセットアップ手順ハードウェアセットアップ手順ハードウェアセットアップ手順ハードウェアセットアップ手順
コンピュータを使う前に、以下の手順を完了させて下さい。

･････ マザーボードの設定マザーボードの設定マザーボードの設定マザーボードの設定マザーボードの設定
･････ メモリの取り付けメモリの取り付けメモリの取り付けメモリの取り付けメモリの取り付け
･････ CPUCPUCPUCPUCPUの取り付けの取り付けの取り付けの取り付けの取り付け
･････ 拡張カードの取り付け拡張カードの取り付け拡張カードの取り付け拡張カードの取り付け拡張カードの取り付け
･････ フラットケーブル、パネルスイッチ、電源の接続フラットケーブル、パネルスイッチ、電源の接続フラットケーブル、パネルスイッチ、電源の接続フラットケーブル、パネルスイッチ、電源の接続フラットケーブル、パネルスイッチ、電源の接続

3 .43 .43 .43 .43 .4 マザーボードの設定マザーボードの設定マザーボードの設定マザーボードの設定マザーボードの設定

警告！警告！警告！警告！警告！ マザーボードや拡張カードは精細なICチップを用いています。
静電気によるダメージを防ぐために、作業上、以下を守ってください。

1. コンピュータ内部に触れる場合は電源コンセントからプラグを抜いて
下さい。

2. アースされたリストストラップを用いてください。それがない場合
は、電源シャーシ等、金属部分に触れて静電気を逃がしてください。

3. カード類を持つ時は、基板の端を持ち、基板やIC、コネクタ部分に触
れないようにしてください。

4. 取り外したカード類はアースされたパッドの上に置いてください。例
えば、カードが入っていた袋が有効です。

5. マザーボードの電源コネクタを接続する際には、ATX電源装置がオフ
であることを確認してください。

CUSL2 Onboard LED

ON OFF
Standby
Power

Powered
Off

PLED2

CUSL2

®

警告！警告！警告！警告！警告！ パーツを取り付けたり外したりする場合は、電源プラグを抜い
てください。マザーボードや他のパーツにダメージを与える恐れがあ
ります。オンボードのLEDは、サスペンオフやソフトオフ等、元電源
が入っている状態で点灯します。
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3. ハードウェアセットアップ
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マザーボードの設定マザーボードの設定マザーボードの設定マザーボードの設定マザーボードの設定
マザーボードの設定は、ジャンパーまたは、DIPスイッチを用いて行いま
す。DIPスイッチの説明で白い四角は、スイッチの位置を示します。以下の
例では、スイッチは全てオフの状態を示しています。

1. Frequency Selection
2. Frequency Selection
3. Frequency Selection
4. Frequency Selection
5. Frequency Selection.CUSL2 DIP Switches

DSW

ON OFF

O
N

1
2

3
4

5

CUSL2

®

1 )1 )1 )1 )1 ) JumperFreeJumperFreeJumperFreeJumperFreeJumperFreeTM TM TM TM TM モードモードモードモードモード (JEN) (JEN) (JEN) (JEN) (JEN)
このジャンパーでJumperFreeTM モードを切り替えます。 JumperFreeTM

モードにすると、BIOSセットアップで設定を行えるようになります。
(「4.4 Advanced Menu4.4 Advanced Menu4.4 Advanced Menu4.4 Advanced Menu4.4 Advanced Menu」     参照)

注意：注意：注意：注意：注意：JumperFreeTMモードでは、すべてのDIPスイッチをオフにしてく
ださい。
設定設定設定設定設定 JENJENJENJENJEN
Disable (Jumper) [1-2]
Enable (JumperFree) [2-3] (デフォルト)

CUSL2 JumperFree™ Mode Setting

JEN

DSW

O
N

1
2

3
4

5

OFF

Disable

1 2

Enable(default)

2 3
CUSL2

®
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3. ハードウェアセットアップ
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2 )2 )2 )2 )2 ) USB USB USB USB USB デバイスデバイスデバイスデバイスデバイスWake Up Wake Up Wake Up Wake Up Wake Up (USBPWR01,USBPWR2, USBPWR47, USBPWR56)(USBPWR01,USBPWR2, USBPWR47, USBPWR56)(USBPWR01,USBPWR2, USBPWR47, USBPWR56)(USBPWR01,USBPWR2, USBPWR47, USBPWR56)(USBPWR01,USBPWR2, USBPWR47, USBPWR56)
USBデバイスWakeUp機能を切り替えます。USBデバイスによる
WakeUp機能を用いる場合は、これらのジャンパーをEnableEnableEnableEnableEnable にセット
します。この機能には、ATX電源の+5VSB に最低2Aの容量が必要で
す。すべてのATX電源がこの容量を持っているとは限りませんので、デ
フォルト設定は、Disableです。適切な電源を用いずにEnableに設定する
と、電源が入らなくなります。注意：注意：注意：注意：注意：このジャンパは「4.5.1 Power4.5.1 Power4.5.1 Power4.5.1 Power4.5.1 Power
Up ControlUp ControlUp ControlUp ControlUp Control」の「Wake On USB Wake On USB Wake On USB Wake On USB Wake On USB for STR Statefor STR Statefor STR Statefor STR Statefor STR State」」」」」の設定と同時に
行ってください。
注意注意注意注意注意
1. RAMサスペンド機能のためには、これらのジャンパを Enableに設
定してください。

2. 通常時やスリープ時に、これら機能に必要なトータルの電源容量
がATX電源の+5VSB容量を越えてはいけません。
設定設定設定設定設定 USBPWR01, USBPWR2, USBPWR47, USBPWR56USBPWR01, USBPWR2, USBPWR47, USBPWR56USBPWR01, USBPWR2, USBPWR47, USBPWR56USBPWR01, USBPWR2, USBPWR47, USBPWR56USBPWR01, USBPWR2, USBPWR47, USBPWR56
Disable [1-2] (デフォルト)
Enable [2-3]

CUSL2 USB Device Wake Up

Disable
(Default)

Enable

1 2 2 3

USBPWR01
USBPWR2

USBPWR47
USBPWR56

CUSL2

®
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3. ハードウェアセットアップ
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33333))))) オンボード音源オンボード音源オンボード音源オンボード音源オンボード音源Audio CODECAudio CODECAudio CODECAudio CODECAudio CODECの設定の設定の設定の設定の設定(ADN#)(ADN#)(ADN#)(ADN#)(ADN#)
(音源搭載モデルのみ)
このジャンパーでオンボード音源の有効/無効を切り替えます。 ISA、
PCIのサウンドカード、CNR対応のプライマリサウンド/モデムカード
を用いる時は、オンボードのaudio CODECをDisableにします。 ( CNR
については後述) PCIサウンドカードを用いる場合、「4.4.2 I/O De-4.4.2 I/O De-4.4.2 I/O De-4.4.2 I/O De-4.4.2 I/O De-
vice Configurationvice Configurationvice Configurationvice Configurationvice Configuration」の「Onboard AC97 Audio ControllerOnboard AC97 Audio ControllerOnboard AC97 Audio ControllerOnboard AC97 Audio ControllerOnboard AC97 Audio Controller」を
disabledに設定する必要があります。
設定設定設定設定設定 ADN#ADN#ADN#ADN#ADN#
Enable [1-2] (デフォルト)
Disable [2-3]

CUSL2 Audio Codec Setting

DisableEnable
(Default)

1
2 2

3
A

D
N

#

A
D

N
#

CUSL2

®

4 )4 )4 )4 )4 ) キーボードパワーアップキーボードパワーアップキーボードパワーアップキーボードパワーアップキーボードパワーアップ (KBPWR) (KBPWR) (KBPWR) (KBPWR) (KBPWR)
キーボードパワーアップ機能を切り替えます。このジャンパーをEnable
にセットすると、 キーボードのスペースバーで電源をオンすることがで
きます。この機能を用いるには、ATX電源の+5VSB に最低300mAの容
量が必要です。すべてのATX電源がそうでないため、デフォルト設定
は、Disable です。適切な電源を用いずに、この機能をEnable にすると
電源が入らなくなります。
注意：注意：注意：注意：注意：     このジャンパは、「 4.5.1 Power Up Control4.5.1 Power Up Control4.5.1 Power Up Control4.5.1 Power Up Control4.5.1 Power Up Control」の「WakeWakeWakeWakeWake
On On On On On PS2 KB/PS2 Mouse/CIRPS2 KB/PS2 Mouse/CIRPS2 KB/PS2 Mouse/CIRPS2 KB/PS2 Mouse/CIRPS2 KB/PS2 Mouse/CIR」の設定と同時に設定します。
設定設定設定設定設定 KBPWRKBPWRKBPWRKBPWRKBPWR
Enable [1-2] (デフォルト)
Disable [2-3]

CUSL2 Keyboard Power Setting

Enable Disable

1 2 2 3

KBPWR

CUSL2

®
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5 )5 )5 )5 )5 ) I/OI/OI/OI/OI/O電圧設定電圧設定電圧設定電圧設定電圧設定 (VIO) (VIO) (VIO) (VIO) (VIO)
このジャンパーでDRAMメモリ、チップセット、AGP、PCIに供給する
電圧を設定します。クロックアップのため高い電圧が必要でない限り、
デフォルトの3.40V に設定しておきます。
設定設定設定設定設定 VIOVIOVIOVIOVIO
3.30 V [1-2]
3.40 V [2-3] (デフォルト)
3.60 V [3-4]

CUSL2 VIO Setting

VIO

3.30 V 3.40 V

1 2 2 3

3.60 V

3 4

CUSL2

®

警告！警告！警告！警告！警告！ 高い電圧設定はクロックアップに有利ですが、コンピュータの
部品の寿命を縮めます。 defaultのままにしておくとこをお薦めます。
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6 )6 )6 )6 )6 ) CPUCPUCPUCPUCPU外部バス周波数設定外部バス周波数設定外部バス周波数設定外部バス周波数設定外部バス周波数設定 (DSW) (DSW) (DSW) (DSW) (DSW)
クロック発生器が、CPU、DRAM、AGP/PCIバスに供給する周波数を
設定します。CPUの外部バス周波数を選択します。

重要：重要：重要：重要：重要：
1. JumperFreeモードでは、すべてのDIPスイッチはOFFにします。
2. JumperFreeモードでは、BIOSセットアップで設定を行います。

(BIOSセットアップの「Advanced MenuAdvanced MenuAdvanced MenuAdvanced MenuAdvanced Menu」内「CPU SpeedCPU SpeedCPU SpeedCPU SpeedCPU Speed」参照)

注意：注意：注意：注意：注意：     以下は、代表的な設定のみを記しています。すべての場合につ
いての設定方法は次ページにあります。

CUSL2

®

CUSL2 CPU External
Clock (BUS) Frequency
Selection

DSW

CPU
DRAM
AGP

O
N

1
2

3
4

5

O
N

1
2

3
4

5

O
N

1
2

3
4

5

66.8MHz
100.2MHz

66.8MHz

O
N

1
2

3
4

5

O
N

1
2

3
4

5

O
N

1
2

3
4

5

O
N

1
2

3
4

5

O
N

1
2

3
4

5

(JumperFree Mode)

133.70MHz
100.30MHz

66.85MHz

103.0MHz
103.0MHz

68.7MHz

100.3MHz
100.3MHz

66.8MHz

140MHz
140MHz

70MHz

133.70MHz
133.70MHz

66.85MHz

140MHz
105MHz

70MHz

CPU
DRAM
AGP

注意：注意：注意：注意：注意： CPUの倍率が固定ではない場合、倍率の設定方法は、「4 . 44 . 44 . 44 . 44 . 4
Advanced MenuAdvanced MenuAdvanced MenuAdvanced MenuAdvanced Menu」内の「 CPU Core:Bus Freq. Mult ip leCPU Core:Bus Freq. Mult ip leCPU Core:Bus Freq. Mult ip leCPU Core:Bus Freq. Mult ip leCPU Core:Bus Freq. Mult ip le」を見
てください。倍率固定の場合は、BIOSでの倍率設定は無効になります。
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外部周波数表外部周波数表外部周波数表外部周波数表外部周波数表

以下の表は、ベテランユーザーのためにあります。クロックアップは、シス
テムが不安定になったり、CPUの寿命を縮める原因になります。

CPU:DRAMCPU:DRAMCPU:DRAMCPU:DRAMCPU:DRAM CPUCPUCPUCPUCPU SDRAMSDRAMSDRAMSDRAMSDRAM Frequency Selection SwitchesFrequency Selection SwitchesFrequency Selection SwitchesFrequency Selection SwitchesFrequency Selection Switches
Rat ioRat ioRat ioRat ioRat io (MHz)(MHz)(MHz)(MHz)(MHz) (MHz)(MHz)(MHz)(MHz)(MHz) 11111 22222 33333 44444 55555

66:100 64.4 99.6 [O N ] [O N ] [O N ] [O N ] [O N ]
66:100 60.0 90.0 [O N ] [O N ] [O N ] [O N ] [O FF]
66:10066:10066:10066:10066:100 66.066.066.066.066.0 100.0100.0100.0100.0100.0 [[[[[O NO NO NO NO N]]]]] [[[[[O NO NO NO NO N]]]]] [[[[[O NO NO NO NO N]]]]] [[[[[OOOOO FF]FF]FF]FF]FF] [[[[[O NO NO NO NO N]]]]]
66:100 68.3 102.5 [O N ] [O N ] [O N ] [O FF] [O FF]
66:100 70.0 105.0 [O N ] [O N ] [O FF] [O N ] [O N ]
66:100 75.0 112.5 [O N ] [O N ] [O FF] [O N ] [O FF]
66:100 80.0 120.0 [O N ] [O N ] [O FF] [O FF] [O N ]
66:100 83.0 124.5 [O N ] [O N ] [O FF] [O FF] [O FF]
100:100 99.6 99.6 [O N ] [O FF] [O N ] [O N ] [O N ]
100:100 90.0 90.0 [O N ] [O FF] [O N ] [O N ] [O FF]

100:100100:100100:100100:100100:100 100.0100.0100.0100.0100.0 100.0100.0100.0100.0100.0 [[[[[O NO NO NO NO N]]]]] [[[[[OOOOO FF]FF]FF]FF]FF] [[[[[O NO NO NO NO N]]]]] [[[[[OOOOO FF]FF]FF]FF]FF] [[[[[O NO NO NO NO N]]]]]
100:100100:100100:100100:100100:100 103.0103.0103.0103.0103.0 103.0103.0103.0103.0103.0 [[[[[O NO NO NO NO N]]]]] [[[[[OOOOO FF]FF]FF]FF]FF] [[[[[O NO NO NO NO N]]]]] [[[[[OOOOO FF]FF]FF]FF]FF] [[[[[OOOOO FF]FF]FF]FF]FF]
100:100 105.0 105.0 [O N ] [O FF] [O FF] [O N ] [O N ]
100:100 110.0 110.0 [O N ] [O FF] [O FF] [O N ] [O FF]
100:100 115.0 115.0 [O N ] [O FF] [O FF] [O FF] [O N ]
100:100 200.0 200.0 [O N ] [O FF] [O FF] [O FF] [O FF]
133:133 132.8 132.8 [OFF] [ON] [O N] [O N ] [O N ]
133:133 166.6 166.6 [OFF] [ON] [O N] [O N ] [O FF]

133:133133:133133:133133:133133:133 133.0133.0133.0133.0133.0 133.0133.0133.0133.0133.0 [OFF][OFF][OFF][OFF][OFF] [O[O[O[O[ONNNNN]]]]] [[[[[OOOOO N ]N ]N ]N ]N ] [[[[[OOOOO FF]FF]FF]FF]FF] [[[[[O NO NO NO NO N]]]]]
133:133 137.0 137.0 [OFF] [ON] [O N] [O FF] [O FF]

133:133133:133133:133133:133133:133 140.0140.0140.0140.0140.0 140.0140.0140.0140.0140.0 [OFF][OFF][OFF][OFF][OFF] [O[O[O[O[ONNNNN]]]]] [[[[[OOOOO FF]FF]FF]FF]FF] [[[[[O NO NO NO NO N]]]]] [[[[[O NO NO NO NO N]]]]]
133:133 145.0 145.0 [OFF] [ON] [O FF] [O N ] [O FF]
133:133 150.0 150.0 [OFF] [ON] [O FF] [O FF] [O N ]
133:133 160.0 160.0 [OFF] [ON] [O FF] [O FF] [O FF]
133:100 132.8 99.6 [OFF] [OFF] [O N ] [O N ] [O N ]
133:100 166.6 125.0 [OFF] [OFF] [O N ] [O N ] [O FF]

133:100133:100133:100133:100133:100 133.0133.0133.0133.0133.0 100.0100.0100.0100.0100.0 [OFF][OFF][OFF][OFF][OFF] [OFF][OFF][OFF][OFF][OFF] [[[[[O NO NO NO NO N]]]]] [[[[[OOOOO FF]FF]FF]FF]FF] [[[[[O NO NO NO NO N]]]]]
133:100 137.0 102.8 [OFF] [OFF] [O N ] [O FF] [O FF]

133:100133:100133:100133:100133:100 140.0140.0140.0140.0140.0 105.0105.0105.0105.0105.0 [OFF][OFF][OFF][OFF][OFF] [OFF][OFF][OFF][OFF][OFF] [[[[[OOOOO FF]FF]FF]FF]FF] [[[[[O NO NO NO NO N]]]]] [[[[[O NO NO NO NO N]]]]]
133:100 145.0 108.8 [OFF] [OFF] [O FF] [O N ] [O FF]
133:100 150.0 112.5 [OFF] [OFF] [O FF] [O FF] [O N ]
133:100 160.0 120.0 [OFF] [OFF] [O FF] [O FF] [O FF]

最新のCPUの設定については、ASUSのWEBページをご覧ください。
(「ASUS CONTACT INFORMATIONASUS CONTACT INFORMATIONASUS CONTACT INFORMATIONASUS CONTACT INFORMATIONASUS CONTACT INFORMATION」参照)
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3 .53 .53 .53 .53 .5 システムメモリシステムメモリシステムメモリシステムメモリシステムメモリ (DIMM) (DIMM) (DIMM) (DIMM) (DIMM)

注意：注意：注意：注意：注意： メモリを追加・交換した場合には、ハードウェアやBIOSの設定変更
は必要ありません。

このマザーボードには、DIMMのみ使ってください。メモリスロットは、
3.3V3.3V3.3V3.3V3.3V、バッファなし、SDRAM（シンクロナスDRAM）用です。DIMMの片
面（サイド）が、マザーボードの「row」の１つに相当します。

メモリアクセススピードの設定は「4.4 .1  Ch ip  Conf igurat ion4 .4 .1  Ch ip  Conf igurat ion4 .4 .1  Ch ip  Conf igurat ion4 .4 .1  Ch ip  Conf igurat ion4 .4 .1  Ch ip  Conf igurat ion」内の
「SDRAM ConfigurationSDRAM ConfigurationSDRAM ConfigurationSDRAM ConfigurationSDRAM Configuration」参照。

注意：トータル注意：トータル注意：トータル注意：トータル注意：トータル512MB512MB512MB512MB512MBを越えてないか確認してください。それ以上のを越えてないか確認してください。それ以上のを越えてないか確認してください。それ以上のを越えてないか確認してください。それ以上のを越えてないか確認してください。それ以上の
場合、システムの起動中にハングアップしてしまいます。場合、システムの起動中にハングアップしてしまいます。場合、システムの起動中にハングアップしてしまいます。場合、システムの起動中にハングアップしてしまいます。場合、システムの起動中にハングアップしてしまいます。

3.5.1 DIMMについて
･ CPUCPUCPUCPUCPU外部バス外部バス外部バス外部バス外部バス133MHz133MHz133MHz133MHz133MHzを用いる場合は、を用いる場合は、を用いる場合は、を用いる場合は、を用いる場合は、PC133PC133PC133PC133PC133準拠の準拠の準拠の準拠の準拠のDIMMDIMMDIMMDIMMDIMMのみのみのみのみのみ
を用いてください。を用いてください。を用いてください。を用いてください。を用いてください。 133MHzで動作させる場合、非対応のパーツを用
いていると起動すらしない場合があります。この速度では厳密なタイミ
ングが要求されるからです。DIMMメモリがPC133に対応していない場
合は、安定動作のためにFSBを100MHzに設定してください。

･ ASUS製マザーボードは、SPD (Serial Presence Detect) DIMMをサポー
トしています。このメモリは、速度も安定性も抜群です。

･ 起動時のBIOSメッセージでSDRAM容量を確認できます。

･ 16, 32, 64,128, 256MBのDIMMは、シングルサイド、32, 64, 128, 256,
512MBは、ダブルサイドです。

以下のいずれの組み合わせでも使用できます。以下のいずれの組み合わせでも使用できます。以下のいずれの組み合わせでも使用できます。以下のいずれの組み合わせでも使用できます。以下のいずれの組み合わせでも使用できます。

DIMMDIMMDIMMDIMMDIMMスロットスロットスロットスロットスロット 168-pin DIMM168-pin DIMM168-pin DIMM168-pin DIMM168-pin DIMM 計計計計計

Socket 1 (Rows 0&1) SDRAM 8, 16, 32, 64, 128, 256, 512MB x1

Socket 2 (Rows 2&3) SDRAM 8, 16, 32, 64, 128, 256, 512MB x1

Socket 3 (Rows 4&5) SDRAM 8, 16, 32, 64, 128, 256, 512MB x1

合計合計合計合計合計 ( ( ( ( (最大最大最大最大最大     512512512512512MB)MB)MB)MB)MB) =====
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3.5.2メモリの取り付け

警告！警告！警告！警告！警告！ メモリや他のパーツの取り付け・取り外し時には、電源プラグ
を抜いてください。マザーボードや他のパーツに多大なダメージを与え
る恐れがあります。(詳しくは「 3.3 3.3 3.3 3.3 3.3 ハードウェアセットアップ手順ハードウェアセットアップ手順ハードウェアセットアップ手順ハードウェアセットアップ手順ハードウェアセットアップ手順」
参照)

以下のようにメモリモジュールを挿します。コネクタ部に刻み目があります
ので、逆方向には挿さらないようになっています。DRAM SIMMは裏表の
端子はつながっていますが、SDRAM DIMMは、裏表の端子が別になってい
て、端子の数が多くなっています。

CUSL2 168-Pin DIMM Sockets

20 Pins

60 Pins

88 Pins
CUSL2

®

DIMMは、3.3V、バッファなし、SDRAMを用いてください。刻み目の位置
で、その種類が判断できます。（下図参照）

DIMMの刻み目の位置は、左・中央・右の３種類あります。これにより、メ
モリの種類を示し、また、逆挿しできないようになっています。メモリ購入
時に種類が正しいか購入店で確認してください。本マザーボードは、DIMM
あたり４クロックをサポートします。
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3 .63 .63 .63 .63 .6 CPU(CPU(CPU(CPU(CPU(中央演算処理装置中央演算処理装置中央演算処理装置中央演算処理装置中央演算処理装置)))))

このマザーボードは、ZIF ソケット370対応です。 CPUには冷却用ファン
を取り付けてください。 もし、CPUに標準で付属していない場合は、別途
お買い求めの上、取り付けてください。

警告！警告！警告！警告！警告！ CPUファンにより、ヒートシンクに十分な風があたっているこ
とを確認してください。十分な冷却風がない場合は、CPUがオーバー
ヒートして、マザーボードとCPUの両方にダメージを与える可能性があ
ります。必要なら、強力なファンと交換してください。

まず、電源を切ってから、ケースをあけてCPUを取り付けます。ソケット
の位置を確認したら、横手にあるレバーを、一旦押し込んで、横方向にず
らし、90度の角度になるまで引き上げます。以下に示す通りにCPUを正し
い向きに差し込みます。CPUの目印のある角が、レバーの端に向くように
取り付けます。CPUの角２ヶ所にピンがついているため、正しい方向にし
か差し込めないはずです。下図は参考用で、実際はCPU上面にファンが取
りついているはずです。ファンの重みを利用すれば、力を入れないでも
CPUは挿し込まれます。ちゃんと挿し込んだら、レバーを下げてCPUを固
定します。CPUを取り付けたら、Intel推奨のファンの配線です。CPUファ
ンのコネクタをマザーボードの所定の位置に取り付けます。(「3.1 3.1 3.1 3.1 3.1 マザーマザーマザーマザーマザー
ボードボードボードボードボード     レイアウトレイアウトレイアウトレイアウトレイアウト」 または 「3 .8  3 .8  3 .8  3 .8  3 .8  コネクタコネクタコネクタコネクタコネクタ」参照)

注意：注意：注意：注意：注意：     正しい外部バス周波数と倍率の設定を忘れていると、システムが起
動できません。（ソケット370 CPUの倍率は、特定のロットでのみ変更で
きます。）ソケット370 CPUは、温度センサを内蔵しているので、別途温
度センサを取り付ける必要はありません。

注意！注意！注意！注意！注意！ クランプ式のCPUクーラーを取り付ける場合、マザーボード基
板に傷をつけないように注意してください。

CUSL2

®

CUSL2 Socket 370

Gold Arrow

Pentium III
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3 .73 .73 .73 .73 .7 拡張カード拡張カード拡張カード拡張カード拡張カード
警告！警告！警告！警告！警告！     拡張カードを抜き挿しする場合は、電源プラグを抜いてくださ
い。マザーボードと拡張カードに多大なダメージを与える恐れがありま
す。(「3.3 3 .3  3 .3  3 .3  3 .3  ハードウェアセットアップ手順ハードウェアセットアップ手順ハードウェアセットアップ手順ハードウェアセットアップ手順ハードウェアセットアップ手順」を参照)

3.7.1拡張カードの挿し方
1. カードの取説をよく読み、必要ならば、ジャンパ等のハード/ソフト
ウェアの設定を行います。

2. ケースのカバーを外し、カードを装着するスロットのブラケット金具を
外します。外したブラケットは、予備に取っておきます。

3. カードとコネクタの向き合わせ、しっかりと押しつけて挿入します。
4. 上記で取り外したネジでカードを固定します。
5. ケースのカバーを取り付けます。
6. 必要に応じ、BIOSの設定を行います。

(ISAカードのIRQ割り付け、PCIのPnP設定など)
7. カードに必要なドライバーをインストールします。

3.7.2拡張カードへのIRQ割りつけ
カードのなかには、IRQを要求するものがあります。一般に１つのIQRは１
つの目的のために割り当てられます。 標準では、16個のIRQがありますが、
システムが利用しているものがあるため、拡張カード用には６個のIRQが
残っているだけです。オンボードのPCIPCIPCIPCIPCIサウンドがあるならば、追加のIRQ
が使用されます。オンボードのMIDIMIDIMIDIMIDIMIDIが有効になっていれば、さらに１個の
IRQが使用され、残りは４個となります。

標準的なIRQの割り付け
IRQIRQIRQIRQIRQ 優先度優先度優先度優先度優先度 標準機能標準機能標準機能標準機能標準機能
0 1 システムタイマ
1 2 キーボードコントローラ
2 N/A プログラム可能な割込み/カスケード
3* 11 シリアルポート2(COM2)
4* 12 シリアルポート1(COM1)
5* 13 サウンドまたはパラレルポート2
6 14 フロッピーディスクコントローラ
7* 15 パラレルポート1(LPT1)
8 3 リアルタイムクロック
9* 4 ACPIモード/VGA垂直帰線
10* 5 PCIステアリング用IRQホルダ
11* 6 PCIステアリング用IRQホルダ
12* 7 PS/2マウス
13 8 コプロセッサ
14* 9 プライマリIDE
15* 10 セカンダリIDE

*これらのIRQは、通常ISAまたは、PCIデバイス用に用いられます。
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本マザーボードでの割り込み要求一覧
割り込み要求は、以下のように共有されています。

AAAAA BBBBB CCCCC DDDDD EEEEE FFFFF GGGGG HHHHH
PCI slot 1 - - - - - shared - -
PCI slot 2 - - - - - - not shared -
PCI slot 3 - - - - - - - shared
PCI slot 4 - - - - shared - - -
PCI slot 5 - - - - - shared - -
PCI slot 6 - - shared - - - - -
Onboard VGA shared - - - - - - -
Onboard USB controller HC0 - - - not shared - - - -
Onboard USB controller HC1 - - - - - - - shared
AGP Pro shared - - - - - - -
CNR LAN - - - - shared - - -

CNR Audio/Modem - not shared - - - - - -

重要：重要：重要：重要：重要：IRQを共有するPCIスロットに複数のカードを挿す場合は、その
カードが、IRQ共有に対応しているか、または、IRQを必要としないもの
か確認してください。

3.7.3 CNR (ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ･ﾈｯﾄﾜｰｷﾝｸﾞ･ﾗｲｻﾞ)スロット
このコネクタは、専用のネットワーク/オーディオ/モデムカード用です。
これらの機能の実行をCPUに負担させることにより、低コストなネット
ワーク/オーディオ/モデムが実現できます。
注注注注注 ::::: CNR用カードは別売りです。

CUSL2

®

CUSL2 Communication & Networking Riser Connectors

CNRCNRCNRCNRCNRに関する制限事項に関する制限事項に関する制限事項に関する制限事項に関する制限事項
1.使用できるサウンドカードは１つだけです。プライマリスロット
（スロット1）に取り付ける必要があります。

2.サウンドとモデムカードを同時に使う場合は、モデムカードはセカ
ンダリに取り付ける必要があります。

3.サウンドCNRがない場合モデムカードはプライマリに取付けます。
4.使用できるLANカードは、１つだけです。
5. USBハブCNRを用いる場合は、5、6ポートは使用できません。
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3.7.4 AGP Proスロット
本マザーボードのAGP Proスロットは、メモリ帯域幅の広い新世代AGP
カードに対応しています。AAAAAGP IIIIInline MMMMMemory MMMMModule (AIMM) をサポー
トし、最大4MBの133MHz SDRAMを用いたキャッシュを構成でき、高機能
のグラフィックコントローラとして働きます。

CUSL2 Accelerated Graphics Port (AGP PRO)

TOP VIEW

Rib (inside slot) Rib
20-pin bay 28-pin bay

AGP Card without Retention Notch

CUSL2

®

注意！注意！注意！注意！注意！出荷状態では、20ピン部分に警告シールが貼ってあります。
リテンションノッチがないないないないないAGPカードを用いる場合は、このシールとそ
の下に隠れている安全タブをはがさないでください。こ
れを外すと、コネクタがずれて挿し込まれることになり
危険です。AGP Pro カードを用いる場合にのみ、はがし
てください。はがす場合は、ペン先のような先の尖った
もので、慎重に取り外してください。 タブの外し方

注意：注意：注意：注意：注意： AGPスロットにカードを用いる場合は、チップセット内蔵のビデオ
機能をD i s a b l eD i s a b l eD i s a b l eD i s a b l eD i s a b l eにしてください。 (「4.4.1 Chip Conf igurat ion4.4 .1 Chip Conf igurat ion4.4 .1 Chip Conf igurat ion4.4 .1 Chip Conf igurat ion4.4 .1 Chip Conf igurat ion」の
「Onboard VGAOnboard VGAOnboard VGAOnboard VGAOnboard VGA」参照 )
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3. ハードウェア セットアップ
3 .83 .83 .83 .83 .8 外部機器用コネクタ外部機器用コネクタ外部機器用コネクタ外部機器用コネクタ外部機器用コネクタ

警告！警告！警告！警告！警告！ いくつかのコネクタのピンは、電源となっています。マザーボー
ド上では、これらは明確に区別できるようになっています。このピンに
ジャンパキャップを挿してショートさせないようにしてください。

重要：重要：重要：重要：重要：     フラットケーブルは通常１番ピン側が赤や青に塗られています。
ハードディスクやCDドライブでは、通常電源コネクタ側が１番ピンと
なってますが、フロッピードライブは、逆の場合があります。接続前
に、この例外がないか確認してください。IDE用フラットケーブルは、
全長46 cm以内、機器側のコネクタ間の長さは、15 cmを越えてはいけ
ません。

1) PS/21) PS/21) PS/21) PS/21) PS/2マウスコネクタマウスコネクタマウスコネクタマウスコネクタマウスコネクタ(((((緑色緑色緑色緑色緑色 6 6 6 6 6ピンピンピンピンピン PS2KBMS) PS2KBMS) PS2KBMS) PS2KBMS) PS2KBMS)
PS/2マウスが検出されると自動的にIRQ12が割り当てられます。 PS/
2マウスを用いない場合は、IRQ12を拡張カード用に使用できます。
（「4.4 Advanced Menu4.4 Advanced Menu4.4 Advanced Menu4.4 Advanced Menu4.4 Advanced Menu」の「PS/2 Mouse Function ControlPS/2 Mouse Function ControlPS/2 Mouse Function ControlPS/2 Mouse Function ControlPS/2 Mouse Function Control」
参照）

PS/2 Mouse (6-pin female)

2 )2 )2 )2 )2 ) PS/2PS/2PS/2PS/2PS/2キーボードコネクタキーボードコネクタキーボードコネクタキーボードコネクタキーボードコネクタ  (  (  (  (  (紫色紫色紫色紫色紫色 6 6 6 6 6ピンピンピンピンピン PS2KBMS) PS2KBMS) PS2KBMS) PS2KBMS) PS2KBMS)
ミニDINと呼ばれるPS/2キーボードコネクタを接続します。 ATATATATATタイプタイプタイプタイプタイプ
の大きなコネクタは接続出来ません。変換コネクタを用いてくだの大きなコネクタは接続出来ません。変換コネクタを用いてくだの大きなコネクタは接続出来ません。変換コネクタを用いてくだの大きなコネクタは接続出来ません。変換コネクタを用いてくだの大きなコネクタは接続出来ません。変換コネクタを用いてくだ
さい。さい。さい。さい。さい。

PS/2 Keyboard (6-pin female)
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3 )3 )3 )3 )3 ) USBUSBUSBUSBUSBポートポートポートポートポート0 & 1 (0 & 1 (0 & 1 (0 & 1 (0 & 1 (黒色黒色黒色黒色黒色 4 4 4 4 4ピン×ピン×ピン×ピン×ピン×2 USB)2 USB)2 USB)2 USB)2 USB)
USB機器用に２個のUSBポートが使用可能です。それ以上のコネクタが
必要な場合は、ケースに取り付けるUSB端子を用います。（この章の
「USB HeadersUSB HeadersUSB HeadersUSB HeadersUSB Headers」参照)

Universal Serial Bus (USB) 2

USB 1

4 )4 )4 )4 )4 ) パラレルポートコネクタパラレルポートコネクタパラレルポートコネクタパラレルポートコネクタパラレルポートコネクタ(((((赤紫色赤紫色赤紫色赤紫色赤紫色 25 25 25 25 25ピンピンピンピンピン PRINTER) PRINTER) PRINTER) PRINTER) PRINTER)
パラレルポートのIRQは、 Onboard Parallel PortOnboard Parallel PortOnboard Parallel PortOnboard Parallel PortOnboard Parallel Port で設定できます。
(「4.4.2 I/O Device Configuration4.4.2 I/O Device Configuration4.4.2 I/O Device Configuration4.4.2 I/O Device Configuration4.4.2 I/O Device Configuration」」」」」参照)
注意：シリアルプリンタはシリアルポートに接続してください。注意：シリアルプリンタはシリアルポートに接続してください。注意：シリアルプリンタはシリアルポートに接続してください。注意：シリアルプリンタはシリアルポートに接続してください。注意：シリアルプリンタはシリアルポートに接続してください。

Parallel (Printer) Port (25-pin female)
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3. ハードウェア セットアップ
5 )5 )5 )5 )5 ) シリアルポートコネクタシリアルポートコネクタシリアルポートコネクタシリアルポートコネクタシリアルポートコネクタ  (  (  (  (  (青緑色青緑色青緑色青緑色青緑色 9 9 9 9 9ピンピンピンピンピン COM1, 10-1 COM1, 10-1 COM1, 10-1 COM1, 10-1 COM1, 10-1ピンピンピンピンピン COM2) COM2) COM2) COM2) COM2)
マウスや他のシリアルデバイスのためのポートが１個あります。２つ
目のポートはマザーボード上から拡張スロットのブラケットに引き出
すことにより、使用可能となります。「4.4.2 I/O Device4.4.2 I/O Device4.4.2 I/O Device4.4.2 I/O Device4.4.2 I/O Device
ConfigurationConfigurationConfigurationConfigurationConfiguration」の「Onboard Serial Port 1/2Onboard Serial Port 1/2Onboard Serial Port 1/2Onboard Serial Port 1/2Onboard Serial Port 1/2」」」」」参照。

COM 1
Serial Port (9-pin male)

CUSL2

®

CUSL2 Serial COM2 Bracket

PIN 1

6 )6 )6 )6 )6 ) モニタ出力コネクタモニタ出力コネクタモニタ出力コネクタモニタ出力コネクタモニタ出力コネクタ ( ( ( ( (青色青色青色青色青色 15 15 15 15 15ピンピンピンピンピン VGA) VGA) VGA) VGA) VGA)
VGA互換モニタ出力用のコネクタです。

VGA Monitor (15-pin female)
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9 )9 )9 )9 )9 ) フロッピーディスクドライブコネクタフロッピーディスクドライブコネクタフロッピーディスクドライブコネクタフロッピーディスクドライブコネクタフロッピーディスクドライブコネクタ (34-1 (34-1 (34-1 (34-1 (34-1ピンピンピンピンピン FLOPPY) FLOPPY) FLOPPY) FLOPPY) FLOPPY)
FDドライブのフラットケーブル接続用です。ケーブルのコネクタが１つ
だけついている端をマザーボードにつなぎ、反対側をFDドライブにつな
ぎます。 (((((誤接続防止のため、ケーブル側の誤接続防止のため、ケーブル側の誤接続防止のため、ケーブル側の誤接続防止のため、ケーブル側の誤接続防止のため、ケーブル側の 5 5 5 5 5番ピンが埋められてい番ピンが埋められてい番ピンが埋められてい番ピンが埋められてい番ピンが埋められてい
る場合がありますので、このコネクタのる場合がありますので、このコネクタのる場合がありますので、このコネクタのる場合がありますので、このコネクタのる場合がありますので、このコネクタの 5 5 5 5 5番ピンもありません。番ピンもありません。番ピンもありません。番ピンもありません。番ピンもありません。)))))

CUSL2

®

NOTE: Orient the red markings on
the floppy ribbon cable to PIN 1.

CUSL2 Floppy Disk Drive Connector

PIN 1

FLOPPY

7 )7 )7 )7 )7 ) ゲームゲームゲームゲームゲーム/MIDI/MIDI/MIDI/MIDI/MIDI用コネクタ用コネクタ用コネクタ用コネクタ用コネクタ(((((金色金色金色金色金色 15 15 15 15 15ピンピンピンピンピン GAME_AUDIO) ( GAME_AUDIO) ( GAME_AUDIO) ( GAME_AUDIO) ( GAME_AUDIO) (オプションオプションオプションオプションオプション)))))
ジョイスティックやゲームパッド等を接続します。また、オーディオ再
生・編集のためのMIDI機器を接続することができます。

Joystick/MIDI (15-pin female)

8 )8 )8 )8 )8 ) オーディオコネクタオーディオコネクタオーディオコネクタオーディオコネクタオーディオコネクタ ( ( ( ( (ミニジャックミニジャックミニジャックミニジャックミニジャック GAME_AUDIO) ( GAME_AUDIO) ( GAME_AUDIO) ( GAME_AUDIO) ( GAME_AUDIO) (オプションオプションオプションオプションオプション)))))
L ine Out  L ine Out  L ine Out  L ine Out  L ine Out  (緑)     は、ヘッドホンやアンプ付きスピーカを接続します。
Line In Line In Line In Line In Line In (青) は、CDプレーヤ等のオーディオ機器をつなぎ、コンピュー
タに録音したり、Line Out L ine Out L ine Out L ine Out L ine Out (緑) から出力できます。Mic  M ic  M ic  M ic  M ic  (桃) は、音
声入力のためのマイクロホンをつなぎます。

MicLine InLine Out
1/8" Stereo Audio Connectors
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3. ハードウェア セットアップ
10) 10)  10)  10)  10)  プライマリ（青）プライマリ（青）プライマリ（青）プライマリ（青）プライマリ（青）/////セカンダリセカンダリセカンダリセカンダリセカンダリIDEIDEIDEIDEIDEコネクタコネクタコネクタコネクタコネクタ(40-1(40-1(40-1(40-1(40-1ピンピンピンピンピン IDE IDE IDE IDE IDE×××××2 )2 )2 )2 )2 )

IDEハードディスクのフラットケーブルをつなぐコネクタです。ケーブ
ルを青いプライマリコネクタ（推奨）または、セカンダリコネクタにつ
なぎます。反対側の灰色のコネクタをUltraDMA/100の slaveドライブ、
黒のコネクタをmasterドライブに接続します。UltraDMA/100非対応の
ドライブはセカンダリに接続することを推奨します。1つのポートに２
台のドライブを接続する時は、２台目がスレーブになるようジャンパ設
定します。ジャンパ設定方法は、ハードディスク自身を参照してくださ
い。B I O Sで、特定のドライブからブートさせることができます。
(「4.4.1 Advanced CMOS Setup4.4.1 Advanced CMOS Setup4.4.1 Advanced CMOS Setup4.4.1 Advanced CMOS Setup4.4.1 Advanced CMOS Setup」参照)
(((((誤接続防止のため、ケーブル側の誤接続防止のため、ケーブル側の誤接続防止のため、ケーブル側の誤接続防止のため、ケーブル側の誤接続防止のため、ケーブル側の 2 0 2 0 2 0 2 0 2 0番ピンが埋められている場番ピンが埋められている場番ピンが埋められている場番ピンが埋められている場番ピンが埋められている場
合がありますので、このコネクタの合がありますので、このコネクタの合がありますので、このコネクタの合がありますので、このコネクタの合がありますので、このコネクタの 20 20 20 20 20番ピンもありません。番ピンもありません。番ピンもありません。番ピンもありません。番ピンもありません。)))))
ヒント：ヒント：ヒント：ヒント：ヒント：２台のHDDを１台はプライマリ、もう１台をセカンダリのそ
れぞれマスターとして設定できます。２種類のOSを、1つは、IDE、も
う１つをSCSIドライブにインストールすれば「4.4.1 Advanced CMOS
Setup」で、どちらをブートさせるか選択することが出来ます。

重要：重要：重要：重要：重要：UltraDMA/100デバイスで100MByte/secの性能を得るために
は、 40ピン80芯のケーブルを用いる必要があります。

CUSL2

®

CUSL2 IDE Connectors

NOTE: Orient the red markings
(usually zigzag) on the IDE
ribbon cable to PIN 1.
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3. ハードウェア セットアップ

コ
ネ
ク
タ

3
.

3
.

3
.

3
.

3
. ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

11) IDE 11) IDE 11) IDE 11) IDE 11) IDE アクセスアクセスアクセスアクセスアクセス LED (2 LED (2 LED (2 LED (2 LED (2ピンピンピンピンピン IDELED) IDELED) IDELED) IDELED) IDELED)
ケースのIDEアクセスLEDをつなぐコネクタです。 プライマリ/セカン
ダリのIDEデバイスが読み書きを行っている間、LEDが点灯します。

CUSL2 IDE Activity LED

TIP: If the case-mounted LED does not
light, try reversing the 2-pin plug.

IDELED

CUSL2

®

12) 12)  12)  12)  12)  電源電源電源電源電源 (PWR_FAN), CPU (CPU_FAN),  (PWR_FAN), CPU (CPU_FAN),  (PWR_FAN), CPU (CPU_FAN),  (PWR_FAN), CPU (CPU_FAN),  (PWR_FAN), CPU (CPU_FAN), ケースケースケースケースケース (CHA_FAN) (CHA_FAN) (CHA_FAN) (CHA_FAN) (CHA_FAN)
          ファン用コネクタファン用コネクタファン用コネクタファン用コネクタファン用コネクタ ( ( ( ( (各各各各各  3 3 3 3 3ピンピンピンピンピン)))))
350mA (4.2 W)以下のファンに対応しています。 拡張カードではなく、
マザーボード上のヒートシンクに風があたるように、ファンの向きを調
節してください。ファンの種類により、取り付け方や配線は異なりま
す。通常、赤がプラス、黒がグラウンドです。 極性に注意してコネクタ
を接続してください。

注意：注意：注意：注意：注意：     <回転>信号は特定のファンにのみ使用されています。毎分の回
転数(RPM)は、 ASUS iPanelおよびASUS PC ProbeやIntel LDCMで直
接読み取ることが出来ます。

警告！警告！警告！警告！警告！マザーボードのヒートシンクに風があたるようにしないと、オー
バーヒートを起こします。ファンの極性を間違えるとファンやマザー
ボードにダメージを与えます。このコネクタはジャンパではありませこのコネクタはジャンパではありませこのコネクタはジャンパではありませこのコネクタはジャンパではありませこのコネクタはジャンパではありませ
ん。ジャンパキャップをはめないようにしてください。ん。ジャンパキャップをはめないようにしてください。ん。ジャンパキャップをはめないようにしてください。ん。ジャンパキャップをはめないようにしてください。ん。ジャンパキャップをはめないようにしてください。

CUSL2

®

CUSL2 12-Volt Cooling Fan Power

CPU_FAN

PWR_FAN

CHA_FAN

GND

Rotation
+12V
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3. ハードウェア セットアップ
13) 13)  13)  13)  13)  内蔵音源用コネクタ内蔵音源用コネクタ内蔵音源用コネクタ内蔵音源用コネクタ内蔵音源用コネクタ((((( 4 4 4 4 4ピンピンピンピンピン CD1, AUX, VIDEO, MODEM) CD1, AUX, VIDEO, MODEM) CD1, AUX, VIDEO, MODEM) CD1, AUX, VIDEO, MODEM) CD1, AUX, VIDEO, MODEM)

CD-ROM、TVチューナ、MPEGカードからのステレオ入力用のコネク
タです。MODEMコネクタは、オンボード音源をボイスモデムのように
機能させることができます。

CUSL2

®

CUSL2 Internal Audio Connectors

VIDEO (Green)

MODEM

CD1 (Black)

AUX (White)

Modem-Out
Ground
Modem-In

Right Audio Channel

Left Audio Channel

Ground

14) 14)  14)  14)  14)  ヘッドホン用ヘッドホン用ヘッドホン用ヘッドホン用ヘッドホン用True-LevelTrue-LevelTrue-LevelTrue-LevelTrue-Levelラインアウトラインアウトラインアウトラインアウトラインアウト ( ( ( ( ( 3 3 3 3 3ピンピンピンピンピン EARPHONE EARPHONE EARPHONE EARPHONE EARPHONE)))))
背面のヘッドホンジャックとは別に、このコネクタにケースマウント型
のヘッドホンをつなぐことができます。

CUSL2

®

1

EARPHONE

CUSL2 True-Level Line Out Header

Earphone Left
GND

Earphone Right

15) 15)  15)  15)  15)  内蔵マイクロホン用コネクタ内蔵マイクロホン用コネクタ内蔵マイクロホン用コネクタ内蔵マイクロホン用コネクタ内蔵マイクロホン用コネクタ((((( 3 3 3 3 3ピンピンピンピンピン MIC2 MIC2 MIC2 MIC2 MIC2)))))
背面のマイクロホンジャックとは別に、このコネクタにケースマウント
型のマイクロホンをつなぐことができます。

CUSL2

®

CUSL2 Internal Microphone Connector

MIC2

MIC Power
1

3

MIC Input
Ground
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16) ASUS iPanel16) ASUS iPanel16) ASUS iPanel16) ASUS iPanel16) ASUS iPanel用コネクタ用コネクタ用コネクタ用コネクタ用コネクタ((((( 12 12 12 12 12-----11111ピンピンピンピンピン AFPANEL AFPANEL AFPANEL AFPANEL AFPANEL)))))
ASUS iPanel（オプション）接続用のコネクタです。ドライブベイに取
り付けて、I/Oコネクタ、監視LED、HDDのスペース確保に利用できま
す。ASUS iPanelを使わない場合は、SIRコネクタにオプションの赤外
線モジュール、CIRとSIRコネクタに市販の赤外線コネクタを接続でき
ます。双方とも、外部の赤外線機器と通信することができます。

CUSL2 Front Panel Connectors

CUSL2

®
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Standard Infrared (SIR)
Front View Back View
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R
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17) ASUS iPanel17) ASUS iPanel17) ASUS iPanel17) ASUS iPanel17) ASUS iPanelオーディオコネクタオーディオコネクタオーディオコネクタオーディオコネクタオーディオコネクタ ( ( ( ( ( 12 12 12 12 12-----11111ピンピンピンピンピン AAPANEL AAPANEL AAPANEL AAPANEL AAPANEL)))))
ASUS iPanel（オプション）のオーディオケーブルをつなぎます。フロ
ントパネルでオーディオ操作ができます。

CUSL2

®

CUSL2 Audio Panel Connectors
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3. ハードウェア セットアップ
18) 18)  18)  18)  18)  SMBSMBSMBSMBSMBコネクタコネクタコネクタコネクタコネクタ (  5-1 (  5-1 (  5-1 (  5-1 (  5-1ピンピンピンピンピン SMB) SMB) SMB) SMB) SMB)

SMBus (System Management Bus) デバイス接続用コネクタです。
SMBus デバイスは、 SMBusホストとSMBus機器間の通信を行います。
I2Cバスとして定義され、これはマルチデバイスバスで、１つのバスに複
数の機器を接続でき、それぞれが同時にマスタとしてデータ転送できま
す。

CUSL2

®

CUSL2 SMBus Connector

1
SMB

SMBCLK

Ground SMBDATA

+5V

19) 19)  19)  19)  19)  ケース開放警報用コネクタケース開放警報用コネクタケース開放警報用コネクタケース開放警報用コネクタケース開放警報用コネクタ (  2 (  2 (  2 (  2 (  2ピンピンピンピンピン ACHA) ACHA) ACHA) ACHA) ACHA)
ケースが開放されたことを検出するためのコネクタです。ケースのカ
バーや他の取り外し可能な機器に市販のトグルスイッチを取り付けて使
います。２本の配線が必要です。内部のパーツが取り外されるとスイッ
チが開放されマザーボードにそのことが通報されます。さらにLDCM等
のソフトウェアに知らされます。この機能を用いない場合は、ジャンパ
をはめて、回路をショートさせておいてください。

CUSL2

®

CUSL2 Chassis Open Alarm Lead

ACHA
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3. ハードウェア セットアップ
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20) Wake-On-LAN20) Wake-On-LAN20) Wake-On-LAN20) Wake-On-LAN20) Wake-On-LAN用コネクタ用コネクタ用コネクタ用コネクタ用コネクタ ( ( ( ( ( 3 3 3 3 3ピンピンピンピンピン     WOL_CONWOL_CONWOL_CONWOL_CONWOL_CON)))))
ASUS PCI-L101等のWake-On-LAN対応LANカードをつなぎます。
(「7 .  7 .  7 .  7 .  7 .  付録付録付録付録付録」参照) LANカードを通して起動パケットや信号を受信する
と、システムを起動させます。

重要！重要！重要！重要！重要！この機能を用いるには、Wake On LAN Wake On LAN Wake On LAN Wake On LAN Wake On LAN や PCI PCI PCI PCI PCIモデムモデムモデムモデムモデムを有効
にする必要があります。 (「4.5.1 Power Up Control4.5.1 Power Up Control4.5.1 Power Up Control4.5.1 Power Up Control4.5.1 Power Up Control」参照)。さら
にATX電源の+5VSBに720mA以上の容量が必要です。

CUSL2

®

CUSL2 Wake-On-LAN Connector

IMPORTANT:  Requires an ATX power
supply with at least 720mA +5 volt
standby power

+5 Volt Standby PME

Ground

WOL_CON

21) Wake-On-Ring21) Wake-On-Ring21) Wake-On-Ring21) Wake-On-Ring21) Wake-On-Ring用コネクタ用コネクタ用コネクタ用コネクタ用コネクタ((((( 2 2 2 2 2ピンピンピンピンピン     WOR_CONWOR_CONWOR_CONWOR_CONWOR_CON)))))
Wake-On-Ring機能付の内蔵モデムを接続します。内蔵モデムを通し、
RingUpパケットや信号を受信すると、システムを起動します。

注意：注意：注意：注意：注意：外付けモデムを用いる場合、Wake-On-Ring信号は、COMポー
トを通して受信できます。

重要：重要：重要：重要：重要： この機能を用いるには、Wake On LANWake On LANWake On LANWake On LANWake On LAN や PCIPCIPCIPCIPCIモデムモデムモデムモデムモデムを有効
にする必要があります。(「4.5.1 Power Up Control4.5.1 Power Up Control4.5.1 Power Up Control4.5.1 Power Up Control4.5.1 Power Up Control」参照)。 さら
にATX電源の+5VSBに720mA以上の容量が必要です。

CUSL2

®

CUSL2 Wake-On-Ring Connector

WOR_CON

Ring# Ground

2 1
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3. ハードウェア セットアップ
22) LCD-TV22) LCD-TV22) LCD-TV22) LCD-TV22) LCD-TV用端子用端子用端子用端子用端子((((( 18 18 18 18 18ピンピンピンピンピン,  18,  18,  18,  18,  18-----11111ピンピンピンピンピン     LCDTVLCDTVLCDTVLCDTVLCDTV)))))

LCD(液晶パネル)出力には、オプションのLCDモジュールが、TV出力に
は、オプションのTV-outモジュール が必要です。

CUSL2

®

CUSL2 LCD-TV Headers

1

LCDTV

23)  23)  23)  23)  23)  USBUSBUSBUSBUSB用端子用端子用端子用端子用端子( 5( 5( 5( 5( 5ピンピンピンピンピン USB2, 10-1 USB2, 10-1 USB2, 10-1 USB2, 10-1 USB2, 10-1ピンピンピンピンピン USB47, 10-1 USB47, 10-1 USB47, 10-1 USB47, 10-1 USB47, 10-1ピンピンピンピンピン USB56) USB56) USB56) USB56) USB56)
背面のUSBコネクタで足りない場合には、この端子により、トータル 5
ポートのUSBポートを使用できます。オンボードの5ピンコネクタに5芯
のケーブルをつなぎ、さらに10ピンコネクタに10芯のケーブルをつなぐ
ことにより、背面スロットに３ポートのUSBポートを増設することがで
きます。

CUSL2 USB Headers

CUSL2

®

USB47

15

610 1: USB Power
2: USBP4–
3: USBP4+
4: GND
5: NC

6: USB Power
7: USBP7–
8: USBP7+
9: GND

USB56

15

610
1: USB Power
2: USBP5–
3: USBP5+
4: GND
5: NC

6: USB Power
7: USBP6–
8: USBP6+
9: GND

USB2

1
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24) ATX 24) ATX 24) ATX 24) ATX 24) ATX 電源コネクタ電源コネクタ電源コネクタ電源コネクタ電源コネクタ (  20 (  20 (  20 (  20 (  20ピンピンピンピンピン     ブロックブロックブロックブロックブロック ATXPWR) ATXPWR) ATXPWR) ATXPWR) ATXPWR)
ATX電源を接続するコネクタです。各穴の形状がそれぞれ異なってます
ので、一方向にしか挿さらないようになっています。 正しい方向を確認
して、しっかりと差し込みます。

重要：重要：重要：重要：重要：電源容量を確認してください。最低200W、全機能を使用するなら
235Wを必要とし、+5Vに20A、+5VSBに最低10mA（推奨750mA）必要
です。 容量が不足するとシステムが不安定になったり、起動しなくなり
ます。Wake-On-LAN機能を使う場合、+5VSBに最低750mA必要です。

CUSL2

®

CUSL2 ATX Power Connector

+3.3 Volts
-12.0 Volts

Ground
Power Supply On

Ground
Ground

Ground
-5.0 Volts
+5.0 Volts
+5.0 Volts

Power Good

+12.0 Volts

+3.3 Volts
+3.3 Volts
Ground

+5.0 Volts
Ground
+5.0 Volts

Ground

+5V Standby

25) 25)  25)  25)  25)  電源用温度センサーコネクタ電源用温度センサーコネクタ電源用温度センサーコネクタ電源用温度センサーコネクタ電源用温度センサーコネクタ(  2(  2(  2(  2(  2ピンピンピンピンピン JTPWR) JTPWR) JTPWR) JTPWR) JTPWR)
温度監視付きの電源をお持ちなら、その温度センサーのケーブルをここ
に接続します。

CUSL2 Thermal Sensor Connector

CUSL2

®

JTPWR

Power Supply
Thermal Sensor
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3. ハードウェア セットアップ

CUSL2

®

CUSL2 System Panel Connectors
* Requires an ATX power supply.
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Power LED
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Keyboard Lock

ATX Power
Switch*

26-32項参照図

26) 26)  26)  26)  26)  電源電源電源電源電源LEDLEDLEDLEDLED用端子用端子用端子用端子用端子(  3-1( 3-1( 3-1( 3-1( 3-1ピンピンピンピンピン PWRLED) PWRLED) PWRLED) PWRLED) PWRLED)
ケース等の電源LEDを接続する端子です。システムの電源入で点灯し、
スリープ状態の時には、点滅します。

27) 27)  27)  27)  27)  キーボードロックスイッチ用端子キーボードロックスイッチ用端子キーボードロックスイッチ用端子キーボードロックスイッチ用端子キーボードロックスイッチ用端子 (  2 (  2 (  2 (  2 (  2ピンピンピンピンピン KEYLOCK) KEYLOCK) KEYLOCK) KEYLOCK) KEYLOCK)
ケースにキースイッチがついている場合は、ここに接続します。このス
イッチにより、キーボードをロック(入力不可)します。

28) 28)  28)  28)  28)  システム警報スピーカ端子システム警報スピーカ端子システム警報スピーカ端子システム警報スピーカ端子システム警報スピーカ端子 (  4 (  4 (  4 (  4 (  4ピンピンピンピンピン SPEAKER) SPEAKER) SPEAKER) SPEAKER) SPEAKER)
ケース付属のスピーカに接続します。ビープ音や警報音用のスピーカで
す。SPEAKER端子のみ内蔵音源が正しく初期化された時にビープ音を
聞くことができます。

29) 29)  29)  29)  29)  システムメッセージ用端子システムメッセージ用端子システムメッセージ用端子システムメッセージ用端子システムメッセージ用端子 (  2 (  2 (  2 (  2 (  2ピンピンピンピンピン MSG.LED) MSG.LED) MSG.LED) MSG.LED) MSG.LED)
ファックスやモデムからのメッセージ表示用端子です。LEDは、通常点
灯しており、メッセージがあると点滅します。この機能を用いるには、
ACPI対応OSとそのドライバが必要です。

30) 30)  30)  30)  30)  システム管理割り込み用端子システム管理割り込み用端子システム管理割り込み用端子システム管理割り込み用端子システム管理割り込み用端子 (  2 (  2 (  2 (  2 (  2ピンピンピンピンピン SMI) SMI) SMI) SMI) SMI)
システムを手動でサスペンドモードや「グリーン」モードにできる端子
です。コンピュータを使っていない時、節電やパーツの延命措置に有効
です。ケースのサスペンドスイッチの２端子のコネクタを接続します。

31) ATX31) ATX31) ATX31) ATX31) ATX電源スイッチ用端子電源スイッチ用端子電源スイッチ用端子電源スイッチ用端子電源スイッチ用端子 (  2 (  2 (  2 (  2 (  2ピンピンピンピンピン PWRSW) PWRSW) PWRSW) PWRSW) PWRSW)
ここにモーメンタリ型スイッチを接続してシステムの電源をオンオフで
きます。スイッチを一度押すとオンし、もう一度押すとソフト的にオフ
になります。電源オン時に４秒以上押すと、完全にオフにできます。電
源LEDによりオンオフ状態を確認できます。

32) 32)  32)  32)  32)  リセットスイッチ用端子リセットスイッチ用端子リセットスイッチ用端子リセットスイッチ用端子リセットスイッチ用端子 (  2 (  2 (  2 (  2 (  2ピンピンピンピンピン RESET) RESET) RESET) RESET) RESET)
ケースのリセットスイッチを接続します。システムを電源を切らずに再
起動します。これは、電源ユニットの寿命を延ばすのために適切な再起
動方法です。
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3.93 .93 .93 .93 .9最初の電源投入時に最初の電源投入時に最初の電源投入時に最初の電源投入時に最初の電源投入時に
1. すべての結線を確認し、ケースのカバーを閉じます。

2. すべてのスイッチがオフ（ 印で表現されている場合がありま
す）になっていることを確認して、AC電源電圧が適切かチェッ
クします。(電源には220V-240V/110V-120Vの切り替えスイッ
チがあります。)

3. AC電源コードを電源のマニュアルに従って、コンピュータに接
続します。

4. AC電源コードをサージプロテクタ付きのコンセントに接続しま
す。

5. 各機器の電源を入れる順番は、以下の通りです：
a. ディスプレイ
b. 外付けSCSIデバイス (コンピュータから遠い順番に)
c. コンピュータ本体。ATX電源の場合は、電源自身に電源スイッ
チがあるものがあります。ケース前面のスイッチを入れる前
に、これをオンします。

6. ケース前面の電源LEDが点灯します。ATX電源の場合は、ATX電
源スイッチを押した時点で点灯します。 ディスプレイの電源は、
「グリーン」モードやスタンバイモードに従って緑や橙に点灯/
点滅します。システムはパワーオンテスト(POST)に移行しま
す。テスト中にBIOSはビープ音を発したり、画面にメッセージ
を表示します。電源投入後、30秒たっても画面になにも表示され
ない時は、パワーオンテストに失敗しています。ジャンパやコネ
クタの接続を今一度チェックし、必要ならば販売店にご相談くだ
さい。

ビープ音（ビープ音（ビープ音（ビープ音（ビープ音（Award BIOSAward BIOSAward BIOSAward BIOSAward BIOS）））））

ビープ音ビープ音ビープ音ビープ音ビープ音 意味意味意味意味意味
短い音１回 正常（エラーなし）
（ロゴ表示中）
長い音の繰り返し メモリの異常
短い音３回＋ ビデオカード、またはそのメモリ
長い音１回 の異常
短い間隔の繰り返し CPUのオーバーヒート
（コンピュータ稼働中） （システム周波数を下げている）
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7. 起動中に<Delete>キーを押すと、BIOSセットアップモードにな
ります。「4. BIOS4. BIOS4. BIOS4. BIOS4. BIOSセットアップセットアップセットアップセットアップセットアップ」を参照してください。

***** コンピュータの電源の切り方。コンピュータの電源の切り方。コンピュータの電源の切り方。コンピュータの電源の切り方。コンピュータの電源の切り方。スイッチで電源を切る前にOS
をシャットダウンしてください。ATX電源の場合、OSを終了さ
せてから、スイッチで電源を切ることができます。Windows 9X
および Windows2000の場合、「スタートスタートスタートスタートスタート 」ボタンをクリックし
「「「「「WindowsWindowsWindowsWindowsWindowsの終了」の終了」の終了」の終了」の終了」をクリックし、そして「電源を切れる状「電源を切れる状「電源を切れる状「電源を切れる状「電源を切れる状
態にする」態にする」態にする」態にする」態にする」     を選択します。Windowsが終了すると同時にコン
ピュータの電源も自動で切れます。

注意注意注意注意注意::::: ATX電源使用時には「コンピュータの電源を切る準備がで
きました」というメッセージは表示されません。



4. BIOS セットアップ

4.14 .14 .14 .14 .1 BIOSBIOSBIOSBIOSBIOSの取り扱いとアップデートの取り扱いとアップデートの取り扱いとアップデートの取り扱いとアップデートの取り扱いとアップデート

4.1.1 最初にお使いになる時に
再インストールに備えて、AFLASH.EXE等のユーティリティを用い
て、オリジナルのBIOSをブート可能なフロッピーにバックアップす
ることを推奨します。AFLASH.EXEAFLASH.EXEAFLASH.EXEAFLASH.EXEAFLASH.EXEは、フラッシュメモリの書き
込みツールで、BIOSアップデート時に新しいBIOSを書き込むのに
も使います。これは、DOS専用のアプリケーションです。現在の
BIOSのバージョンを知るには、起動画面の左上に表示される４桁の
数字を見ます。数字が大きいほど、新しいバージョンです。

1. ブート可能なフロッピーを作成するため、DOSプロンプトで
FORMAT A:/SFORMAT A:/SFORMAT A:/SFORMAT A:/SFORMAT A:/S を実行します。AUTOEXEC.BAT と
CONFIG.SYS は、コピーしないコピーしないコピーしないコピーしないコピーしないでください。

2. 上記のフロッピーにAFLASH.EXEをコピーします。
例： COPY D:¥AFLASH¥AFLASH.EXE A:¥COPY D:¥AFLASH¥AFLASH.EXE A:¥COPY D:¥AFLASH¥AFLASH.EXE A:¥COPY D:¥AFLASH¥AFLASH.EXE A:¥COPY D:¥AFLASH¥AFLASH.EXE A:¥ (D は、CD-
ROMドライブのドライブレター) 。
注意：注意：注意：注意：注意：AFLASHは DOSモード専用です。WinodwsのDOSプロ
ンプトやハードディスクから起動したメモリマネージャを含む
DOSでは、動きません。フロッピーから起動させてお使いくだ
さい。

3. 上記のフロッピーでコンピュータを再起動します。
注意：注意：注意：注意：注意：「BIOS BIOS BIOS BIOS BIOS セットアップセットアップセットアップセットアップセットアップ」の「boot sequenceboot sequenceboot sequenceboot sequenceboot sequence」メ
ニューで「first item」にFloppyを設定しておいてください。

4. DOSのプロンプトに対しA:¥AFLASH <Enter>A:¥AFLASH <Enter>A:¥AFLASH <Enter>A:¥AFLASH <Enter>A:¥AFLASH <Enter>と入力します。

     重要！重要！重要！重要！重要！ Flash MemoryFlash MemoryFlash MemoryFlash MemoryFlash Memory項目に「unknown」と表示された場合、メモリ
チップが、ACPI BIOSに対応しておらず、フラッシュメモリ書き込み
ツールでの書き込みは不可能です。

ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアル 45

4
. 

B
IO

S
4

. 
B

IO
S

4
. 

B
IO

S
4

. 
B

IO
S

4
. 

B
IO

S

 B
IO

S
ア
ッ
プ
デ
ー
ト



ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアル46

4. BIOS セットアップ

4
. B

IO
S

4
. B

IO
S

4
. B

IO
S

4
. B

IO
S

4
. B

IO
S

B
IO

S
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

5. メインメニューで「1. Save Current BIOS to Fi le1. Save Current BIOS to Fi le1. Save Current BIOS to Fi le1. Save Current BIOS to Fi le1. Save Current BIOS to Fi le」を選択
し、<Enter>キーを押します。「Save Current BIOS ToSave Current BIOS ToSave Current BIOS ToSave Current BIOS ToSave Current BIOS To
Fi leF i leF i leF i leF i le」 画面に切り換わります。

6. パスとファイル名を入力します。例)A:¥XX-XX.XXXA:¥XX-XX.XXXA:¥XX-XX.XXXA:¥XX-XX.XXXA:¥XX-XX.XXX<Enter>

4.1.2 BIOSアップデート手順
警告！警告！警告！警告！警告！ BIOSアップデートは、マザーボードに問題があり新しいBIOSで
それが解決出来る場合に行ってください。不用意なアップデートは、問
題をさらに拡大させる可能性があります。

1. インターネットのWWW またはFTPサイトから、BIOSファイル
をダウンロードし、先に作成したフロッピーに保存します。 ( 詳
細は、「ASUSへの連絡」(P.3)参照)

2. そのフロッピーでコンピュータを起動します。
3. A:¥>プロンプトに対し、AFLASHAFLASHAFLASHAFLASHAFLASH<Enter>と入力します。
4. Main  MenuMain  MenuMain  MenuMain  MenuMain  Menuで 22222 <Enter>と入力します。Update BIOS In-Update BIOS In-Update BIOS In-Update BIOS In-Update BIOS In-

cluding Boot Block and ESCDcluding Boot Block and ESCDcluding Boot Block and ESCDcluding Boot Block and ESCDcluding Boot Block and ESCD 画面に切り替わります。
5. 新しいBIOSのパスとファイル名を入力します。例:A : ¥ X X X -A : ¥ X X X -A : ¥ X X X -A : ¥ X X X -A : ¥ X X X -

XX.XXXXX.XXXXX.XXXXX.XXXXX.XXX<Enter>
注：注：注：注：注： この操作を取り消すには、<Enter>を押します。
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6. 確認メッセージに対して、YYYYYを押すとアップデート開始です。

7. フラッシュROMに新しいBIOSの情報が書き込まれます。ブート
ブロックについては、必要に応じて自動で更新されます。これ
は、アップデート失敗による再起動不能のリスクを最小限に押さ
えます。「Flashed Successfully 」と表示されたら、プログラミ
ング終了です。

 B
IO
S
ア
ッ
プ
デ
ー
ト



ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアル48

4. BIOS セットアップ

4
. B

IO
S

4
. B

IO
S

4
. B

IO
S

4
. B

IO
S

4
. B

IO
S

B
IO

S
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

警告！警告！警告！警告！警告！ アップデート中に問題が発生しても、絶対絶対絶対絶対絶対電源を切ってはいけ
ません。再起動不可能になります。もう一度同じ手順を繰り返して、そ
れでも問題あるなら、保存してある元のBIOSファイルを用いてくださ
い。BIOSファイルが完全に書き込まれない状態で中断すると、コン
ピュータは起動できなくなります。もし、この状態になった場合は修理
が必要になります。

8. 画面の指示に従って続けます。
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4 .24 .24 .24 .24 .2  BIOS  BIOS  BIOS  BIOS  BIOS セットアップセットアップセットアップセットアップセットアップ     プログラムプログラムプログラムプログラムプログラム
本マザーボードは、書換え可能なEEPROMを用いており、「4.1 BIOS4.1 BIOS4.1 BIOS4.1 BIOS4.1 BIOSののののの
取り扱いとアップデート取り扱いとアップデート取り扱いとアップデート取り扱いとアップデート取り扱いとアップデート」で述べたツールでアップデート可能です。

このツールは、マザーボードの交換、システムの再構築、または「R u nR u nR u nR u nR u n
SetupSetupSetupSetupSetup」と表示された時に使います。この章では、このツールを用いたシ
ステム構築方法について述べます。

セットアッププログラムを使うように表示されない場合でも、将来コン
ピュータの設定を変える必要が出てくるかもしれません。例えば、セキュ
リティのためにパスワードを設定したり、省電力の設定を変えたりできま
す。システム設定を変更するには、BIOSセットアップを用いて、変更をコ
ンピュータに教え、EEPROMのCMOSメモリに書き込む必要があります。

マザーボードのEEPROM内にセットアッププログラムが内蔵されていま
す。 コンピュータのパワーオンテスト(POST)中に、<Delete>キーを押す
ことにより、このプログラムを呼び出すことができます。もし、少しでも
キーを押すのが遅れた場合は、自己診断が続行されセットアッププログラ
ムを呼び出すことができません。この場合は、 <Ctrl> + <Alt> + <Delete>
またはリセットボタンを押してシステムを再起動してください。または、
電源を一旦切って再起動してもいいですが、これは、先の２つの方法に失
敗した時にしてください。

セットアッププログラムは、できる限り使いやすいようにデザインされて
います。メニュー方式になっており、様々なサブメニューから目的の項目
を選択することができます。

BIOSBIOSBIOSBIOSBIOSセットアップを呼び出すには、コンピュータのパワーオセットアップを呼び出すには、コンピュータのパワーオセットアップを呼び出すには、コンピュータのパワーオセットアップを呼び出すには、コンピュータのパワーオセットアップを呼び出すには、コンピュータのパワーオ
ンテストンテストンテストンテストンテスト(POST)(POST)(POST)(POST)(POST)中に中に中に中に中に<Delete><Delete><Delete><Delete><Delete>キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。キーを押します。

注：注：注：注：注：     BIOSは、常に最新のものにアップデートされているため、次ペー
ジからの画面は参考であり、実際のものとは異なる場合があります。
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4.2.1 BIOSメニューバー
最初の画面には、以下のメニューがあります：

MAINMAINMAINMAINMAIN 基本的なシステム設定の変更

ADVANCEDADVANCEDADVANCEDADVANCEDADVANCED さらに詳細な項目の変更・設定

POWERPOWERPOWERPOWERPOWER 電源管理の設定と変更

BOOTBOOTBOOTBOOTBOOT 起動デバイスの設定

EXITEXITEXITEXITEXIT 現在のメニューを終了し、設定の保存方法等について変更

メニューを選択するには、左右の矢印キーを用いて、目的のメニューが強
調表示されるようにします。

4.2.2 Legend Bar
画面の下端には、古い方式のメニューがあります。キー操作によって直接
セットアップを操作する方式です。以下は、キーのリストとそれに相当す
るメニューの機能の一覧です。

キーキーキーキーキー 機能の説明機能の説明機能の説明機能の説明機能の説明
<F1><F1><F1><F1><F1>、、、、、<Alt  + H><Alt  + H><Alt  + H><Alt  + H><Alt  + H> ヘルプ画面の呼び出し

(どのメニュー画面からでも有効。)

<Esc><Esc><Esc><Esc><Esc> Exitメニューの呼び出し、または、親メニューに戻る。

←または→←または→←または→←または→←または→ ( ( ( ( (矢印キー矢印キー矢印キー矢印キー矢印キー))))) 左右のメニュー項目の選択

↑または↓↑または↓↑または↓↑または↓↑または↓(((((矢印キー矢印キー矢印キー矢印キー矢印キー))))) 上下のメニュー項目（カテゴリ）の選択

-  (-  (-  (-  (-  (マイナスマイナスマイナスマイナスマイナス))))) 選択中の項目を１つもどす

+  (+  (+  (+  (+  (プラスプラスプラスプラスプラス)))))、スペース、スペース、スペース、スペース、スペース 選択中の項目を１つすすめる

<Enter><Enter><Enter><Enter><Enter> 選択項目の選択枝を呼び出す

<Home><Home><Home><Home><Home>、、、、、<PgUp><PgUp><PgUp><PgUp><PgUp> 最初の項目へ

<End><End><End><End><End>、、、、、<PgDn><PgDn><PgDn><PgDn><PgDn> 最後の項目へ

<F5><F5><F5><F5><F5> 画面に表示されている項目をデフォルト値にもどす

<F10><F10><F10><F10><F10> 保存して終了

 メ
ニ
ュ
ー
形
式
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General HelpGeneral HelpGeneral HelpGeneral HelpGeneral Help（ヘルプ）（ヘルプ）（ヘルプ）（ヘルプ）（ヘルプ）

Item Specific Helpウィンドウに加え、 BIOSセットアッププログラムは、
General Help画面を持っています。この画面は、どのメニューからでも
<F1> または <Alt> + <H> キーで呼び出すことができます。General Help
画面には、キー操作による操作方法が記されています。

Saving Changes and Exiting the Setup ProgramSaving Changes and Exiting the Setup ProgramSaving Changes and Exiting the Setup ProgramSaving Changes and Exiting the Setup ProgramSaving Changes and Exiting the Setup Program
設定の変更と終了方法の詳細については「4.7 Exit  Menu4.7 Exit  Menu4.7 Exit  Menu4.7 Exit  Menu4.7 Exit  Menu 」を見てくだ
さい。

スクロールバースクロールバースクロールバースクロールバースクロールバー
ヘルプ画面の右にスクロールバーが現れた時は、そこには画面に表示しき
れない情報があることを示しています。<PgUp> および <PgDn> または、
上下の矢印キーを用いると画面をスクロールさせてすべての情報が見れま
す。<Home>キーで最初のページ、<End>キーで最後のページ、<Enter>
または<Esc>キーで終了です。

サブメニューサブメニューサブメニューサブメニューサブメニュー
特定の項目に右矢印（左図参照）が表示されることがあ
ります。これは、この項目にサブメニューがある印で
す。サブメニューにその項目の追加項目があります。サ
ブメニューを呼び出すには、その項目を強調表示させ
<Enter>キーを押します。ただちにサブメニューが表示
されます。サブメニュー内の操作方法は、メインメ
ニューのものと同じです。<Esc> キーでメインメニュー
に戻ります。

どのキーが何の機能を持つのか、いろいろなメニューやサブメニューにつ
いて、少し練習してみて慣れてください。もし、項目に間違った変更を加
えてしまった時は、<F5>キーを押すと、デフォルト値に戻ります。セット
アッププログラムでは、各項目が強調表示されている時、右側のウィンド
ウにヘルプ画面（Item Specific Help）が表示されます。これは、その強調
表示されている項目についての説明です。

注：注：注：注：注：     これ以下の項目にある角括弧内は、デフォルト値を表しています。
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System Time [XX:XX:XX]System Time [XX:XX:XX]System Time [XX:XX:XX]System Time [XX:XX:XX]System Time [XX:XX:XX]
現在時刻をセットします。時、分、秒の順になってます。設定でき
る値の範囲は、時時時時時が、00から23、分分分分分が、00から59、秒秒秒秒秒が00から59
です。<Tab>キーまたは<Shift> + <Tab>キーで、時・分・秒の項
目間を移動できます。

System Date [XX/XX/XXXX]System Date [XX/XX/XXXX]System Date [XX/XX/XXXX]System Date [XX/XX/XXXX]System Date [XX/XX/XXXX]
現在の日付をセットします。月、日、年の順で、設定できる値の範
囲は、月月月月月が、 1から12、日日日日日が、 1から31、年年年年年が、西暦の下２桁で
す。<Tab>キーまたは<Shift> + <Tab>キーで月日年項目間を移動
できます。

Legacy Diskette A [1.44M, 3.5 in.], Legacy Diskette B [None]Legacy Diskette A [1.44M, 3.5 in.], Legacy Diskette B [None]Legacy Diskette A [1.44M, 3.5 in.], Legacy Diskette B [None]Legacy Diskette A [1.44M, 3.5 in.], Legacy Diskette B [None]Legacy Diskette A [1.44M, 3.5 in.], Legacy Diskette B [None]
フロッピーディスクドライブの種類を設定します。設定できる値
は：[None] [360K, 5.25 in.] [1.2M , 5.25 in.] [720K , 3.5 in.] [1.44M,
3.5 in.] [2.88M, 3.5 in.]です。

Floppy 3 Mode Support [Disabled]Floppy 3 Mode Support [Disabled]Floppy 3 Mode Support [Disabled]Floppy 3 Mode Support [Disabled]Floppy 3 Mode Support [Disabled]
NEC98シリーズの1.2MBフロッピーを読み書きする場合に設定しま
す。設定出来る値は：[Disabled] [Drive A] [Drive B] [Both]です。

4.34 .34 .34 .34 .3  Main  Main  Main  Main  Main メニューメニューメニューメニューメニュー
セットアッププログラムを起動すると以下の画面になります：

M
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ユ
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注：注：注：注：注：ハードディスクドライブ(HDD)の設定を行う前に、そのドラ
イブ付属の説明書を読んで設定方法を確認してください。ドライ
ブ自身の設定が間違っているとBIOSで認識されません。本BIOS
は、[Auto]を選択することにより、HDDを自動認識する機能を
持っています。

Type [Auto]Type [Auto]Type [Auto]Type [Auto]Type [Auto]
[Auto] を選択することにより、IDE HDDを自動認識します。自動認
識に成功すると、サブメニューに正しい値が表示されます。もし失
敗する場合は、そのHDDが古い形式のものか、または最新のもので
ある可能性があります。BIOSをアップデートするか、手動でパラ
メータを入力してみてください。

注：注：注：注：注： BIOSでIDE HDDを認識させたあと、そのディスクを読み書き
するためには、FDISK等を用いてパーティションを設定し、さらに
フォーマットする必要があります。また、ブートパーティション
は、FDISKでactiveに設定する必要があります。

TypeTypeTypeTypeType項目の他のオプション:

[None] - IDE[None] - IDE[None] - IDE[None] - IDE[None] - IDEデバイスを無効にするデバイスを無効にするデバイスを無効にするデバイスを無効にするデバイスを無効にする

4.3.1 Primary & Secondary Master/Slave
  (IDEハードディスク)
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重要：重要：重要：重要：重要： 別のマシンで使っていたフォーマット済みのハードディスクの場
合は、間違ったパラメータで認識される可能性があります。手動でパラ
メータを入力するか、データが失われていいのなら、ローレベルフォー
マットする必要があります。
もし以前使ってたものとパラメータが違った場合は、そのディスクを読む
ことはできません。[User Type HDD]で、その以前用いていたパラメータ
に設定してください。
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S
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[User Type HDD]

シリンダ、ヘッド、セクタの値を手動で入力します。ドライブ自身
に書かれている値を参照してください。もし、ドライブをインス
トールしない場合や、取り外した場合は、[[[[[None]]]]]を選択してくださ
い。

Translation Method [LBA]Translation Method [LBA]Translation Method [LBA]Translation Method [LBA]Translation Method [LBA]
ハードディスクの種類を設定します。LBAモードの場合、シリン
ダ・ヘッド・セクタの値に関らず、28ビットアドレッシングが採用
されます。504MB以上のドライブには、LBAモードが必要です。設
定できる値は：[LBA] [LARGE] [Normal] [Match Partition Table]
[Manual]です。

CylindersCylindersCylindersCylindersCylinders
シリンダ値を設定します。ドライブを参照して正しい値を入力して
ください。注：注：注：注：注：この項目を変更するには、Type Type Type Type Type 項目が  [User Type
HDD]     に、Translation MethodTranslation MethodTranslation MethodTranslation MethodTranslation Method 項目が [Manual]に設定されてい
る必要があります。
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HeadHeadHeadHeadHead
ヘッド値を設定します。ドライブを参照して正しい値を入力してく
ださい。注：注：注：注：注：この項目を変更するには、Type Type Type Type Type 項目が [User Type
HDD]     に、Translation MethodTranslation MethodTranslation MethodTranslation MethodTranslation Method 項目が [Manual]に設定されてい
る必要があります。

SectorSectorSectorSectorSector
セクタ値を設定します。ドライブを参照して正しい値を入力してく
ださい。注：注：注：注：注：この項目を変更するには、Type Type Type Type Type 項目が [User Type
HDD]     に、Translation MethodTranslation MethodTranslation MethodTranslation MethodTranslation Method 項目が [Manual]に設定されてい
る必要があります。

CHS CapacityCHS CapacityCHS CapacityCHS CapacityCHS Capacity
この項目は、設定したドライブ情報をもとに、BIOSが自動で計算し
た、最大CHS数が表示されます。

Maximum LBA CapacityMaximum LBA CapacityMaximum LBA CapacityMaximum LBA CapacityMaximum LBA Capacity
この項目は、設定したドライブ情報をもとに、BIOSが自動で計算し
た、最大LBA数が表示されます。

Multi-Sector Transfers [Maximum]Multi-Sector Transfers [Maximum]Multi-Sector Transfers [Maximum]Multi-Sector Transfers [Maximum]Multi-Sector Transfers [Maximum]
この項目は、ドライブがサポートする最大のブロックあたりのセク
タ数が自動でセットされます。が、手動で設定することもできま
す。自動で設定された値がドライブが最も性能を発揮する値とは限
らないことに注意してください。ハードディスク付属の資料を参考
にして最適な値を設定してください。注：注：注：注：注： この項目を変更するに
は、TypeTypeTypeTypeType が、[User Type HDD]に設定されている必要があります。
設定できる値は： [Disabled] [2 Sectors] [4 Sectors] [8 Sectors] [16
Sectors] [32 Sectors] [Maximum]です。

SMART Monitoring [Disabled]SMART Monitoring [Disabled]SMART Monitoring [Disabled]SMART Monitoring [Disabled]SMART Monitoring [Disabled]
S.M.A.R.T. の有効無効を設定します。これは、Self-Monitoring,
Analysis and Reporting Technologyの略で、内蔵HDD診断プログラ
ムです。リソース節約のため、通常は無効になっています。設定で
きる値は：[Disabled] [Enabled]です。

PIO Mode [4]PIO Mode [4]PIO Mode [4]PIO Mode [4]PIO Mode [4]
PIOモードのIDEデバイスの設定を行います。 値が大きいほど高速
です。設定できる値は：[0] [1] [2] [3] [4]です。

Ultra DMA Mode [Disabled]Ultra DMA Mode [Disabled]Ultra DMA Mode [Disabled]Ultra DMA Mode [Disabled]Ultra DMA Mode [Disabled]
U l t r a  D M Aは、I D E完全互換のデータ転送高速化技術です。
[Disabled] に設定するとUltra DMA機能を無効にします。 注：注：注：注：注： こ
の項目を変更するには、Type Type Type Type Type 項目が、 [User Type HDD]     に設定
されている必要があります。設定できる値は：[0] [1] [2] [3] [4]
[Disabled]です。
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”””””TypeTypeTypeTypeType”の他の値は：”の他の値は：”の他の値は：”の他の値は：”の他の値は：

[CD-ROM][CD-ROM][CD-ROM][CD-ROM][CD-ROM] - IDE CD-ROMドライブ
[LS-120] [LS-120] [LS-120] [LS-120] [LS-120] - LS-120（スーパーディスク）互換ドライブ
[ZIP-100] [ZIP-100] [ZIP-100] [ZIP-100] [ZIP-100] - ZIP-100互換ドライブ
[MO] [MO] [MO] [MO] [MO] - IDE光磁気ドライブ（ＭＯ）
[Other ATAPI Device][Other ATAPI Device][Other ATAPI Device][Other ATAPI Device][Other ATAPI Device] - 他のIDEドライブ

このサブメニューで設定を行ったら、<Esc>キーでメインメニュー
にもどります。メインメニューにもどったら、ハードディスクの項
目が設定した値に変わっていることを確認してください。
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Boot Up NumLock Status [On]Boot Up NumLock Status [On]Boot Up NumLock Status [On]Boot Up NumLock Status [On]Boot Up NumLock Status [On]
起動時のNumLockの状態を設定します。設定できる値は：[Off]
[On]です。

Keyboard Auto-Repeat Rate [12/Sec]Keyboard Auto-Repeat Rate [12/Sec]Keyboard Auto-Repeat Rate [12/Sec]Keyboard Auto-Repeat Rate [12/Sec]Keyboard Auto-Repeat Rate [12/Sec]
キーを押し続けた時、文字が連続で入力されるスピードを設定しま
す。設定できる値は： [6/Sec] [8/Sec] [10/Sec] [12/Sec] [15/Sec]
[20/Sec] [24/Sec] [30/Sec]です。

Keyboard Auto-Repeat Delay [1/4 Sec]Keyboard Auto-Repeat Delay [1/4 Sec]Keyboard Auto-Repeat Delay [1/4 Sec]Keyboard Auto-Repeat Delay [1/4 Sec]Keyboard Auto-Repeat Delay [1/4 Sec]
上記のオートリピートが開始されるまでの時間です。設定できる値
は： [1/4 Sec] [1/2 Sec] [3/4 Sec] [1 Sec]です。

4.3.2 Keyboard Features（キーボード）
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Halt On [Al l  Errors]Halt On [Al l  Errors]Halt On [Al l  Errors]Halt On [Al l  Errors]Halt On [Al l  Errors]
どのような種類のエラーでシステムを停止させるか決めます。 設定
できる値は： [All Errors] [No Error] [All but Keyboard] [All but Disk]
[All but Disk/Keyboard]です。

Instal led Memory [XXX MB]Instal led Memory [XXX MB]Instal led Memory [XXX MB]Instal led Memory [XXX MB]Instal led Memory [XXX MB]
メインメモリ容量を表示します。値を変更する必要はありません。

Language [Engl ish]Language [Engl ish]Language [Engl ish]Language [Engl ish]Language [Engl ish]
BIOSメッセージの言語を選択しますが、Englishしかありません。

S u p e r v i s o r  P a s s w o r d  [ D i s a b l e d ]  /  U s e r  P a s s w o r dS u p e r v i s o r  P a s s w o r d  [ D i s a b l e d ]  /  U s e r  P a s s w o r dS u p e r v i s o r  P a s s w o r d  [ D i s a b l e d ]  /  U s e r  P a s s w o r dS u p e r v i s o r  P a s s w o r d  [ D i s a b l e d ]  /  U s e r  P a s s w o r dS u p e r v i s o r  P a s s w o r d  [ D i s a b l e d ]  /  U s e r  P a s s w o r d
[Disabled][Disabled][Disabled][Disabled][Disabled]
パスワードの設定です。該当する項目を強調表示させ、<Enter>を押しま
す。パスワードを入力して<Enter>を押します。８文字の英字が有効です。
記号や他の文字は無視されます。確認のためもう一度入力して<Enter>を押
します。これで、パスワードが[Enabled]に設定されます。このパスワード
でBIOSのすべてが設定できます。パスワードをクリアするには、 該当する
項目を強調表示させ、<Enter>を押します。上記の入力欄が表示されますの
で、<Enter>を押します。これで、パスワードが[Disabled]に設定されま
す。
パスワードに関する注意パスワードに関する注意パスワードに関する注意パスワードに関する注意パスワードに関する注意
BIOSセットアップのメインメニューでパスワード入力が求められます。パ
スワードを入力するとセットアップメニューが有効になります。大文字小文
字の区別は、ありません。Supervisor password（管理者用）と User pass-
word（ユーザー用）の２種類があります。パスワードを設定しないと、誰
もがBIOSセットアップを行うことができます。有効にすると、BIOSセット
アップを行い設定を変更するのに、パスワードが必要になります。
パスワードを忘れたら？パスワードを忘れたら？パスワードを忘れたら？パスワードを忘れたら？パスワードを忘れたら？
パスワードを忘れたら、CMOSクリアを行ってください。CMOSメ
モリには、バッテリバックアップされたパスワードが記録されてい
ます。CMOSをクリアするには： (1) コンセントから電源プラグを
抜く(2) 下図の場所をショートさせる (3) 電源を入れる (4) <Delete>
キーを押しながら起動させ、BIOSを再設定する。

CUSL2 Clear RTC RAM

Short solder points
to Clear CMOS

CUSL2

®
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4 .44 .44 .44 .44 .4  Advanced Advanced Advanced Advanced Advanced（詳細）メニュー（詳細）メニュー（詳細）メニュー（詳細）メニュー（詳細）メニュー
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CPU Internal FrequencyCPU Internal FrequencyCPU Internal FrequencyCPU Internal FrequencyCPU Internal Frequency
JumperFreeモードでは、CPUの内部クロックを設定するだけで
す。以下の２項目について設定したい場合は、[Manual]にします。
CPUの規定クロックより高い値にするとシステムがハングアップし
たりクラッシュする可能性があります。システムハングアップシステムハングアップシステムハングアップシステムハングアップシステムハングアップ
(P.60)参照。

CPU Frequency MultipleCPU Frequency MultipleCPU Frequency MultipleCPU Frequency MultipleCPU Frequency Multiple     (((((CPU Internal FrequencyCPU Internal FrequencyCPU Internal FrequencyCPU Internal FrequencyCPU Internal Frequencyががががが  [ [ [ [ [ManualManualManualManualManual]]]]]の場合の場合の場合の場合の場合)))))

CPUクロックの倍率を設定します。JumperFreeモードで CPU In-CPU In-CPU In-CPU In-CPU In-
terna l  F requencyterna l  F requencyterna l  F requencyterna l  F requencyterna l  F requencyが[Manual]の場合、FSB/SDRAM Freq .FSB/SDRAM Freq .FSB/SDRAM Freq .FSB/SDRAM Freq .FSB/SDRAM Freq .
(MHz) (MHz) (MHz) (MHz) (MHz) とともにCPUに適した値を設定しないといけません。設定
できる値は、CPUによって変わります。

FSB:SDRAM:PCI Freq. RatioFSB:SDRAM:PCI Freq. RatioFSB:SDRAM:PCI Freq. RatioFSB:SDRAM:PCI Freq. RatioFSB:SDRAM:PCI Freq. Ratio(((((CPU Internal FrequencyCPU Internal FrequencyCPU Internal FrequencyCPU Internal FrequencyCPU Internal Frequencyががががが [ [ [ [ [ManualManualManualManualManual]]]]]の場合の場合の場合の場合の場合)))))

外部バス（FSB）、SDRAMメモリ、PCIバスのクロックを設定しま
す。 メモリのクロックは、FSB同期にも非同期にも設定できます。
設定できる値は：[66:100:33] [100:100:33] [133:133:33] [133:100:
33]です。

FSB/SDRAM/PCI Freq. (MHz)FSB/SDRAM/PCI Freq. (MHz)FSB/SDRAM/PCI Freq. (MHz)FSB/SDRAM/PCI Freq. (MHz)FSB/SDRAM/PCI Freq. (MHz)
(((((CPU Internal  FrequencyCPU Internal  FrequencyCPU Internal  FrequencyCPU Internal  FrequencyCPU Internal  Frequencyががががが  [ [ [ [ [ManualManualManualManualManual]]]]]の場合の場合の場合の場合の場合)))))

前述のFSB:SDRAM:PCI Freq. RatioFSB:SDRAM:PCI Freq. RatioFSB:SDRAM:PCI Freq. RatioFSB:SDRAM:PCI Freq. RatioFSB:SDRAM:PCI Freq. Ratioに従って、
FSB、SDRAM、PCIバスのクロックを32種類の中から
選択します。

 FSB:SDRAM:PCI Freq. Ratio FSB:SDRAM:PCI Freq. Ratio FSB:SDRAM:PCI Freq. Ratio FSB:SDRAM:PCI Freq. Ratio FSB:SDRAM:PCI Freq. Ratioががががが
[[[[[133:133:33]133:133:33]133:133:33]133:133:33]133:133:33]の時の時の時の時の時

有効な値有効な値有効な値有効な値有効な値
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CPU VcoreCPU VcoreCPU VcoreCPU VcoreCPU Vcore
JumperFreeモードでは、CPUのコア電圧を表示します。
手動で設定する場合は、CPUの資料をよく読んで決めてく
ださい。右図は、単に設定できる電圧範囲を示しているだ
けです。

CPU Level 1 Cache, CPU Level 2 Cache [Enabled]CPU Level 1 Cache, CPU Level 2 Cache [Enabled]CPU Level 1 Cache, CPU Level 2 Cache [Enabled]CPU Level 1 Cache, CPU Level 2 Cache [Enabled]CPU Level 1 Cache, CPU Level 2 Cache [Enabled]
CPU内蔵の１次および２次キャッシュを無効にすることができま
す。通常は [Enabled] ですが、[Disabled]にするとキャッシュが無効
になります。設定できる値は：[Disabled] [Enabled]です。

CPU Level 2 Cache ECC Check [Disabled]CPU Level 2 Cache ECC Check [Disabled]CPU Level 2 Cache ECC Check [Disabled]CPU Level 2 Cache ECC Check [Disabled]CPU Level 2 Cache ECC Check [Disabled]
CPU２次キャッシュのECCエラーチェック機能を設定します。設定
できる値は： [Disabled] [Enabled]です。

Processor Serial Number [Disabled]Processor Serial Number [Disabled]Processor Serial Number [Disabled]Processor Serial Number [Disabled]Processor Serial Number [Disabled]
PentiumⅢプロセッサでは、各CPUが固有の番号を持っています。
これは、インターネットでユーザーを特定する手助けになります。
オンラインのビジネスやeコマースサイトでのセキュリティを強化し
たい場合 [Enabled]にします。逆に[Disabled] にしておくとインター
ネットでの匿名性が保持されます。注意：注意：注意：注意：注意：PentiumⅢを用いている
場合のみ、有効です。

BIOS Update [Enabled]BIOS Update [Enabled]BIOS Update [Enabled]BIOS Update [Enabled]BIOS Update [Enabled]
これは、CPUへ要求するデータを供給するためBIOSに組込まれた更
新プログラムとして機能します。デフォルト値は、[Enabled]で、
BIOSは起動時にすべてのプロセッサ上へ更新値をロードします。設
定できる値は： [Disabled] [Enabled]です。

PS/2 Mouse Function Control [Auto]PS/2 Mouse Function Control [Auto]PS/2 Mouse Function Control [Auto]PS/2 Mouse Function Control [Auto]PS/2 Mouse Function Control [Auto]
デフォルトは[Auto]で、 起動時にPS/2マウスを検出します。 検出
されると、IRQ12が割り当てられます。PS/2マウスを使わない時の
みIRQ12を拡張カードのために使用できます。[Enabled]にすると
PS/2の検出如何に関らずIRQ12が使用されます。設定できる値は：
[Enabled] [Auto]です。

USB Legacy Support [Auto]USB Legacy Support [Auto]USB Legacy Support [Auto]USB Legacy Support [Auto]USB Legacy Support [Auto]
本マザーボードは、USB機器をサポートします。デフォルトの
[Auto]の場合、起動時にUSB機器を自動検出します。検出されると
USBコントローラのレガシーモードが有効になり、検出されないと
無効になります。[Disabled]に設定すると、USB機器の有無にかかわ
らずレガシーモードは無効になります。設定できる値は：
[Disabled] [Enabled] [Auto]です。

OS/2 Onboard Memory > 64M [Disabled]OS/2 Onboard Memory > 64M [Disabled]OS/2 Onboard Memory > 64M [Disabled]OS/2 Onboard Memory > 64M [Disabled]OS/2 Onboard Memory > 64M [Disabled]
OS/2で、 64MB以上のメモリを搭載している場合は、[Enabled]
に、それ以外は[Disabled]にします。設定できる値は： [Disabled]
[Enabled]です。
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JumperFreeJumperFreeJumperFreeJumperFreeJumperFreeモードについてモードについてモードについてモードについてモードについて
CPUCPUCPUCPUCPUのアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード/////交換交換交換交換交換
CPUを交換した場合は、常に外部クロック66MHz、CPUクロック
300MHz (4x66MHz)で起動されます。安全にBIOSセットアップに入
るためです。自動でAdvanced menuが呼び出され、CPUクロックを
設定する画面になります。

システムシステムシステムシステムシステム     ハングアップハングアップハングアップハングアップハングアップ
もし、不適切なクロック設定をして、システムが動かなくなってし
まった場合は、速やかに電源を切り再起動させてください。システ
ムは、外部クロック66MHzのセーフモードで起動し、BIOSセット
アップ画面が呼び出されます。



ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアル 61

4. BIOS セットアップ

4
. 

B
IO

S
4

. 
B

IO
S

4
. 

B
IO

S
4

. 
B

IO
S

4
. 

B
IO

S
C

h
ip

 C
on

fi
g

u
ra

ti
on

4.4.1 Chip Configuration（チップセット）

(スクロールさせるとさらに項目があります。)

SDRAM Capabi l itySDRAM Capabi l itySDRAM Capabi l itySDRAM Capabi l itySDRAM Capabi l ity
この項目は、実装されているPC100またはPC133のメモリ容量を表
示します。

SDRAM Operating ModeSDRAM Operating ModeSDRAM Operating ModeSDRAM Operating ModeSDRAM Operating Mode
AdvancedAdvancedAdvancedAdvancedAdvancedメニューのSDRAMクロック設定に従って、SDRAMの
モード (PC100またはPC133) が表示されます。

SDRAM Timing [By SPD]SDRAM Timing [By SPD]SDRAM Timing [By SPD]SDRAM Timing [By SPD]SDRAM Timing [By SPD]
実装されているメモリにより、4-7項についての最適なタイミング
が設定されます。デフォルトは[By SPD]で、SPD (Serial Presence
Detect)内の値により4-7項の値が決まります。メモリモジュール内
のEEPROMが、メモリの種類、サイズ、速度、電圧、バンク値など
の臨界値を覚えています。設定できる値は：[User Define] [By SPD]
です。

注意：注意：注意：注意：注意：以下の３つの項目は、 SDRAM Conf igurat ionSDRAM Conf igurat ionSDRAM Conf igurat ionSDRAM Conf igurat ionSDRAM Conf igurat ionが [User
Define]の場合のみ設定できます。

SDRAM CAS LatencySDRAM CAS LatencySDRAM CAS LatencySDRAM CAS LatencySDRAM CAS Latency
いわゆるCAS遅延(CL)。メモリにアドレスを与えてから、実際に
読み取りを行えるまでの時間。
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SDRAM RAS to CAS DelaySDRAM RAS to CAS DelaySDRAM RAS to CAS DelaySDRAM RAS to CAS DelaySDRAM RAS to CAS Delay
RAS-CAS遅延時間（t

RCD
)。行アドレスを与えてから列アドレス

を与えるまでのの時間。

SDRAM RAS Precharge TimeSDRAM RAS Precharge TimeSDRAM RAS Precharge TimeSDRAM RAS Precharge TimeSDRAM RAS Precharge Time
行プリチャージ時間（t

AC
)。行アドレスを与えてから、再び行ア

ドレスを入力できるようになるまでの時間。

SDRAM Cycle Time (Tras, Trc) [6T, 8T]SDRAM Cycle Time (Tras, Trc) [6T, 8T]SDRAM Cycle Time (Tras, Trc) [6T, 8T]SDRAM Cycle Time (Tras, Trc) [6T, 8T]SDRAM Cycle Time (Tras, Trc) [6T, 8T]
行サイクル時間。Trasは、アクティブコマンドからプリチャージコ
マンドまでの時間、Trcは、アクティブコマンド（行アドレスを与え
る信号）間隔の時間。設定できる値は：[5T, 7T] [6T, 8T]です。

SDRAM Page Closing Pol icy [One Bank]SDRAM Page Closing Pol icy [One Bank]SDRAM Page Closing Pol icy [One Bank]SDRAM Page Closing Pol icy [One Bank]SDRAM Page Closing Pol icy [One Bank]
メモリがデータ読出しを失敗した場合に、グラフィックスメモリコ
ントローラハブ(GMCH) が、そのメモリバンクに対して「そのバン
クのみプリチャージ（充電）」するか「すべてのバンクに対してプ
リチャージ」するかを決めます。設定できる値は：[One Bank] [All
Banks]です。

CPU Latency Timer [Enabled]CPU Latency Timer [Enabled]CPU Latency Timer [Enabled]CPU Latency Timer [Enabled]CPU Latency Timer [Enabled]
GMCHが、CPUの遅延サイクルに呼応するかどうかをきめます。設
定できる値は：[Disabled] [Enabled]です。

Command Per Cycle [Enabled]Command Per Cycle [Enabled]Command Per Cycle [Enabled]Command Per Cycle [Enabled]Command Per Cycle [Enabled]
オンボードのビデオ機能を用いる場合、SDRAMのサイクルの組合わ
せを適切に設定することで、グラフィックスの性能をあげることが
できます。設定できる値は：[Enabled] [Disabled]です。

Onboard VGA [Enabled]Onboard VGA [Enabled]Onboard VGA [Enabled]Onboard VGA [Enabled]Onboard VGA [Enabled]
オンボードのビデオ機能を使うなら [Enabled]に、AGPまたはPCI ビ
デオカードを用いるなら、[Disabled]にします。設定できる値は：
[Disabled] [Enabled]です。

注意：注意：注意：注意：注意：以下の６項目は、AIMMが有効で、O n b o a r d  V G AO n b o a r d  V G AO n b o a r d  V G AO n b o a r d  V G AO n b o a r d  V G Aが
[Enabled]に設定されている場合のみ有効です。

Display Cache [Enabled]Display Cache [Enabled]Display Cache [Enabled]Display Cache [Enabled]Display Cache [Enabled]
以下のDisplay CacheDisplay CacheDisplay CacheDisplay CacheDisplay Cache関連項目を設定する場合[Enabled] にし
ます。 設定できる値は：[Enabled] [Disabled]です、

Display Cache CAS Latency (DCCAS) [2T]Display Cache CAS Latency (DCCAS) [2T]Display Cache CAS Latency (DCCAS) [2T]Display Cache CAS Latency (DCCAS) [2T]Display Cache CAS Latency (DCCAS) [2T]
設定できる値は：[2T] [3T]です。
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Display Cache RAS to CAS Delay [Determined by DCCAS]Display Cache RAS to CAS Delay [Determined by DCCAS]Display Cache RAS to CAS Delay [Determined by DCCAS]Display Cache RAS to CAS Delay [Determined by DCCAS]Display Cache RAS to CAS Delay [Determined by DCCAS]
デフォルト値は[Determined by DCCAS]で、Disp lay CacheDisp lay CacheDisp lay CacheDisp lay CacheDisp lay Cache
CAS Latency (DCCAS)CAS Latency (DCCAS)CAS Latency (DCCAS)CAS Latency (DCCAS)CAS Latency (DCCAS)と同様の設定をします。設定できる
値は：[Determined by DCCAS] [2T]です。

Display Cache RAS Precharge Time [2T]Display Cache RAS Precharge Time [2T]Display Cache RAS Precharge Time [2T]Display Cache RAS Precharge Time [2T]Display Cache RAS Precharge Time [2T]
設定できる値は：[2T] [3T]です。

Display Cache Cycle Time (Tras, Trc) [5T, 8T]Display Cache Cycle Time (Tras, Trc) [5T, 8T]Display Cache Cycle Time (Tras, Trc) [5T, 8T]Display Cache Cycle Time (Tras, Trc) [5T, 8T]Display Cache Cycle Time (Tras, Trc) [5T, 8T]
設定できる値は：[5T, 8T] [7T, 10T]です。

Display Cache Paging Mode [Page Open Mode]Display Cache Paging Mode [Page Open Mode]Display Cache Paging Mode [Page Open Mode]Display Cache Paging Mode [Page Open Mode]Display Cache Paging Mode [Page Open Mode]
設定できる値は：[Page Open Mode] [Page Close Mode]です。

Graphics Window Size [64MB]Graphics Window Size [64MB]Graphics Window Size [64MB]Graphics Window Size [64MB]Graphics Window Size [64MB]
AGPがテキスチャマッピングのためにメインメモリを使用する容量
です。設定できる値は：[64MB] [32MB]です。

Memory Hole At 15M-16M [Disabled]Memory Hole At 15M-16M [Disabled]Memory Hole At 15M-16M [Disabled]Memory Hole At 15M-16M [Disabled]Memory Hole At 15M-16M [Disabled]
ISA機器が使用するメモリアドレスを予約します。設定できる値は：
[Disabled] [Enabled]です。

PCI 2.1 Support [Enabled]PCI 2.1 Support [Enabled]PCI 2.1 Support [Enabled]PCI 2.1 Support [Enabled]PCI 2.1 Support [Enabled]
PCI 2.1機能を設定します。設定できる値は：[Disabled] [Enabled]で
す。

High Priority PCI Mode [Enabled]High Priority PCI Mode [Enabled]High Priority PCI Mode [Enabled]High Priority PCI Mode [Enabled]High Priority PCI Mode [Enabled]
PCIスロット1を一番高い優先度に設定します。 IEEE-1394 PCI カー
ドを用いる場合は、デフォルトのままにしておきます。 設定できる
値は：[Disabled] [Enabled]です。

Onboard PCI IDE Enable [Both]Onboard PCI IDE Enable [Both]Onboard PCI IDE Enable [Both]Onboard PCI IDE Enable [Both]Onboard PCI IDE Enable [Both]
オンボードのIDEコントローラを設定します。プライマリ、セカンダ
リともに有効にするか、両方無効にするかどちらかです。 設定でき
る値は：[Both] [Disabled]です。

Alert On LAN [Disabled]Alert On LAN [Disabled]Alert On LAN [Disabled]Alert On LAN [Disabled]Alert On LAN [Disabled]
CNRカードでLANカードを用いる場合、Alert-On-LAN 機能の有効
無効を設定できます。 設定できる値は：[Disabled] [Enabled]です。
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Onboard AC97 Modem Control ler [Auto]Onboard AC97 Modem Control ler [Auto]Onboard AC97 Modem Control ler [Auto]Onboard AC97 Modem Control ler [Auto]Onboard AC97 Modem Control ler [Auto]
Onboard AC97 Audio Control ler [Auto]Onboard AC97 Audio Control ler [Auto]Onboard AC97 Audio Control ler [Auto]Onboard AC97 Audio Control ler [Auto]Onboard AC97 Audio Control ler [Auto]
[Auto]にするとモデムまたはサウンド機器を自動検出します。それ
らが検出されるとオンボードのモデム/サウンドコントローラが有効
になり、検出されないと無効になります。オンボードのコントロー
ラと衝突を起こす場合は、[Disabled]にします。設定できる値は：
[Disabled] [Auto]です。

Onboard FDC Swap A & B [No Swap]Onboard FDC Swap A & B [No Swap]Onboard FDC Swap A & B [No Swap]Onboard FDC Swap A & B [No Swap]Onboard FDC Swap A & B [No Swap]
フロッピードライブのドライブレターを入れ替えることができま
す。設定できる値は： [No Swap] [Swap AB]です。

Floppy Disk Access Control [R/W]Floppy Disk Access Control [R/W]Floppy Disk Access Control [R/W]Floppy Disk Access Control [R/W]Floppy Disk Access Control [R/W]
[Read Only]にするとフロッピーにライトプロテクトがかかり、書き
込み禁止となります。デフォルト値は[R/W]で読み書き可能です。
設定できる値は：[R/W] [Read Only]です。

Onboard Serial Port 1 [3F8H/IRQ4]Onboard Serial Port 1 [3F8H/IRQ4]Onboard Serial Port 1 [3F8H/IRQ4]Onboard Serial Port 1 [3F8H/IRQ4]Onboard Serial Port 1 [3F8H/IRQ4]
Onboard Serial Port 2 [2F8H/IRQ3]Onboard Serial Port 2 [2F8H/IRQ3]Onboard Serial Port 2 [2F8H/IRQ3]Onboard Serial Port 2 [2F8H/IRQ3]Onboard Serial Port 2 [2F8H/IRQ3]
オンボードのシリアルポートのアドレスを設定します。シリアル
ポートの１と２は、それぞれ別の値にしなければいけません。設定
できる値は：[3F8H/IRQ4] [2F8H/IRQ3] [3E8H/IRQ4] [2E8H/
IRQ10] [Disabled]です。

4.4.2 I/O Device Configuration（周辺機器）

 I/
O

 D
evice C

on
fig

(スクロールさせるとさらに項目があります。)
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UART2 Use Standard Infrared [Disabled]UART2 Use Standard Infrared [Disabled]UART2 Use Standard Infrared [Disabled]UART2 Use Standard Infrared [Disabled]UART2 Use Standard Infrared [Disabled]
[Enabled]にすると、標準赤外線機能が有効となり、セカンドシリア
ル UARTによりオンボードの赤外線コネクタが有効となります。オ
ンボードのCOM2コネクタを使っている場合は、[Enabled]にしても
赤外線機能は動作しません。設定できる値は：[Disabled] [Enabled]
です。

Onboard Parallel Port [378H/IRQ7]Onboard Parallel Port [378H/IRQ7]Onboard Parallel Port [378H/IRQ7]Onboard Parallel Port [378H/IRQ7]Onboard Parallel Port [378H/IRQ7]
オンボードのパラレルコネクタのアドレスを設定します。[Disabled]
にすると、以下のParal lel Port ModeParal lel  Port ModeParal lel  Port ModeParal lel  Port ModeParal lel  Port ModeとECP DMA SelectECP DMA SelectECP DMA SelectECP DMA SelectECP DMA Select設定
も無効になります。設定できる値は：[Disabled] [378H/IRQ7]
[278H/IRQ5]です。

Parallel Port Mode [ECP+EPP]Paral lel Port Mode [ECP+EPP]Paral lel Port Mode [ECP+EPP]Paral lel Port Mode [ECP+EPP]Paral lel Port Mode [ECP+EPP]
パラレルポートの動作モードを設定します。[Normal]は、一方向の
通常の速度の通信、[EPP]は双方向通信、[ECP] は双方向でDMA
モード、[ECP+EPP]は双方向で通常の速度に設定します。設定でき
る値は：[Normal] [EPP] [ECP] [ECP+EPP]です。

ECP DMA Select [3]ECP DMA Select [3]ECP DMA Select [3]ECP DMA Select [3]ECP DMA Select [3]
ECPECPECPECPECP モードで、パラレルポートが使用するDMAチャンネルを指定
します。上記のParallel Port ModeParallel Port ModeParallel Port ModeParallel Port ModeParallel Port Modeで[ECP]または[ECP+EPP]を
選択した場合のみ有効です。設定できる値は：[1] [3]です。

Onboard Game Port [200H-207H]Onboard Game Port [200H-207H]Onboard Game Port [200H-207H]Onboard Game Port [200H-207H]Onboard Game Port [200H-207H]
オンボードのGAMEポートのアドレスを設定します。設定できる値
は：[Disabled] [200H-207H] [208H-20FH]です。

Onboard MIDI I/O [Disabled]Onboard MIDI I/O [Disabled]Onboard MIDI I/O [Disabled]Onboard MIDI I/O [Disabled]Onboard MIDI I/O [Disabled]
オンボードのMIDIポートのアドレスを設定します。 設定できる値
は：[Disabled] [330H-331H] [300H-301H]です。

Onboard MIDI IRQ [xx]Onboard MIDI IRQ [xx]Onboard MIDI IRQ [xx]Onboard MIDI IRQ [xx]Onboard MIDI IRQ [xx]
Onboard MIDI Onboard MIDI Onboard MIDI Onboard MIDI Onboard MIDI I /OI/OI/OI/OI/O で [Disabled]を選択した場合には無効です。
設定できる値は：[3] [4] [5] [7] [9] [10] [11] [12] [14] [15]です。

Onboard CIR I/O [Disabled]Onboard CIR I/O [Disabled]Onboard CIR I/O [Disabled]Onboard CIR I/O [Disabled]Onboard CIR I/O [Disabled]
オンボードのカスタマIRポートのアドレスを設定します。 設定でき
る値は：[Disabled] [2E0-2E8H] [3E0-3E8H]です。

Onboard CIR IRQ [xx]Onboard CIR IRQ [xx]Onboard CIR IRQ [xx]Onboard CIR IRQ [xx]Onboard CIR IRQ [xx]
Onboard CIR Onboard CIR Onboard CIR Onboard CIR Onboard CIR I/OI/OI/OI/OI/Oで[Disabled]を選択した場合は無効です。 設定
できる値は：[3] [4] [5] [7] [9] [10] [11] [12] [14] [15]です。
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S lot 1/5, Slot 2, Slot 3, Slot 4, Slot 6 IRQ [Auto]Slot 1/5, Slot 2, Slot 3, Slot 4, Slot 6 IRQ [Auto]Slot 1/5, Slot 2, Slot 3, Slot 4, Slot 6 IRQ [Auto]Slot 1/5, Slot 2, Slot 3, Slot 4, Slot 6 IRQ [Auto]Slot 1/5, Slot 2, Slot 3, Slot 4, Slot 6 IRQ [Auto]
IRQをどのようにPCIスロットに割りつけるか設定します。デフォル
トは[Auto]で、IRQは自動で割りつけられます。設定できる値は：
[Auto] [NA] [3] [4] [5] [7] [9] [10] [11] [12] [14] [15]です。

PCI/VGA Palette Snoop [Disabled]PCI/VGA Palette Snoop [Disabled]PCI/VGA Palette Snoop [Disabled]PCI/VGA Palette Snoop [Disabled]PCI/VGA Palette Snoop [Disabled]
MPEGビデオカードのような非標準のVGAカードでは、適切に色を
再現できません。この項目を[Enabled]にすると、この問題を解決で
きます。それ以外は、 [Disabled]にします。設定できる値は：
[Disabled] [Enabled] です。

PCI Latency Timer [32]PCI Latency Timer [32]PCI Latency Timer [32]PCI Latency Timer [32]PCI Latency Timer [32]
性能と安定性のためデフォルトのままにしてください。

SYMBIOS SCSI BIOS [Auto]SYMBIOS SCSI BIOS [Auto]SYMBIOS SCSI BIOS [Auto]SYMBIOS SCSI BIOS [Auto]SYMBIOS SCSI BIOS [Auto]
[Auto]にするとBIOSが、どのようなSymbios SCSIコントローラが
搭載されているかを検出します。検出されるとSymbios BIOSが有効
になります。検出されないと無効になります。

[Disabled]にするとオンボードのSymbios SCSI BIOSは無効になり、
拡張カード上のBIOSが使用されます。この場合、BIOSが搭載され
ていないSymbios SCSIカードは機能しません。設定できる値は：
[Auto] [Disabled]です。

4.4.3 PCI Configuration
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IRQ XX Reserved [No]IRQ XX Reserved [No]IRQ XX Reserved [No]IRQ XX Reserved [No]IRQ XX Reserved [No]
特定の機器が使用するIRQがあるならば、この欄で確保します。デ
フォルトでは、IRQは使用しないと設定されてます。 設定できる値
は：[No] [Yes]です。

PCI/PNP IRQ Resource ExclusionPCI/PNP IRQ Resource ExclusionPCI/PNP IRQ Resource ExclusionPCI/PNP IRQ Resource ExclusionPCI/PNP IRQ Resource Exclusion

USB Function [Enabled]USB Function [Enabled]USB Function [Enabled]USB Function [Enabled]USB Function [Enabled]
このマザーボードはUSB（Universal Serial Bus）機器をサポートし
ます。USB機器を使う場合には [Enabled]に設定します。設定でき
る値は：[Disabled] [Enabled]です。

VGA BIOS Sequence [PCI/AGP]VGA BIOS Sequence [PCI/AGP]VGA BIOS Sequence [PCI/AGP]VGA BIOS Sequence [PCI/AGP]VGA BIOS Sequence [PCI/AGP]
PCI とAGPビデオカードを２枚差しした場合、どちらをプライマリ
に設定するか決めます。デフォルトは[PCI/AGP]でPCI優先、
[AGP/PCI] にするとAGPがプライマリコントローラとなります。 設
定できる値は： [PCI/AGP] [AGP/PCI]です。
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V ideo ROM BIOS Shadow [Enabled]Video ROM BIOS Shadow [Enabled]Video ROM BIOS Shadow [Enabled]Video ROM BIOS Shadow [Enabled]Video ROM BIOS Shadow [Enabled]
ビデオBIOS の所在をROMからRAMへ移します。RAMは、ROMよ
りアクセススピードが速いので、パフォーマンスを向上させること
ができます。設定できる値は：[Disabled] [Enabled]です。

C8000-DFFFF Shadow [Disabled]C8000-DFFFF Shadow [Disabled]C8000-DFFFF Shadow [Disabled]C8000-DFFFF Shadow [Disabled]C8000-DFFFF Shadow [Disabled]
他の拡張カードのROMをシャドウするかどうか設定します。ROMが
搭載されたカードをインストールする場合、それがどのアドレスを
用いるか知る必要があります。シャドウすると640Kから1024K まで
のメモリの使用量を節約することができます。設定できる値は：
[Disabled] [Enabled]です。

4.4.4 Shadow Configuration
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4.54 .54 .54 .54 .5 Power Power Power Power Power メニューメニューメニューメニューメニュー
Power Power Power Power Power メニューメニューメニューメニューメニューは、省電力のための設定です。一定時間使われないディス
プレイやハードディスクの電源を自動で切ります。

Power Management [User Define]Power Management [User Define]Power Management [User Define]Power Management [User Define]Power Management [User Define]
以下の省電力設定を使う場合には有効にします。[Disabled]にすると他の項
目の如何に関らず省電力は働きません。[User Define]で独自の設定ができ
ます。[Max Saving]にすると最大に節電できます。Suspend ModeSuspend ModeSuspend ModeSuspend ModeSuspend Mode欄
は、最大に節電できるようにあらかじめ設定されています。

この項目は節電機能の総合的な設定です。[Max Saving]では少しの時間で
節電モードに入ります。[Min Saving]は、[Max Saving]と同じ内容で節電し
ますが、節電モードに入るまでの時間が長くなります。[Disabled]は節電機
能を無効にします。[User Define] は、各項目を独自に設定できます。設定
できる値は：[User Define] [Disabled] [Min Saving] [Max Saving]です。

重要：重要：重要：重要：重要： サスペンド中のシステムの時計を維持するためにAdvanced
Power Management (APM) がインストールされている必要がありま
す。DOS環境では、CONFIG.SYSにDEVICE=C:¥DOS¥POWER.EXEの
行が必要です。Windows 3.x と Windows 95では、WindowsのAPM機
能をインストールします。Windows 98以降では、APMは自動でインス
トールされます。コントロールパネルの「電源の管理」アイコンをク
リックし「詳細」タブを選択して設定します。
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Video Off Option [Suspend -> Off ]Video Off Option [Suspend -> Off ]Video Off Option [Suspend -> Off ]Video Off Option [Suspend -> Off ]Video Off Option [Suspend -> Off ]
ビデオ信号をいつオフにするかを設定します。設定できる値は：
[Always On] [Suspend -> Off]です。

Video Off Method [DPMS OFF]Video Off Method [DPMS OFF]Video Off Method [DPMS OFF]Video Off Method [DPMS OFF]Video Off Method [DPMS OFF]
ビデオオフの内容を設定します。DPMS (Display Power Manage-
ment System：ディスプレイ電源管理システム)は、DPMS対応の
ディスプレイをBIOSがコントロールします。[Blank Screen]は単に
黒い画面にします。（節電機能に対応していないモニタに使用しま
す。スクリーンセーバーに[Blank Screen]項目がなくなります。)[V/
H SYNC+Blank]は、黒い画面にして垂直水平同期信号もオフにしま
す。設定できる値は：[Blank Screen] [V/H SYNC+Blank] [DPMS
Standby] [DPMS Suspend] [DPMS OFF] [DPMS Reduce ON]です。

HDD Power Down [Disabled]HDD Power Down [Disabled]HDD Power Down [Disabled]HDD Power Down [Disabled]HDD Power Down [Disabled]
IDEハードディスクが、この項目の時間だけアクセスされずにいる
と、それを停止させます。SCSIハードディスクには影響ありませ
ん。 設定できる値は：[Disabled] [1 Min] [2 Min] [3 Min]...[15 Min]
です。

Suspend-to-RAM Capabil ity [Disabled]Suspend-to-RAM Capabil ity [Disabled]Suspend-to-RAM Capabil ity [Disabled]Suspend-to-RAM Capabil ity [Disabled]Suspend-to-RAM Capabil ity [Disabled]
RAMサスペンド (STR) という節電機能です。この状態では、シス
テムRAM（メモリ）以外のすべての機器の電源が切られます。その
状態での電力消費量は５Ｗ以下です。STR機能をサポートするに
は、ATX電源の+5VSBに720mA以上の容量が必要です。また、拡張
カードがSTR機能をサポートしている必要があります。上記にあて
はまらない場合は、[Disabled]に設定します。 注意：注意：注意：注意：注意： Windows 98
でのみ有効です。設定できる値は：[Disabled] [Enabled]です。

Suspend Mode [Disabled]Suspend Mode [Disabled]Suspend Mode [Disabled]Suspend Mode [Disabled]Suspend Mode [Disabled]
サスペンドモードに移行するまでの時間を設定します。注意：注意：注意：注意：注意： この
項目は、DOS、Windows 9x、Windows NT 4.0で有効です。設定で
きる値は：[Disabled] [1~2 Min] [2~3 Min]...[1 Hour]です。

PWR Button < 4 Secs [Soft Off]PWR Button < 4 Secs [Soft Off]PWR Button < 4 Secs [Soft Off]PWR Button < 4 Secs [Soft Off]PWR Button < 4 Secs [Soft Off]
[Soft off]に設定すると、ATX電源スイッチは、４秒間以下押された
時、通常のオフボタンとして作用します。[Suspend]の場合は、４秒
以下押された場合、スリープモードに移行します。どちらの場合で
も、４秒以上押した場合は、電源オフになります。設定できる値
は： [Soft off] [Suspend]です。
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AC PWR Loss Restart [Disabled]AC PWR Loss Restart [Disabled]AC PWR Loss Restart [Disabled]AC PWR Loss Restart [Disabled]AC PWR Loss Restart [Disabled]
AC電源が一旦切れて復旧した場合、システムをどうするかを設定し
ます。[Disabled]の場合、オフのままです。[Enabled] の場合、必ず
再起動します。[Previous State] の場合、AC電源が切れる前の状態
に従います。設定できる値は：[Disabled] [Enabled] [Previous State]
です。

PWR Up On External Modem Act [Disabled]PWR Up On External Modem Act [Disabled]PWR Up On External Modem Act [Disabled]PWR Up On External Modem Act [Disabled]PWR Up On External Modem Act [Disabled]
コンピュータがソフトオフの時、外付けモデム着信で起動するかど
うか設定します。注：注：注：注：注： コンピュータが起動を完了するまで、データ
受信はできません。従って最初のコールでは、接続できません。ま
た、コンピュータがオフの時、外付けモデムの電源を入れなおす
と、モデムから初期化信号が入り、これによってもコンピュータが
起動してしまいます。設定できる値は： [Disabled] [Enabled]です。

Wake On LAN or PCI Modem[Disabled]Wake On LAN or PCI Modem[Disabled]Wake On LAN or PCI Modem[Disabled]Wake On LAN or PCI Modem[Disabled]Wake On LAN or PCI Modem[Disabled]
別のコンピュータからネットワークを通して、起動信号を送ること
によって、コンピュータを起動させることが出来ます。設定できる
値は：[Disabled] [Enabled]です。

重要：重要：重要：重要：重要： Wake-On-LAN対応のネットワークカードが必要で、さらに、
ATX電源の+5VSBに最低720mAの容量が必要です。

4.5.1 Power Up Control



ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアル72

4. BIOS セットアップ

4
. B

IO
S

4
. B

IO
S

4
. B

IO
S

4
. B

IO
S

4
. B

IO
S

P
ow

er U
p
 C

on
trol

Wake On PS2 KB/PS2 Mouse/CIR [Disabled]Wake On PS2 KB/PS2 Mouse/CIR [Disabled]Wake On PS2 KB/PS2 Mouse/CIR [Disabled]Wake On PS2 KB/PS2 Mouse/CIR [Disabled]Wake On PS2 KB/PS2 Mouse/CIR [Disabled]
PS/2キーボード、PS/2マウス、市販のIR機器を用いてコンピュー
タの電源を入れたい場合、[Enabled]にします。ATX電源の+5VSB
に最低300mAの容量が必要です。どのATX電源もこの条件を満たし
ているとは限りませんので、デフォルトは[Disabled]です。適切な
ATX電源でない場合は、[Enabled]にしても機能しません。設定でき
る値は：[Disabled] [Enabled]です。

Wake Up By Keyboard [Space Bar]Wake Up By Keyboard [Space Bar]Wake Up By Keyboard [Space Bar]Wake Up By Keyboard [Space Bar]Wake Up By Keyboard [Space Bar]
Wake On PS2 KB/PS2 Mouse/CIRWake On PS2 KB/PS2 Mouse/CIRWake On PS2 KB/PS2 Mouse/CIRWake On PS2 KB/PS2 Mouse/CIRWake On PS2 KB/PS2 Mouse/CIR が有効の場合、どのキー
を使うかを設定します。設定できる値は：[Space Bar] [Ctrl-Esc]
[Power Key]です。

Wake On USB for STR State [Disabled]Wake On USB for STR State [Disabled]Wake On USB for STR State [Disabled]Wake On USB for STR State [Disabled]Wake On USB for STR State [Disabled]
USB機器を用いてSTRモードから復帰させる設定を行います。ATX
電源の+5VSBに最低２Aの容量が必要です。どのATX電源もこの条
件を満たしているとはかぎりませんので、デフォルトは [Disabled]
です。適切なATX電源でない場合は、[Enabled]にしても機能しませ
ん。注意：注意：注意：注意：注意：3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 マザーボードの設定マザーボードの設定マザーボードの設定マザーボードの設定マザーボードの設定のUSB USB USB USB USB デバイスデバイスデバイスデバイスデバイス Wake Up Wake Up Wake Up Wake Up Wake Up
も同時に設定する必要があります。設定できる値は：[Disabled]
[Enabled]です。

Automatic Power Up [Disabled]Automatic Power Up [Disabled]Automatic Power Up [Disabled]Automatic Power Up [Disabled]Automatic Power Up [Disabled]
コンピュータを無人状態で自動で起動します。[Everyday]で、毎日
の決まった時間に、 [By Date]で決まった日付の決まった時間に起
動できます。注：注：注：注：注： Automatic Power Up は、ACPIを有効にしたWin-
dows 98などによってシャットダウンされた場合は、機能しません。
設定できる値は：[Disabled] [Everyday] [By Date]です。
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4.5.2 Hardware Monitor

MB Temperature [xxxC/xxxF]MB Temperature [xxxC/xxxF]MB Temperature [xxxC/xxxF]MB Temperature [xxxC/xxxF]MB Temperature [xxxC/xxxF]
CPU Temperature [xxxC/xxxF]CPU Temperature [xxxC/xxxF]CPU Temperature [xxxC/xxxF]CPU Temperature [xxxC/xxxF]CPU Temperature [xxxC/xxxF]
マザーボードとCPUの温度を検出します。無視する必要がある場合
のみ、[Ignore]にしてください。

CPU Fan Speed [xxxxRPM]CPU Fan Speed [xxxxRPM]CPU Fan Speed [xxxxRPM]CPU Fan Speed [xxxxRPM]CPU Fan Speed [xxxxRPM]
Power Fan Speed [xxxxRPM]Power Fan Speed [xxxxRPM]Power Fan Speed [xxxxRPM]Power Fan Speed [xxxxRPM]Power Fan Speed [xxxxRPM]
Chassis Fan Speed [xxxxRPM]Chassis Fan Speed [xxxxRPM]Chassis Fan Speed [xxxxRPM]Chassis Fan Speed [xxxxRPM]Chassis Fan Speed [xxxxRPM]
CPU、電源、ケースのファンの毎分あたりの回転数をRPMで表示し
ます。ファンが設置されているかどうかは自動で検出されます。無
視する必要がある場合のみ、[Ignore]にしてください。

VCOREVCOREVCOREVCOREVCORE11111 Voltage, +3.3V Voltage, +5V Voltage, Voltage, +3.3V Voltage, +5V Voltage, Voltage, +3.3V Voltage, +5V Voltage, Voltage, +3.3V Voltage, +5V Voltage, Voltage, +3.3V Voltage, +5V Voltage,
+12V Voltage+12V Voltage+12V Voltage+12V Voltage+12V Voltage,  ,  ,  ,  ,  -12V Voltage,  -12V Voltage,  -12V Voltage,  -12V Voltage,  -12V Voltage,  -5V Voltage-5V Voltage-5V Voltage-5V Voltage-5V Voltage      [xx.xV [xx.xV [xx.xV [xx.xV [xx.xV]]]]]
マザーボードのレギュレータが発生する各電圧をモニタします。 無
視する必要がある場合のみ、[Ignore]にしてください。

注：注：注：注：注：各項目において上下限を越えた値になった場合は「Hardware
Monitor found an error. Enter Power setup menu for details」とエ
ラーメッセージが表示されます。<F1>F1>F1>F1>F1>キーで続行、<DEL>DEL>DEL>DEL>DEL>キーで
BIOSセットアップ画面になります。
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Boot SequenceBoot SequenceBoot SequenceBoot SequenceBoot Sequence
４種類の起動デバイスを選択できます。上下矢印キーで選択しま
す。<+>または<Space>で１つ上へ、<->で１つ下に移動できま
す。上下の移動は起動デバイスの優先順位を変更するということで
す。項目としは、Removab le  Dev icesRemovab le  Dev icesRemovab le  Dev icesRemovab le  Dev icesRemovab le  Dev ices、IDE Hard  Dr iveIDE Hard  Dr iveIDE Hard  Dr iveIDE Hard  Dr iveIDE Hard  Dr ive、
ATAPI CD-ROMATAPI CD-ROMATAPI CD-ROMATAPI CD-ROMATAPI CD-ROM、Other Boot DeviceOther Boot DeviceOther Boot DeviceOther Boot DeviceOther Boot Deviceがあります。

Removable Device [Legacy Floppy]Removable Device [Legacy Floppy]Removable Device [Legacy Floppy]Removable Device [Legacy Floppy]Removable Device [Legacy Floppy]
リムーバブルデバイスの選択です。設定できる値は： [Disabled]
[Legacy Floppy] [LS120] [ZIP-100] [ATAPI MO]です。

IDE Hard DriveIDE Hard DriveIDE Hard DriveIDE Hard DriveIDE Hard Drive
ブートさせるIDEハードディスクを選択します。[Enter]キーを押す
と接続されているドライブ名が表示されます。

ATAPI CD-ROMATAPI CD-ROMATAPI CD-ROMATAPI CD-ROMATAPI CD-ROM
ブートさせるATAPI CD-ROMドライブを選択します。[Enter]キー
を押すと接続されているATAPI CD-ROMドライブ名が表示されま
す。

Other Boot Device Select [INT18 Device (Network)]Other Boot Device Select [INT18 Device (Network)]Other Boot Device Select [INT18 Device (Network)]Other Boot Device Select [INT18 Device (Network)]Other Boot Device Select [INT18 Device (Network)]
その他のデバイスです。設定できる値は： [Disabled] [SCSI Boot
Device] [INT18 Device (Network)] [LANDesk (R) Service Agent]で
す。

4.64 .64 .64 .64 .6  Boot Boot Boot Boot Boot（起動）メニュー（起動）メニュー（起動）メニュー（起動）メニュー（起動）メニュー
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Plug & Play O/S [No]Plug & Play O/S [No]Plug & Play O/S [No]Plug & Play O/S [No]Plug & Play O/S [No]
プラグアンドプレイ(PnP)対応OSがBIOSに代わってPCIバスを設定
できるようにすることができます。[Yes]に設定すると、OSがIRQを
割りつけるようになります。PnP非対応OSや、OSによるIRQの再割
りつけを行わない場合は、[No]に設定します。設定できる値は：
[No] [Yes] です。

Boot Virus Detection [Enabled]Boot Virus Detection [Enabled]Boot Virus Detection [Enabled]Boot Virus Detection [Enabled]Boot Virus Detection [Enabled]
ブートセクタに感染するウィルスの検出を行います。ウィルスが検
出されるとシステムは停止し、警告メッセージが表示されます。そ
のまま続行するか、ウィルス除去を行うか決めます。設定できる値
は： [Disabled] [Enabled]です。

Quick Power On Self Test [Enabled]Quick Power On Self Test [Enabled]Quick Power On Self Test [Enabled]Quick Power On Self Test [Enabled]Quick Power On Self Test [Enabled]
[Enabled]にすると、メモリチェック等、起動時の自己診断(POST)
を簡単にします。通常４回行うところを１回にします。設定できる
値は： [Disabled] [Enabled]です。

Boot Up Floppy Seek [Enabled]Boot Up Floppy Seek [Enabled]Boot Up Floppy Seek [Enabled]Boot Up Floppy Seek [Enabled]Boot Up Floppy Seek [Enabled]
[Enabled]にすると、フロッピーディスクが、40トラックか80トラッ
クかを検出します。設定できる値は： [Disabled] [Enabled]です。

Full  Screen Logo [Enabled]Ful l  Screen Logo [Enabled]Ful l  Screen Logo [Enabled]Ful l  Screen Logo [Enabled]Ful l  Screen Logo [Enabled]
設定できる値は： [Disabled] [Enabled]です。
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Exit Saving ChangesExit Saving ChangesExit Saving ChangesExit Saving ChangesExit Saving Changes
各項目で設定した値をCMOSメモリに書き込むため、このメニュー
を選択します。このメモリはバッテリバックアップされていますの
で、コンピュータの電源を切ってもその内容は保存されています。
確認メッセージが表示されますので、[Yes]を選んで保存終了しま
す。

注：注：注：注：注：設定変更を保存せずにBIOSセットアップを終了しようとした
場合も確認メッセージが出ますので、保存する場合は、<Enter>を
押して設定変更を保存します。

Exit Discarding ChangesExit Discarding ChangesExit Discarding ChangesExit Discarding ChangesExit Discarding Changes
設定変更を保存したくない場合は、このメニューを選んでくださ
い。システムの日付時刻、パスワードの変更以外の場合、確認メ
セージが出ます。

4.74 .74 .74 .74 .7 ExitExitExitExitExit（終了）メニュー（終了）メニュー（終了）メニュー（終了）メニュー（終了）メニュー
BIOSの各項目を設定したら、それを保存して終了する必要があります。メ
ニューバー ExitExitExitExitExit を選ぶと以下のメニューが表示されます：

注：注：注：注：注：<Esc>では、このメニューから抜けることはできません。いず
れかの項目を選択するか<F10>で終了させます。
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Load Setup DefaultsLoad Setup DefaultsLoad Setup DefaultsLoad Setup DefaultsLoad Setup Defaults
これは、各設定項目について、そのデフォルト（既定）値を読み込
むものです。<F5>キーを押した場合も同様です。確認メッセージが
出ますので、デフォルト値にもどしたいのなら、 [Yes]を選択しま
す。このあと、Exit  Saving ChangesExit  Saving ChangesExit  Saving ChangesExit  Saving ChangesExit  Saving Changes で終了したり、改めて変
更を加えて、保存終了したりできます。

Discard ChangesDiscard ChangesDiscard ChangesDiscard ChangesDiscard Changes
今回の設定変更を破棄し、変更前の値にもどします。確認メッセー
ジが出ますので、前回の変更値にもどすなら、[Yes]を選択します。

Save ChangesSave ChangesSave ChangesSave ChangesSave Changes
終了せずに、変更値の保存のみを行います。続けて、BIOSセット
アップの作業を行うことが出来ます。確認メッセージが出ますの
で、ここで設定を保存するのなら、[Yes]を選択します。
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5.  ソフトウェア セットアップ
5 .15 .15 .15 .15 .1 O SO SO SO SO Sのインストールのインストールのインストールのインストールのインストール
新しいハードウェアのすべての機能を使うには、OSも最新のものにしてお
く必要があります。Windows 98/2000/Milleniumは、すべてのバージョン
でOKですが、Windows 95は、OSR 2.0以降、Windows NT 4.0は、サービ
スパック(SP)3.0以降を必要とします。

5 .25 .25 .25 .25 .2 WindowsWindowsWindowsWindowsWindowsスタートスタートスタートスタートスタート
マザーボードをセットアップしたあと、最初にWindowsを起動した時に、
Windowsはプラグアンドプレイデバイスを検出します。「新しいハードウェ
アの追加」ウィザードに従って必要なドライバーをインストールします。
「再起動しますか？」に対して「いいえいいえいいえいいえいいえ」を選択して、次章からの手順に
従いセットアップを行います。

注意：注意：注意：注意：注意：マザーボードの設定やオプション、拡張カードには様々な種類があ
ります。次章からの説明は一般的な例で、お使いのシステムと一致するとは
限りません。
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5 . 35 .35 .35 .35 .3 CUSL2 Motherboard Support CDCUSL2 Motherboard Support CDCUSL2 Motherboard Support CDCUSL2 Motherboard Support CDCUSL2 Motherboard Support CD
注：注：注：注：注：サポートCDの内容は、予告なしに変更される場合があります。

サポートCDを使うには、CD-ROMドライブにCDを挿入するだけです。イ
ンストールメニューが自動起動します。メニューが起動しない場合は、E :E :E :E :E :
¥ASSETUP.EXE¥ASSETUP.EXE¥ASSETUP.EXE¥ASSETUP.EXE¥ASSETUP.EXE (CD-ROMドライブがE :E :E :E :E :の場合）を実行します。

5.3.1Installation Menu（インストールメニュー）

･････ INF Update Uti l ity for Intel 815 Chipset:INF Update Uti l ity for Intel 815 Chipset:INF Update Uti l ity for Intel 815 Chipset:INF Update Uti l ity for Intel 815 Chipset:INF Update Uti l ity for Intel 815 Chipset: 以下に関するINFファ
イルをWindowsにインストールします：システムとグラフィックス、
LPCインターフェイス、SMB、PCIブリッジ、バスマスタIDE, USBホス
トとコントローラ。

･ Intel 815 Chipset Graphic Control Driver:Intel 815 Chipset Graphic Control Driver:Intel 815 Chipset Graphic Control Driver:Intel 815 Chipset Graphic Control Driver:Intel 815 Chipset Graphic Control Driver: インテル815システム
と内蔵グラフィックドライバーをインストールします。

･････ Intel LDCM Administrator Setup:Intel LDCM Administrator Setup:Intel LDCM Administrator Setup:Intel LDCM Administrator Setup:Intel LDCM Administrator Setup: ネットワーク上のコンピュータ
を監視するプログラムです。administrator（親機）用コンピュータに
は、このAdministratorと次のClientの両方をインストールします。

･････ Intel LDCM Client Setup:Intel LDCM Client Setup:Intel LDCM Client Setup:Intel LDCM Client Setup:Intel LDCM Client Setup: 監視プログラムのClient（子機）用プログ
ラムです。監視機能を用いる場合、インストールします。

･････ ASUS BIOS Flash Util ity for LDCM:ASUS BIOS Flash Util ity for LDCM:ASUS BIOS Flash Util ity for LDCM:ASUS BIOS Flash Util ity for LDCM:ASUS BIOS Flash Util ity for LDCM:  Intel LDCM Administrator機
に接続されたClient機のBIOSをリモート操作でアップデートするユー
ティリティです。

･････ Instal l  Intel Ultra ATA Storage Driver:Instal l  Intel Ultra ATA Storage Driver:Instal l  Intel Ultra ATA Storage Driver:Instal l  Intel Ultra ATA Storage Driver:Instal l  Intel Ultra ATA Storage Driver: インテルUltra ATA ドラ
イバーです。

･････ Instal l  Instal l  Instal l  Instal l  Instal l  ASUS PC ProbeASUS PC ProbeASUS PC ProbeASUS PC ProbeASUS PC Probe Vx.xx Vx.xx Vx.xx Vx.xx Vx.xx:  :  :  :  :  コンピュータのファン回転数、CPU
温度、電圧を監視するユーティリティです。

･････ Instal l  ASUS Update Vx.xx:Instal l  ASUS Update Vx.xx:Instal l  ASUS Update Vx.xx:Instal l  ASUS Update Vx.xx:Instal l  ASUS Update Vx.xx: ネット上から最新バージョンのBIOS
をダウロードするサポートユーティリティです。

･ Microsoft DirectX Driver:Microsoft DirectX Driver:Microsoft DirectX Driver:Microsoft DirectX Driver:Microsoft DirectX Driver: マイクロソフトDirectXドライバ。
･････ YAMAHA SoftSynthesizer S-YXG50:YAMAHA SoftSynthesizer S-YXG50:YAMAHA SoftSynthesizer S-YXG50:YAMAHA SoftSynthesizer S-YXG50:YAMAHA SoftSynthesizer S-YXG50: YAMAHA製ソフトウェアMIDI
シンセサイザです。詳しくはオンラインヘルプを参照してください。

･････ PC-cil l in 98 Vx.xx:PC-cil l in 98 Vx.xx:PC-cil l in 98 Vx.xx:PC-cil l in 98 Vx.xx:PC-cil l in 98 Vx.xx: PC-cillinアンチウィルスソフトです。 詳しくは
オンラインヘルプを参照してください。
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     (以下の項目を表示するには、メインメニュー右下にある右矢印をク
リックしてください。)

･････ Adobe Acrobat Reader Vx.x: Adobe Acrobat Reader Vx.x: Adobe Acrobat Reader Vx.x: Adobe Acrobat Reader Vx.x: Adobe Acrobat Reader Vx.x: PDF形式のマニュアルを閲覧するた
めに必要な Adobe Acrobat Readerです。ASUSのサイトには、最新版
や他言語で書かれたマニュアルが、PDF形式で掲載されています。

･ Cyberlink Video and Audio Applications:Cyberlink Video and Audio Applications:Cyberlink Video and Audio Applications:Cyberlink Video and Audio Applications:Cyberlink Video and Audio Applications: Cyberlink PowerPlayer
SE、PowerDVD試用版、Cyberlink VideoLive Mailをインストールしま
す。

･････ Show Motherboard Information:Show Motherboard Information:Show Motherboard Information:Show Motherboard Information:Show Motherboard Information: マザーボードの情報：製品名、
BIOSバージョン、搭載CPUの種類を見ることができます。

･････ Browse Support CD:Browse Support CD:Browse Support CD:Browse Support CD:Browse Support CD: このCDの内容を表示します。
･････ ReadMe: ReadMe: ReadMe: ReadMe: ReadMe: このCDに含まれるファイルの一覧とサポート情報です。
･････ Exit :Exit :Exit :Exit :Exit : 終了。

     (メインメニューにもどるには、サブメニュー右下にある左矢印をク
リックしてください。)
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5 .5 .5 .5 .5 .44444 INF Update Uti l ity for Intel 815 ChipsetINF Update Uti l ity for Intel 815 ChipsetINF Update Uti l ity for Intel 815 ChipsetINF Update Uti l ity for Intel 815 ChipsetINF Update Uti l ity for Intel 815 Chipset
付属のサポートCDをドライブに挿入して、マイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータのCD-ROM
アイコンをダブルクリックすると以下の画面が起動されます。

(1)(1)(1)(1)(1) クリッククリッククリッククリッククリック

(2)(2)(2)(2)(2) クリッククリッククリッククリッククリック

(3)(3)(3)(3)(3) クリッククリッククリッククリッククリック (4)(4)(4)(4)(4) クリッククリッククリッククリッククリック

  (5) 他のドライバ/ソフトを
インストールする場
合、ここをチェックし
て終了終了終了終了終了をクリックする
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5 .5 .5 .5 .5 .55555 Intel 815 Chipset Graphic Control DriverIntel 815 Chipset Graphic Control DriverIntel 815 Chipset Graphic Control DriverIntel 815 Chipset Graphic Control DriverIntel 815 Chipset Graphic Control Driver
付属のサポートCDをドライブに挿入して、マイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータのCD-ROM
アイコンをダブルクリックすると以下の画面が起動されます。

(1)(1)(1)(1)(1) クリッククリッククリッククリッククリック

(2)(2)(2)(2)(2) クリッククリッククリッククリッククリック

(3)(3)(3)(3)(3) クリッククリッククリッククリッククリック (4)(4)(4)(4)(4) クリッククリッククリッククリッククリック

(5) ここをチェックし
て終了終了終了終了終了をクリック
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5 . 65 .65 .65 .65 .6 Intel LDCM Administrator SetupIntel LDCM Administrator SetupIntel LDCM Administrator SetupIntel LDCM Administrator SetupIntel LDCM Administrator Setup
動作環境
･ インテル(R) ペンティアム（R) プロセッサ以降。
･ OS：Microsoft Windows 95 (OSR2.0)、Windows 98、Windows NT 4.0

(サービスパック4以降)のいずれか。
･ Microsoft Internet Explorer 4.01以降。
･ メモリ：16 MB （Windows 95/98）; 24 MB（Windows NT） (32 MB推
奨)。

･ ディスク空き容量：インストールに100 MB。動作に40-100 MB必要
(HDDのクラスタサイズによって異なる)。

･ ハードウェア：LDCM全機能を用いるにはDMまたはSM BIOSが必要。
･ ネットワークプロトコル：Client機に、IP (Winsock有効) プロトコルが
必要。ネットワークへのアクセスに関らず、IP スタックが必要。

･ ディスプレイ解像度：600x800ドット、256色以上。

付属のサポートCDをドライブに挿入して、マイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータのCD-ROM
アイコンをダブルクリックすると以下の画面が起動されます。

注意：注意：注意：注意：注意：ASUS PC Probe等、他の監視ユーティリティがインストールされて
いると、LDCMは、動作しません。アンインストール方法は、5.16 5.16 5.16 5.16 5.16 プログプログプログプログプログ
ラムのアンインストールラムのアンインストールラムのアンインストールラムのアンインストールラムのアンインストールを見てください。

(1)(1)(1)(1)(1) クリッククリッククリッククリッククリック (2)(2)(2)(2)(2) クリッククリッククリッククリッククリック

(3)(3)(3)(3)(3) ライセンス許諾書をよく読ライセンス許諾書をよく読ライセンス許諾書をよく読ライセンス許諾書をよく読ライセンス許諾書をよく読
んでから、クリックんでから、クリックんでから、クリックんでから、クリックんでから、クリック

(4)(4)(4)(4)(4) クリッククリッククリッククリッククリック
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98

( 9 )(9)(9)(9)(9) クリッククリッククリッククリッククリック

(7)(7)(7)(7)(7) クリッククリッククリッククリッククリック

(8)  (8)  (8)  (8)  (8)  パスワードなどを入力してパスワードなどを入力してパスワードなどを入力してパスワードなどを入力してパスワードなどを入力して
クリッククリッククリッククリッククリック

(6)(6)(6)(6)(6) クリッククリッククリッククリッククリック(5)(5)(5)(5)(5) クリッククリッククリッククリッククリック

注意：注意：注意：注意：注意：Acrobat Readerがインストールさ
れていないと、このメッセージがでます。
5.14 Adobe AcroBat Reader Vx.x5.14 Adobe AcroBat Reader Vx.x5.14 Adobe AcroBat Reader Vx.x5.14 Adobe AcroBat Reader Vx.x5.14 Adobe AcroBat Reader Vx.x を
読んでインストールしてください。

(10)(10)(10)(10)(10) 他のドライバ/ソフトを
インストールする場合、
ここをチェックして終了終了終了終了終了
をクリックする
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5.  ソフトウェア セットアップ

ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアル
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5 . 75 .75 .75 .75 .7 Intel LDCM Client Intel LDCM Client Intel LDCM Client Intel LDCM Client Intel LDCM Client のセットアップのセットアップのセットアップのセットアップのセットアップ
動作環境
･ インテル(R) ペンティアム(R)プロセッサ以降。
･ OS：Microsoft Windows 95 (OSR2.0)、Windows 98、Windows NT 4.0

(サービスパック4以降)のいずれか。
･ Microsoft Internet Explorer 4.01以降。
･ メモリ：16 MB （Windows 95/98）; 24 MB（Windows NT） (32 MB推
奨)。

･ ディスク空き容量：インストールに100 MB。動作に40-100 MB必要
(HDDのクラスタサイズによって異なる)。

･ ハードウェア：LDCM全機能を用いるにはDMまたはSM BIOSが必要。
･ ネットワークプロトコル：Client機に、IP (Winsock有効) プロトコルが
必要。ネットワークへのアクセスに関らず、IP スタックが必要。

･ ディスプレイ解像度：600x800ドット、256色以上。

付属のサポートCDをドライブに挿入して、マイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータのCD-ROM
アイコンをダブルクリックすると以下の画面が起動されます。

注意：注意：注意：注意：注意：ASUS PC Probe等、他の監視ユーティリティがインストールされて
いると、LDCMは、動作しません。アンインストール方法は、5.16 5.16 5.16 5.16 5.16 プログプログプログプログプログ
ラムのアンインストールラムのアンインストールラムのアンインストールラムのアンインストールラムのアンインストールを見てください。

(2)(2)(2)(2)(2) クリッククリッククリッククリッククリック(1)(1)(1)(1)(1) クリッククリッククリッククリッククリック

(4)(4)(4)(4)(4) クリッククリッククリッククリッククリック(3)(3)(3)(3)(3) クリッククリッククリッククリッククリック



87

5.  ソフトウェア セットアップ

ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアル
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( 5 )(5)(5)(5)(5) クリッククリッククリッククリッククリック (6)(6)(6)(6)(6) クリッククリッククリッククリッククリック

(7)(7)(7)(7)(7) クリッククリッククリッククリッククリック (8)(8)(8)(8)(8) クリッククリッククリッククリッククリック

(9)(9)(9)(9)(9) クリッククリッククリッククリッククリック

(10)(10)(10)(10)(10) クリッククリッククリッククリッククリック

(11)(11)(11)(11)(11) 他のドライバ/ソフトを
インストールする場合、
ここをチェックして終了終了終了終了終了
をクリックする

注意：注意：注意：注意：注意：Acrobat Readerがインストールさ
れていないと、このメッセージがでます。
5.14 Adobe AcroBat Reader Vx.x5.14 Adobe AcroBat Reader Vx.x5.14 Adobe AcroBat Reader Vx.x5.14 Adobe AcroBat Reader Vx.x5.14 Adobe AcroBat Reader Vx.x を
読んでインストールしてください。
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5.  ソフトウェア セットアップ

ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアル
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5 . 85 .85 .85 .85 .8 LDCMLDCMLDCMLDCMLDCM用用用用用ASUS BIOS FlashASUS BIOS FlashASUS BIOS FlashASUS BIOS FlashASUS BIOS Flashユーティリティユーティリティユーティリティユーティリティユーティリティ6.06.06.06.06.0
付属のサポートCDをドライブに挿入して、マイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータのCD-ROM
アイコンをダブルクリックすると以下の画面が起動されます。

(3)(3)(3)(3)(3) クリッククリッククリッククリッククリック (4)(4)(4)(4)(4) クリッククリッククリッククリッククリック

(2)(2)(2)(2)(2) クリッククリッククリッククリッククリック

(1)(1)(1)(1)(1) クリッククリッククリッククリッククリック
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5.  ソフトウェア セットアップ

ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアル
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5 . 95 .95 .95 .95 .9 ASUS PC Probe Vx.xxASUS PC Probe Vx.xxASUS PC Probe Vx.xxASUS PC Probe Vx.xxASUS PC Probe Vx.xx
付属のサポートCDをドライブに挿入して、マイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータのCD-ROM
アイコンをダブルクリックすると以下の画面が起動されます。

注意：注意：注意：注意：注意：ASUS PC Probeは、他の監視ユーティリティがインストールされていると動作しませ
ん。アンインストール方法は、5.16 5.16 5.16 5.16 5.16 プログラムのアンインストールプログラムのアンインストールプログラムのアンインストールプログラムのアンインストールプログラムのアンインストールを見てください。

(2)(2)(2)(2)(2) クリッククリッククリッククリッククリック

(3)(3)(3)(3)(3) クリッククリッククリッククリッククリック (4)(4)(4)(4)(4) クリッククリッククリッククリッククリック

(5)(5)(5)(5)(5) クリッククリッククリッククリッククリック (6)(6)(6)(6)(6) クリッククリッククリッククリッククリック

(7)(7)(7)(7)(7) クリッククリッククリッククリッククリック

(8)(8)(8)(8)(8) NextNextNextNextNextをクリックしてをクリックしてをクリックしてをクリックしてをクリックして
次の画面で終了をク次の画面で終了をク次の画面で終了をク次の画面で終了をク次の画面で終了をク
リックしてインスリックしてインスリックしてインスリックしてインスリックしてインス
トール完了トール完了トール完了トール完了トール完了

(1)(1)(1)(1)(1) クリッククリッククリッククリッククリック
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5.  ソフトウェア セットアップ

ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアル
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5 .5 .5 .5 .5 .1 01 01 01 01 0      ASUS Update Vx.xxASUS Update Vx.xxASUS Update Vx.xxASUS Update Vx.xxASUS Update Vx.xxのインストールのインストールのインストールのインストールのインストール
付属のサポートCDをドライブに挿入して、マイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータのCD-ROM
アイコンをダブルクリックすると以下の画面が起動されます。

(2)(2)(2)(2)(2) クリッククリッククリッククリッククリック

(3)(3)(3)(3)(3) クリッククリッククリッククリッククリック (4)(4)(4)(4)(4) クリッククリッククリッククリッククリック

(5)(5)(5)(5)(5) クリッククリッククリッククリッククリック

(1)(1)(1)(1)(1) クリッククリッククリッククリッククリック
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5.  ソフトウェア セットアップ

ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアル
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5 .5 .5 .5 .5 .1 11 11 11 11 1 Microsoft DirectX 6.0 Microsoft DirectX 6.0 Microsoft DirectX 6.0 Microsoft DirectX 6.0 Microsoft DirectX 6.0 ドライバドライバドライバドライバドライバ
付属のサポートCDをドライブに挿入して、マイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータのCD-ROM
アイコンをダブルクリックすると以下の画面が起動されます。

(1)(1)(1)(1)(1) クリッククリッククリッククリッククリック (2)(2)(2)(2)(2) クリッククリッククリッククリッククリック

(3)(3)(3)(3)(3) クリッククリッククリッククリッククリック

(4)(4)(4)(4)(4) クリッククリッククリッククリッククリック
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5.  ソフトウェア セットアップ

ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアル
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5 .12 5.12 5.12 5.12 5.12 YAMAHA SoftSynthesizer S-YXG50YAMAHA SoftSynthesizer S-YXG50YAMAHA SoftSynthesizer S-YXG50YAMAHA SoftSynthesizer S-YXG50YAMAHA SoftSynthesizer S-YXG50
付属のサポートCDをドライブに挿入して、マイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータのCD-ROM
アイコンをダブルクリックすると以下の画面が起動されます。

(1)(1)(1)(1)(1) クリッククリッククリッククリッククリック

(2)(2)(2)(2)(2) クリッククリッククリッククリッククリック

(4)(4)(4)(4)(4) クリッククリッククリッククリッククリック
(3)(3)(3)(3)(3) 必要な項目を入力し必要な項目を入力し必要な項目を入力し必要な項目を入力し必要な項目を入力し

て、クリックて、クリックて、クリックて、クリックて、クリック

(5)(5)(5)(5)(5) クリッククリッククリッククリッククリック (6)(6)(6)(6)(6) クリッククリッククリッククリッククリック

(7)(7)(7)(7)(7) 他のドライバ他のドライバ他のドライバ他のドライバ他のドライバ/////ソフトソフトソフトソフトソフト
をインストールするをインストールするをインストールするをインストールするをインストールする
場合は、ここを場合は、ここを場合は、ここを場合は、ここを場合は、ここを
チェックして、チェックして、チェックして、チェックして、チェックして、O KO KO KO KO Kををををを
クリッククリッククリッククリッククリック
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5.  ソフトウェア セットアップ

ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアル
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5 .13 PC-Cil l in 98 Vx.xx5.13 PC-Cil l in 98 Vx.xx5.13 PC-Cil l in 98 Vx.xx5.13 PC-Cil l in 98 Vx.xx5.13 PC-Cil l in 98 Vx.xx
付属のサポートCDをドライブに挿入して、マイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータのCD-ROM
アイコンをダブルクリックすると以下の画面が起動されます。

(3)(3)(3)(3)(3) ライセンス許諾書を読んでライセンス許諾書を読んでライセンス許諾書を読んでライセンス許諾書を読んでライセンス許諾書を読んで
から、クリックから、クリックから、クリックから、クリックから、クリック

(8)(8)(8)(8)(8) フロッピーを挿入してここをフロッピーを挿入してここをフロッピーを挿入してここをフロッピーを挿入してここをフロッピーを挿入してここを
クリック。非常用ディスクがクリック。非常用ディスクがクリック。非常用ディスクがクリック。非常用ディスクがクリック。非常用ディスクが
出来たら出来たら出来たら出来たら出来たらO KO KO KO KO Kをクリックをクリックをクリックをクリックをクリック

(2)(2)(2)(2)(2) クリッククリッククリッククリッククリック

(4)(4)(4)(4)(4) ウィルスが検出されウィルスが検出されウィルスが検出されウィルスが検出されウィルスが検出され
なければ、インスなければ、インスなければ、インスなければ、インスなければ、インス
トールを行います。トールを行います。トールを行います。トールを行います。トールを行います。
ここをクリックここをクリックここをクリックここをクリックここをクリック

(5)(5)(5)(5)(5) クリッククリッククリッククリッククリック

(6) & (7)(6) & (7)(6) & (7)(6) & (7)(6) & (7)適切な機能を選んで適切な機能を選んで適切な機能を選んで適切な機能を選んで適切な機能を選んでYESYESYESYESYESをクをクをクをクをク
リックリックリックリックリック

(9)(9)(9)(9)(9) 他のドライバ他のドライバ他のドライバ他のドライバ他のドライバ/////ソフトソフトソフトソフトソフト
をインストールする場をインストールする場をインストールする場をインストールする場をインストールする場
合は、ここをチェック合は、ここをチェック合は、ここをチェック合は、ここをチェック合は、ここをチェック
してしてしてしてしてFinishFinishFinishFinishFinishをクリックをクリックをクリックをクリックをクリック
.....

(1 )(1)(1)(1)(1) クリッククリッククリッククリッククリック
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5.  ソフトウェア セットアップ

ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアル
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5 .145.145.145.145.14 Adobe Acrobat Reader Vx.x Adobe Acrobat Reader Vx.x Adobe Acrobat Reader Vx.x Adobe Acrobat Reader Vx.x Adobe Acrobat Reader Vx.x
付属のサポートCDをドライブに挿入して、マイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータのCD-ROM
アイコンをダブルクリックすると以下の画面が起動されます。

(2)(2)(2)(2)(2) クリッククリッククリッククリッククリック

(4)(4)(4)(4)(4) クリッククリッククリッククリッククリック
(3)(3)(3)(3)(3) ライセンス許諾書を読んでライセンス許諾書を読んでライセンス許諾書を読んでライセンス許諾書を読んでライセンス許諾書を読んで

から、クリックから、クリックから、クリックから、クリックから、クリック

(5)(5)(5)(5)(5) ここをチェックしてここをチェックしてここをチェックしてここをチェックしてここをチェックして
FinishFinishFinishFinishFinishで再起動で再起動で再起動で再起動で再起動

(1)(1)(1)(1)(1) クリッククリッククリッククリッククリック
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5.  ソフトウェア セットアップ

ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアル
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5 .155.155.155.155.15     Cyberlink Cyberlink Cyberlink Cyberlink Cyberlink ビデオビデオビデオビデオビデオ/////オーディオソフトオーディオソフトオーディオソフトオーディオソフトオーディオソフト
5.15.1 動作環境
･ Pentium-100MHz以上
･ Microsoft Windows 95/98/NT/2000
･ ハードディスクに最低10MBの空き容量
･ ４倍速CD-ROMドライブ
･ サウンドカードとWindows wave音源ドライバ
･ 256色以上のVGAビデオカード
･ DirectDraw対応
･ メインメモリ8MB

5.15.2 Cyberlinkサポート情報
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5.  ソフトウェア セットアップ

ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアル
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5.15.3 インストール方法
付属のサポートCDをドライブに挿入して、マイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータマイコンピュータのCD-ROM
アイコンをダブルクリックすると以下の画面が起動されます。

(2)(2)(2)(2)(2) クリッククリッククリッククリッククリック

(3)(3)(3)(3)(3) クリッククリッククリッククリッククリック (4)(4)(4)(4)(4) ここをクリックしてここをクリックしてここをクリックしてここをクリックしてここをクリックして
次画面でインストー次画面でインストー次画面でインストー次画面でインストー次画面でインストー
ルする内容を選択ルする内容を選択ルする内容を選択ルする内容を選択ルする内容を選択

(6)(6)(6)(6)(6) ここをクリックしてここをクリックしてここをクリックしてここをクリックしてここをクリックして
次画面でインストー次画面でインストー次画面でインストー次画面でインストー次画面でインストー
ルする内容を選択ルする内容を選択ルする内容を選択ルする内容を選択ルする内容を選択

(7)(7)(7)(7)(7) ここをクリックしてここをクリックしてここをクリックしてここをクリックしてここをクリックして
次画面でインストー次画面でインストー次画面でインストー次画面でインストー次画面でインストー
ルする内容を選択ルする内容を選択ルする内容を選択ルする内容を選択ルする内容を選択

(5)(5)(5)(5)(5) PowerDVDPowerDVDPowerDVDPowerDVDPowerDVDをイをイをイをイをイ
ンストールするンストールするンストールするンストールするンストールする
場合、クリック場合、クリック場合、クリック場合、クリック場合、クリック

(1)(1)(1)(1)(1) クリッククリッククリッククリッククリック
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5 .165.165.165.165.16プログラムのプログラムのプログラムのプログラムのプログラムのアンインストール（削除）アンインストール（削除）アンインストール（削除）アンインストール（削除）アンインストール（削除）
Windowsの「アプリケーションの追加と削除」を用います。アプリケーショ
ンがこれに対応していなければいけません。

(1)(1)(1)(1)(1) 「アプリケーションの追「アプリケーションの追「アプリケーションの追「アプリケーションの追「アプリケーションの追
加と削除」をダブルク加と削除」をダブルク加と削除」をダブルク加と削除」をダブルク加と削除」をダブルク
リックリックリックリックリック

(2)(2)(2)(2)(2) 削除するプログラム削除するプログラム削除するプログラム削除するプログラム削除するプログラム
を選択して、ここをを選択して、ここをを選択して、ここをを選択して、ここをを選択して、ここを
クリッククリッククリッククリッククリック

(3)(3)(3)(3)(3) クリッククリッククリッククリッククリック
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6 . 16 .16 .16 .16 .1 画面のプロパティ画面のプロパティ画面のプロパティ画面のプロパティ画面のプロパティ
本マザーボードには、ゲームや教育、ビジネスに最適な2D/3D AGPグラ
フィックスが内蔵されています。

注意：注意：注意：注意：注意： お使いの環境によっては、下図のすべての設定画面が表示されると
は限りません。

「画面のプロパティ」画面を呼び出すには、ディスクトップを右クリックし
て、「プロパティ」-「設定]タブ-「詳細」ボタンを選択します。

「全般」タブ
「ディスプレイディスプレイディスプレイディスプレイディスプレイ」は、現在のフォント
サイズを示しています。これを変更する
には、下矢印をクリックすると一覧が表
示されます。

「互換性」互換性」互換性」互換性」互換性」 は、色の設定の変更方法を
決めます。注：注：注：注：注： 再起動しないと色の設
定を変更できないプログラムもありま
す。そのプログラムを一旦終了させてか
ら、設定を変えるようにしてください。

「アダプタ」タブ
使用しているビデオカードの種類を表示
します。新しいビデオカードのためのソ
フトをインストールするには、「変変変変変
更更更更更」をクリックします。
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「モニタ」タブ
使用しているモニタ（ディスプレイ画
面）の種類を表示します。新しいモニタ
のためのソフトをインストールするため
には「変更変更変更変更変更」をクリックします。

「パフォーマンス」タブ
ビデオカードのハードウェア機能を使用
する割合を変更します。「アクセルレー
タ（最大）」は、ほとんどのコンピュー
タで最速の設定となりますので、通常は
これに設定してください。ビデオカード
による不具合があると考えられるなら
ば、この設定を変更すると解決できるこ
とがあります。

「色の管理」タブ
使用中のモニタに関連づけられたカラー
プロファイルを変更します。クリックし
たプロファイルが有効になります。それ
以外は、デフォルトのプロファイルが有
効になります。
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「情報」タブ
ビデオカードのチップ、メモリ、
BIOS、ドライバに関する情報です。
ASUS製ビデオカードの場合、WEBペー
ジへのリンクがはられていますので、こ
こから、最新のドライバや情報を得るこ
とができます。

「カラー補正」タブ
色調を補正できます。γ補正が有効なの
は、16ビットカラー（High Color）また
は24ビットカラー（True Color）の場合
のみです。16色、256色（スタンダード
VGA）の場合は無効です。



ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアル102

6. ソフトウェア リファレンス

6. 
リ
フ
ァ
レ
ン
ス

リ
フ
ァ
レ
ン
ス

リ
フ
ァ
レ
ン
ス

リ
フ
ァ
レ
ン
ス

リ
フ
ァ
レ
ン
ス

W
in

d
ow

s 9
8

6 . 26 .26 .26 .26 .2 ASUS PC ProbeASUS PC ProbeASUS PC ProbeASUS PC ProbeASUS PC Probe
「ASUS PC Probe」は、コンピュータの重要な部品、例えばファン
の回転数、電圧、温度をモニタできる便利なユーティリティです。
さらに、「DMI Explorer」を用いて、ハードディスクの空き容量、
メモリの使用状況、CPUの種類・内部/外部クロックを知ることが
できます。

6.2.1 ASUS PC Probe スタート
「ASUS PC Probe」をスタートすると、オープニングビデオが始ま
ります。これは、次回の起動時に表示しないようにも出来ます。表
示しないようにするには「Show up in next executionShow up in next executionShow up in next executionShow up in next executionShow up in next execution」の
チェックを外します。

「 ASUS PC ProbeASUS PC ProbeASUS PC ProbeASUS PC ProbeASUS PC Probe」を起動するには、Windowsの「スタート」-
「プログラム」-「 ASUS UtilityASUS UtilityASUS UtilityASUS UtilityASUS Utility,」-「 Probe Vx.xxProbe Vx.xxProbe Vx.xxProbe Vx.xxProbe Vx.xx」と選択
します。

「PC Probe」のアイコン  がタスクバーに表示され「ASUS PC
Probe」が動作していることを示します。このアイコンにマウスポ
インタを重ねると、コンピュータの状態を表示します。
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6.2.2  ASUS PC Probeを使う
Monitoring
Monitor SummaryMonitor SummaryMonitor SummaryMonitor SummaryMonitor Summary
モニタ中のアイテムの概要を表示
します。

Temperature MonitorTemperature MonitorTemperature MonitorTemperature MonitorTemperature Monitor
コンピュータの各箇所の温度です。

警告上下限値を
調整できます。

(スライダをドラッグして、上下
限レベルを上下させます。)

Fan MonitorFan MonitorFan MonitorFan MonitorFan Monitor
各ファンの回転数を表示します。

Voltage MonitorVoltage MonitorVoltage MonitorVoltage MonitorVoltage Monitor
コンピュータ各箇所の電圧を示しま
す。

警告上下限値を
調整できます。

(スライダをドラッグして、上下
限レベルを上下させます。)
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Information

SettingsSettingsSettingsSettingsSettings
各上下限値を数値で設定できます。
また、モニタリングの周期、表示の
更新周期を変更できます。

HistoryHistoryHistoryHistoryHistory
現在の状況を保存します。参考値と
して保存しておく場合などに使いま
す。

Hard DrivesHard DrivesHard DrivesHard DrivesHard Drives
ハードディスクの使用状況、空き容
量、ファイルアロケーションテーブ
ル（FAT）の状態、ファイルシステ
ムの種類などを表示します。

CPU Cooling System SetupCPU Cooling System SetupCPU Cooling System SetupCPU Cooling System SetupCPU Cooling System Setup
ソフトウェアによるCPU冷却の設定
です。「 CPU OverheatedCPU OverheatedCPU OverheatedCPU OverheatedCPU Overheated」が選
択されると、CPU温度が上限を越え
た場合、この機能が稼働を始めま
す。
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Device SummaryDevice SummaryDevice SummaryDevice SummaryDevice Summary
接続されているデバイスの概要を表
示します。

DMI ExplorerDMI ExplorerDMI ExplorerDMI ExplorerDMI Explorer
CPUの種類・クロック、内部/外部
クロック周波数、メモリ容量など、
コンピュータに関する情報を表示し
ます。

Utility
「ASUS Probe」から別のプログラ
ムを起動する場合に使います。 「
Execute ProgramExecute ProgramExecute ProgramExecute ProgramExecute Program」をクリックし
ます。

MemoryMemoryMemoryMemoryMemory
メモリの使用状況、仮想メモリの状
態などを表示します。
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6.2.3ASUS PC Probe Task Bar Icon

もし、「ASUS PC Probe」が
コンピュータに異常を発見し
た場合は、アイコンの一部が
赤く変わり、ビープ音が鳴
り、モニタ画面が開きます。

「PC Probe」アイコンを右ク
リックするとメニューが現
れ、ウィンドウを開いたり、
プログラムとモニタリングを
終了させたり、再開させたり
できます。
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6 . 36 .36 .36 .36 .3 ASUS LiveUpdateASUS LiveUpdateASUS LiveUpdateASUS LiveUpdateASUS LiveUpdate
「ASUS LiveUpdate」は、マザーボードのBIOSとドライバを自動更
新してくれるユーティリティです。 これを用いるのには、インター
ネットに接続している必要があります。

1 .1 .1 .1 .1 . ASUS Updateスタート
Windowsの「スタート」-「プログラム]-
「A S U S  U t i l i t yA S U S  U t i l i t yA S U S  U t i l i t yA S U S  U t i l i t yA S U S  U t i l i t y」」」」」 ----- 「「「「「 A S U SA S U SA S U SA S U SA S U S
LiveUpdateLiveUpdateLiveUpdateLiveUpdateLiveUpdate」」」」」で起動します。

2 .2 .2 .2 .2 . アップデート方法を選択します。

3 .3 .3 .3 .3 . 「updating/downloading from the
Internet」を選択した場合、インターネッ
トからファイルをダウンロードします。
ダウンロード先のサイトを選択します。
適当なURLを選ぶか、「Auto SelectAuto SelectAuto SelectAuto SelectAuto Select」
で、自動選択します。

4 .4 .4 .4 .4 . 「Update from a f i leUpdate from a f i leUpdate from a f i leUpdate from a f i leUpdate from a f i le」は、ファイル
からの更新です。アップデートファイル
がある場所を指定してください。
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6 . 46 .46 .46 .46 .4 YAMAHA XGPlayerYAMAHA XGPlayerYAMAHA XGPlayerYAMAHA XGPlayerYAMAHA XGPlayer
「 XGplayer」は、マルチメディアプレイヤーです。「XGplayer」は、 MIDI
ファイル(.mid, .rmi)、オーディオ(.wav, .mp3)、ムービー(.avi, .mpg)、音楽
CDを１つのプログラムで再生できます。MIDIの場合、アレンジしたり、E-
mailにファイルを添付したりできます。WEB上の音楽再生や配信に対しても
強力にサポートします。

6.4.1 YAMAHA XGPlayerを使う
「スタート」-「プログラム」-「Y A M A H A  S o f t S y n t h e s i z e r  S -Y A M A H A  S o f t S y n t h e s i z e r  S -Y A M A H A  S o f t S y n t h e s i z e r  S -Y A M A H A  S o f t S y n t h e s i z e r  S -Y A M A H A  S o f t S y n t h e s i z e r  S -
YXG50YXG50YXG50YXG50YXG50」-「XGPlayerXGPlayerXGPlayerXGPlayerXGPlayer」」」」」で起動します。タスクバーの「XGPlayer 」アイ
コンをクリックしてもスタートできます。

6.4.2 YAMAHA XGstudio Player Control Panel

6.4.3 YAMAHA XGstudio Mixer Control Panel

アレンジメニュー

レベルメーター

ボリューム
フェーダー

マスタ-
ボリュ-ム

終了

最小化

パンポット

ソロ

エフェクト

エフェクト量

セレクト

バージョン情報

電源
設定

ボリューム

キー

テンポ

        最初の曲
         最後の曲

                  前の曲
            次の曲

再生
一時停止
早送り

巻き戻し

  曲番号

CPU負荷音声多重

チャンネル
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6 . 56 .56 .56 .56 .5 CyberLink PowerPlayer SECyberLink PowerPlayer SECyberLink PowerPlayer SECyberLink PowerPlayer SECyberLink PowerPlayer SE
CyberLink PowerPlayer SE は、自動再生機能を持ったビデオ/オーディオ
で、あらゆるビデオ/オーディオファイル、音楽CD、MP3ファイルを再生で
きます。すべてのファイルを再生できる唯一のソフトで、もうファイル形式
にとらわれる必要はありません。

6.5.1 CyberLink PowerPlayer SEスタート
CyberLink Power PlayerCyberLink Power PlayerCyberLink Power PlayerCyberLink Power PlayerCyberLink Power Playerを起動するには、Windowsの「スター
ト」-「プログラム」-  「「「「「CyberL ink PowerPlayer  SECyberL ink PowerPlayer  SECyberL ink PowerPlayer  SECyberL ink PowerPlayer  SECyberL ink PowerPlayer  SE」-
「PowerPlayerPowerPlayerPowerPlayerPowerPlayerPowerPlayer」を選択します。

6.5.2 CyberLink PowerPlayerコントロールパネル

終了

ヘルプ

最小化
ズ-ム

説明

１コマ戻す

後スキャン

停止

前スキャン

1コマ進む
次へ前へ

停止

設定
iパワー！

CDモード
シャッフル

再生

ボリューム(増)

ミュート
ボリューム(減)

カラオケ        次のアングル    次のストリーム  次のサブタイトルお気に入り追加

フレームキャプチャ    Go-Up 繰り返し メニュー お気に入り

排出
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6 . 66 .66 .66 .66 .6 CyberLink PowerDVDCyberLink PowerDVDCyberLink PowerDVDCyberLink PowerDVDCyberLink PowerDVD
CyberLink PowerDVDは、CyberLink社の代表的なビデオ/オーディオ製品
です。他に類をみない豊富な機能と高い品質のビデオ/DVD環境をパソコン
上に実現します。「i-Power Internet」は「PowerDVD Desktop Portal
Page」を用いてオンラインDVDを鑑賞可能とします。

6.6.1 CyberLink PowerDVD スタート
CyberLink PowerDVDCyberLink PowerDVDCyberLink PowerDVDCyberLink PowerDVDCyberLink PowerDVDを起動するには、を起動するには、を起動するには、を起動するには、を起動するには、Windowsの「スター
ト」-「プログラム」-「CyberLink PowerDVDCyberLink PowerDVDCyberLink PowerDVDCyberLink PowerDVDCyberLink PowerDVD」」」」」-----
「PowerDVDPowerDVDPowerDVDPowerDVDPowerDVD」をクリックします。

6.6.2 CyberLink PowerDVD インターフェイス

ｺﾝﾊﾟﾈ
閉状態

ｺﾝﾄﾛｰﾙ
ﾎｲｰﾙ

ﾒｲﾝ画面 終了
最小化

排出ﾍﾙﾌﾟﾌﾙｽｸﾘｰﾝ ﾓｰﾄﾞ
切替え
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6. ソフトウェア リファレンス
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6 . 76 .76 .76 .76 .7 CyberLink VideoLive MailCyberLink VideoLive MailCyberLink VideoLive MailCyberLink VideoLive MailCyberLink VideoLive Mail
「CyberLink VideoLive Mail Plus Ver 3.0 (a.k.a. VLM 3) 」は、高性能ビデ
オメール作成ソフトです。VLM 3インターネットメールシステムに対応して
います。VLM 3は、ビデオ、オーディオ、静止画を含むメールを作成し、遠
く離れた相手に配信することができます。VLM 3メールを見るためには、特
別な追加ソフトを必要としないので、受信者に対しても気づかい無用です。

VLM 3は、セールスに有効なツールです。遠く離れた顧客に生きた製品情報
をコストをかけずに送付できます。 VLM 3は、また企業の経営者にとって
も有用で、社内の電子メールを使って広報やスピーチを配信できます。 家
庭では、インターネットを通して友人や家族にビデオレターを送ることがで
きます。

VLM 3は、デジタルカメラ、デジタルビデオ、キャプチャされたアナログビ
デオ、既存のAVIファイル、オーディオファイルなどを取り扱えます。ビデ
オやオーディオ信号は、リアルタイムに高い圧縮率で変換されます。データ
の入力、インターネットでの送付、データの保存などを一連の手順として簡
単に行うことができます。

VLM 3の圧縮率は最大1:900で、再生能力は最高毎秒30フレームです。VLM
3 は CIF (352 x 288 ドット) 解像度に対応しており、フルカラーの画像が
扱えます。１分間のQCIF (176 x 144)解像度のビデオレターは、500KB以
下のサイズで、楽に送受信できます。ユーザーは、目的に応じて、解像度や
他の設定項目を調整することができます。

VLM 3 は、Video for Windows規格に準拠したすべての装置に対応してい
ます。Video for Windows は、広く普及している洗練された規格です。従っ
て、ユーザーは互換性を気にすることなく、データのやりとりができます。
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6. ソフトウェア リファレンス
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6.7.2  CyberLink VideoLive Mail 操作画面

6.7.1 VideoLive Mail スタート
V i d e o L i v e  M a i lV i d e o L i v e  M a i lV i d e o L i v e  M a i lV i d e o L i v e  M a i lV i d e o L i v e  M a i lは、Windowsの「スタート」-「プログラム」-
「CyberLink VideoLive MailCyberLink VideoLive MailCyberLink VideoLive MailCyberLink VideoLive MailCyberLink VideoLive Mail」-「VideoLive Mail x.xVideoLive Mail x.xVideoLive Mail x.xVideoLive Mail x.xVideoLive Mail x.x. 」で起動しま
す。VLM 3は、コンピュータのビデオ・オーディオ装置および電子メール環
境に応じて、セットアップを行ってくれます。

1. セットアップウィザードは、最初に、ハードウェアと電子メール環境の
確認および設定用のダイアログを開きます。システムの設定を行うに
は、 YesYesYesYesYes をクリックします。

2. 電子メールの設定画面になります。名前やアドレスを入力してくださ
い。 NextNextNextNextNext を押して続けます。

3. インターネットの設定画面になります。 VLM 3を既存の電子メール 設
定（SMTP）で使うか、MAPI準拠のメールシステムで使うかを選択しま
す。わからなければ、プロバイダにサーバーとIPアドレスについて確認
をとってください。 NextNextNextNextNext を押して続けます。

4. ビデオ設定の画面です。複数のビデオ入力装置がある場合は、VLM 3で
用いるドライバを決めます。次にビデオキャプチャのフレームレートを
設定します。毎秒あたりのフレーム数が多くなれば、それだけファイル
サイズも大きくなることに注意してください。N e x tN e x tN e x tN e x tN e x tを押して続けま
す。

5. セットアップウィザードは、次にオーディオ圧縮のためのG S M
CODECS モジュールを検出します。ここでは、結果が表示されるだけ
です。 NextNextNextNextNext を押して続けます。

6. オーディオの録再時の音量を設定します。NextNextNextNextNext を押して続けます。

7.  FinishFinishFinishFinishFinish を押して環境設定は完了です。

çƒê¶

ビデオ設定

スナップショット

終了
最小化
ヘルプ

à Í é û í ‚ é ~

í ‚ é ~

ò^âpÅEò^âÊ

マイク音量増
マイク音量減
スピーカ音量増
スピーカ音量減

ビデオメール

ビデオ送信

メール送信

ビデオ保存

ビデオ読み込み
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7 .17 .17 .17 .17 .1 PCI-L101 Fast EthernetPCI-L101 Fast EthernetPCI-L101 Fast EthernetPCI-L101 Fast EthernetPCI-L101 Fast Ethernetカードカードカードカードカード

LAN Activity
Output Signal

RJ45

LE
D

s

Motherboard type
Wake on LAN
Output Signal

ASUS

Other

Intel
Chipset

ASUS PCI-L101をASUS製マザーボードで使う場合には、 ジャンパをデ
フォルトの「ASUS.」にします。 他社製マザーボードの場合は、「Other.」
にセットします。 Wake on LAN機能を使うためには、WOL出力信号をマ
ザーボードのWOL_CONコネクタに接続します。LAN_LED（LANアクセス
中）信号をケースのLAN_LEDにつなぎます。（LANにアクセス中に点灯し
ます。）

7.
 付
録

付
録

付
録

付
録

付
録

A
S

U
S

 L
A

N
 C

ar
d

7. 付録
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7. 付録
7.1.1仕様
･ Intel 82558 Ethernet LANコントローラ(10BASE-T/100BASE-TX対応)
･ Wake-On-LAN機能搭載
･ PCI2.1仕様バスマスタ
･ MAC & PHY (10/100Mbps)インターフェイス
･ IEEE 802.3 10BASE-T 、 IEEE 802.3u 100BASE-TX対応
･ １つのRJ45ジャックで10BASE-T と100BASE-TX両方に対応
･ 32-bit バスマスタ/ PCI Rev. 2.1対応
･ ACPI & APM 対応
･ PCI バスマスタ Rev. 1.0, ACPI Rev. 1.0, Device Class Power Manage-

ment Rev. 1.0対応
･ IEEE 802.3u  転送速度10Mbps/100Mbps オートネゴシエーション機能
搭載

･ 状態表示LED内蔵
･ プラグアンドプレイ

7.1.2対応ドライバ/ソフトウェア
･････ NetWare ODI NetWare ODI NetWare ODI NetWare ODI NetWare ODI ドライバドライバドライバドライバドライバ -   -   -   -   -  Novell Netware 3.x, 4.x, DOS, OS/2 Cli-

ent
･････ NDIS 2.01 NDIS 2.01 NDIS 2.01 NDIS 2.01 NDIS 2.01 ドライバドライバドライバドライバドライバ -   -   -   -   -  Microsoft LAN Manager, Microsoft Windows

3.11, IBM LAN Server
･････ NDIS 3.0 NDIS 3.0 NDIS 3.0 NDIS 3.0 NDIS 3.0 ドライバドライバドライバドライバドライバ - - - - - Microsoft Windows NT,  Microsoft Windows 95,

Microsoft Windows 3.11

7.1.3Ｑ＆Ａ
Q: Wake-On-LANとは何ですか？
A: Wake-On-LAN は、起動用のフレームを送信することで、遠隔地の対応
システムの電源を投入する機能です。例えば、回線の空いている時に、
データを送受信する、といった用途に使えます。

Q: Wake-On-LANで何ができるの？
A: Wake-On-LAN を使うとシステム管理に要する労力を削減し、また、柔
軟なシステムを構築できます。もちろん、作業時間やコストの削減にも
有利です。

Q: Wake-On-LAN を使うには何が必要なの？
A: Wake-On-LAN を実現するには、対応するLANカードと、対応するクラ
イアントマシン、そして、起動フレームを送出できるソフトウェア：
LDCM Rev. 3.10 などが必要です。
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7. 付録
7 .27 .27 .27 .27 .2 用語説明用語説明用語説明用語説明用語説明
13941394139413941394
1394は、IEEE規定の高速シリアルバスで、12.5、25、50MBytes/秒のスピードを持
つ。このシリアルバスは、バックプレーンに用いられる物理層と、機器間をケーブ
ルで接続するための仮想バスで定義されている。ケーブル接続版の主な用途は、
パーソナルコンピュータでの安価で安定した高速な統合された接続環境である。
1394規格は、新しい機能も提供しており、ディスクドライブ、プリンタ、スキャナ
やデジカメといったハンディ機器を電源を入れたまま抜き差しできることが可能。
この新しい規格は、低速なUSBインターフェイスを補完し、より高度なSCSIイン
ターフェイスに匹敵するものである。
AC97 (Audio Codec '97)AC97 (Audio Codec '97)AC97 (Audio Codec '97)AC97 (Audio Codec '97)AC97 (Audio Codec '97)
オーディオコーデック’97：パソコンにオーディオ機器に匹敵する品質を持たせる
ことを可能とした新世代の技術。その仕様は、DVD、3-Dマルチプレイヤーゲー
ム、インタラクティブミュージックといった新世代のアプリケーションに対応した
コスト的にも有利なオプションにより定義されている。さらに、モデムやモバイル
のドッキングベイといった新しい拡張性についても定義されており、新技術を素早
く低コストで導入できる。ソフトエミュレーションを用いているが、P C I
SoundBlasterの仕様に匹敵するよう設計されている。
ACPI (Advanced Configuration and Power Interface)ACPI (Advanced Configuration and Power Interface)ACPI (Advanced Configuration and Power Interface)ACPI (Advanced Configuration and Power Interface)ACPI (Advanced Configuration and Power Interface)
ACPIは、多くのOSをサポートするクロスプラットホームなインターフェイスとし
てデザインされている。柔軟で抽象的なハードウェアとして定義されており、ハー
ドウェア、OS、アプリケーションを含めたコンピュータシステムの統合的電源管理
方法の標準である。CD-ROM、ネットワークカード、ハードディスク、プリンタ、
さらには、ビデオデッキ、TV、電話、ステレオといった家電製品をも、自動でオン
オフできるシステムが実現可能。この技術を用いると周辺機器がパソコンの電源を
入れることもできる。例えば、ビデオデッキにテープを挿入すると、パソコンのス
イッチが入り、それにより、TVの大画面とHiFiオーディオが動きだす。
AGP (Accelerated Graphics Port)AGP (Accelerated Graphics Port)AGP (Accelerated Graphics Port)AGP (Accelerated Graphics Port)AGP (Accelerated Graphics Port)
高性能3Dグラフィックス描写を可能とするインターフェイス。必要十分なデータ転
送帯域とテクスチャマッピングメモリをメインメモリにおく機能を持つ。

バス名バス名バス名バス名バス名 クロッククロッククロッククロッククロック 帯域幅帯域幅帯域幅帯域幅帯域幅 データ転送速度データ転送速度データ転送速度データ転送速度データ転送速度
PCI 33MHz 33MHz 133MByte/sec

AGP 1X 66MHz 66MHz 266MByte/sec
AGP 2X 66MHz 133MHz 512MByte/sec
AGP 4X 66MHz 266MHz 1024MByte/sec

BIOS (Basic Input/Output System)BIOS (Basic Input/Output System)BIOS (Basic Input/Output System)BIOS (Basic Input/Output System)BIOS (Basic Input/Output System)
バイオス：基本入出力システムの意味。メモリ、ディスク、ビデオをいった基本構
成要素間のデータ転送に影響をもつ。BIOSは、コンピュータのROM上におかれる。
そのパラメータはセットアッププログラムで変更可能で、EEPROM書き込みツール
でアップデート可能である。
Bit (Binary Digit)Bit (Binary Digit)Bit (Binary Digit)Bit (Binary Digit)Bit (Binary Digit)
ビット：コンピュータ上で使われるデータ量を表す最少単位。0または1の値を持
つ。
BootBootBootBootBoot
ブート：メインメモリにOSをロードすることにより、コンピュータを起動すること
を言う。「起動する」「立ち上げる」とも言う。マニュアルに「ブートしなさい」
とあれば、それはコンピュータの電源を投入することを意味する。「リブート」
は、再起動のこと。Windows95以降では、スタート→シャットダウンに「リブー
ト」メニューがある。
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Bus Master IDEBus Master IDEBus Master IDEBus Master IDEBus Master IDE
バスマスタ：PIO（プログラム可能なI/Oの意味）の場合は、機械的なタイミングで
データを読み書きしている。バスマスタでは、CPUに割り込みをかけることなく、
データの転送が可能である。バスマスタ対応のハードディスクとドライバを用いる
には、バスマスタ対応IDEモードが必要である。
Byte (Binary Term)Byte (Binary Term)Byte (Binary Term)Byte (Binary Term)Byte (Binary Term)
バイト：8bitで1Byteである。「B」とも書く。
COM PortCOM PortCOM PortCOM PortCOM Port
COMとは、シリアルポート（これはハードウェア的な名前）用に定義された「論理
的」な名前である。ポインティングデバイス（マウス）、モデム、赤外線デバイス
が接続可能である。各COMポートには、別々のIRQが必要である。
Concurrent PCIConcurrent PCIConcurrent PCIConcurrent PCIConcurrent PCI
CPU、PCI、ISAの動作性能を同時に（コンカレントに）最大にする。マルチトラン
ザクションタイミング(長期間のバースト転送よりも短期間のものを優先する)、拡張
書き込み能力(データをバッファリングしてCPUを早期に開放する)、パッシブリリー
スメカニズム(ISAバスからのデータ待ちの間にPCIをロックせず開放する)および
PCI2.1準拠の遅延処理(複数のデータ転送を並行処理する)を含む。データ帯域の拡
大、システム待ち時間の減少、ビデオ・オーディオ性能の強化、ホストベースのア
プリケーション処理の改善がなされている。
CPU (Central Processing Unit)CPU (Central Processing Unit)CPU (Central Processing Unit)CPU (Central Processing Unit)CPU (Central Processing Unit)
中央演算処理装置：「プロセッサ」とも表記される。コンピュータの頭脳にあた
る。処理に割り込みをかけ、命令を実行し、データをメモリに保存する。ソケット
(socket) 370＝FCPGAペンティアムⅢおよびPPGAセレロン用、スロット(slot) 1＝
ペンティアムⅡおよびⅢ、スロット(slot) Ａ＝Athlon用、ソケット(socket) Ａ＝
Athlonおよび Duron用がある。
Device DriverDevice DriverDevice DriverDevice DriverDevice Driver
デバイスドライバ：単にドライバともいう。ビデオ、サウンド、プリンタ、モデム
といった機器をOSで制御できるようにするそれ専用の命令のセット。デバイスは装
置の意味。
DOS (Disk Operating System)DOS (Disk Operating System)DOS (Disk Operating System)DOS (Disk Operating System)DOS (Disk Operating System)
ドス：Windowsをふくむせべてのプログラムとアプリケーションソフトウェアの基
礎となるもの。メモリ、CPU時間、ディスクスペース、周辺機器といったすべての
システムリソースに対応する。このため、DOSは、コンピュータと人間の基本的な
インターフェイスと言える。
DRAM (Dynamic Random Access Memory)DRAM (Dynamic Random Access Memory)DRAM (Dynamic Random Access Memory)DRAM (Dynamic Random Access Memory)DRAM (Dynamic Random Access Memory)
動的な、読み書き可能な記憶装置。EDO DRAM（ハイパーページモード）、
SDRAM（同期読み出し）、RDRAM（ラムバス）などの種類がある。
Flash ROMFlash ROMFlash ROMFlash ROMFlash ROM
プログラムを格納し、特殊な方法で更新できるR O M（不揮発性メモリ）。
FlashROMには、BIOSプログラムが格納されハードウェアデバイスの初期化と必要
なパラメータのセットアップを行う。FlashROMは書換可能なので、ユーザーが
BIOSをアップデートできるわけである。
IDE (Integrated Drive Electronics)IDE (Integrated Drive Electronics)IDE (Integrated Drive Electronics)IDE (Integrated Drive Electronics)IDE (Integrated Drive Electronics)
ハードディスク等のIDEデバイスは、その装置自身に制御回路が搭載され、SCSIの
ような個別のアダプタカードを必要としない。UltraDMA/33の33は、33MB/秒の
データ転送速度を持つことを示している。
LPT Port (Line Printer Port)LPT Port (Line Printer Port)LPT Port (Line Printer Port)LPT Port (Line Printer Port)LPT Port (Line Printer Port)
DOSによって予約されたコンピュータのパラレルポートの論理的な装置。各LPT
ポートには、異なるIRQとアドレスを割りつける必要がある。
MMXMMXMMXMMXMMX
SIMDと呼ばれる技術に基づく57個の拡張命令。P55CやペンティアムII (Klamath)以
降のx86互換プロセッサに搭載された。MMX命令は、3Dグラフィックス、3Dサウン
ド、ビデオ再生などのマルチメディア、コミュニケーションアプリケーションのた
めにデザインされている。
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7. 付録
OnNowOnNowOnNowOnNowOnNow
包括的、総合的なシステムと各装置の電源制御方法。コンピュータの電源がオフに
見える状態でも、実際は電源が入っており、ユーザーなどの要求にすぐ応答できる
ようにした。その設計は、Windowsやドライバ、ハードウェア、アプリケーション
における変更を含み、また、ACPIで定義される変更に関連している。
PC100PC100PC100PC100PC100
インテル主導で取り決めた100MHzバス対応のSDRAMの規定。それまでメモリは、
形状のみによる規定であったが、これは初めてのタイミングに関する規定である。
PC100 SDRAMでは、クロックの立ち上がりにタイミングを合わせて制御信号や
データを入出力する。最近では、同期クロック周波数を高くしたPC133も登場して
いる。
PCI Bus (Peripheral Component Interconnect Local Bus)PCI Bus (Peripheral Component Interconnect Local Bus)PCI Bus (Peripheral Component Interconnect Local Bus)PCI Bus (Peripheral Component Interconnect Local Bus)PCI Bus (Peripheral Component Interconnect Local Bus)
データ転送用の32ビットバスとして定義される。今日では、拡張カードの標準と
なっている。
PCI Bus MasterPCI Bus MasterPCI Bus MasterPCI Bus MasterPCI Bus Master
PCIバスマスタ：CPUの助けなしにデータ転送をおこない、CPUでさえバスマスタ
装置の１つとして取り扱う。PCI2.1規格では、CPUとバスマスタを同時処理できる
コンカレントPCIをサポートしている。
Plug and Play BIOSPlug and Play BIOSPlug and Play BIOSPlug and Play BIOSPlug and Play BIOS
プラグ・アンド・プレイ：PnPと略記する。ISAバスでは、メモリ、I/Oアドレス、
DMAチャンネル、IRQを割りつける必要があった。しかも、これらの設定をジャン
パで電気回路的に行っていた。さらに、システムの設定ファイルもこれに合わせて
書き換える必要があった。ユーザーは、IRQやアドレスの衝突の解決にマニュアル
片手に頭を悩ましたものである。プラグ・アンド・プレイBIOSは、この問題を軽減
する。このBIOSは、各カードの状態を記憶しておく場所をもっており、ユーザーが
カードのIRQなどを手動でも自動でも変更できる。
POST (Power On Self Test)POST (Power On Self Test)POST (Power On Self Test)POST (Power On Self Test)POST (Power On Self Test)
ポスト：電源投入時の自己診断。コンピュータの電源を入れた時、一番最初に実行
される。POSTは、メモリ、マザーボード回路、ディスプレイ、キーボード、ディス
クドライブ、および他の入出力装置をチェックする。
PS/2 PortPS/2 PortPS/2 PortPS/2 PortPS/2 Port
IBM社のマイクロ・チャンネル・アーキテクチャにもとづく。これは、16ビットま
たは32ビットバスによるデータ転送機構である。ATXマザーボードでは、PS/2マウ
スとPS/2キーボードを使うことができる。
RDRAM (Rambus DRAM)RDRAM (Rambus DRAM)RDRAM (Rambus DRAM)RDRAM (Rambus DRAM)RDRAM (Rambus DRAM)
ラムバス社によって開発されたメモリ。最大1.6GB/秒のデータ転送速度を誇る。
CMOS DRAM、メモリコントローラ、ビデオのVLSIをチップレベルで直接取り扱う
ことができるプロトコル型のはじめての規格である。

ROM (Read Only Memory)ROM (Read Only Memory)ROM (Read Only Memory)ROM (Read Only Memory)ROM (Read Only Memory)
読み取り専用メモリ：特定のコンピュータ部品において固定プログラム（ファーム
ウェア）を格納するのに使われる不揮発性のメモリ。FlashROMおよびEEPROM
は、プログラムの書換えが可能となっている。
SCSI (Small Computer System Interface)SCSI (Small Computer System Interface)SCSI (Small Computer System Interface)SCSI (Small Computer System Interface)SCSI (Small Computer System Interface)
ANSI X3T9.2で定義された高速多重I/Oインターフェイス。多くの装置を接続でき
る。最初の規格では、転送速度10MBytes/秒だったが、今日では、160MB/秒にま
で達している。
SDRAM (Synchronous DRAM)SDRAM (Synchronous DRAM)SDRAM (Synchronous DRAM)SDRAM (Synchronous DRAM)SDRAM (Synchronous DRAM)
クロックの立ち上がりタイミングに合わせてデータの入出力を行うDRAMである。
クロックに同期することによって、簡単な機構で高性能を得ることができた。
SDRAMは、CPUと独立してメモリアクセスを行い、次のデータ要求のためにメモリ
にアクセスするまで、CPUは別の処理を行うことが出来る。これは、独自のクロッ
クで動くので、システムの他の部分のクロックをあげることが出来る。ビデオカー
ドやメインメモリ用に最適化された種類がある。



ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ASUS CUSL2 ユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアルユーザーマニュアル118

7. 付録

7
. 

7
. 

7
. 

7
. 

7
. 付
録

付
録

付
録

付
録

付
録

用
語
説
明

SPD for SDRAM moduleSPD for SDRAM moduleSPD for SDRAM moduleSPD for SDRAM moduleSPD for SDRAM module
Serial Presence Detect (SPD) は、SDRAMのID検出に似ている。DIMMモジュール
に対して、その設定情報をEEPROMに保存しておく仕組みである。固有情報検出機
能は、2MB EEPRAMを用いる。DIMM製造メーカによってプログラムされ、SDRAM
の構成やアクセスパラメータ情報を含んでいる。
SSE (Streaming SIMD Extensions)SSE (Streaming SIMD Extensions)SSE (Streaming SIMD Extensions)SSE (Streaming SIMD Extensions)SSE (Streaming SIMD Extensions)
3Dジオメトリパイプラインに追加された新しい仕組み。ビデオのリアルタイム編集
や音声認識に用いられる。
System DiskSystem DiskSystem DiskSystem DiskSystem Disk
システムディスク：OSの基本ファイルを含み、コンピュータとOSを起動するのに
用いられる。
UltraDMAUltraDMAUltraDMAUltraDMAUltraDMA
インテルによってデザインされた同期DMA技術である。PIIX4チップセットに実装さ
れている。従来のIDEデータ転送では、タイミング信号の1つのエッジしか用いてな
かったが、Ultra DMAでは、両方のエッジを用いる。PIO4に比べて２倍の転送速度
になる計算である。Ultra ATA/66とも書く。
Ultra DMA/66および Ultra DMA/100は、Ultra DMA/33の拡張である。Ultra DMA/
66は 66.6 Mbytes/秒、Ultra DMA/100は 100Mbytes/秒のデータ転送速度を持つ。
USB (Universal Serial Bus)USB (Universal Serial Bus)USB (Universal Serial Bus)USB (Universal Serial Bus)USB (Universal Serial Bus)
４芯のケーブルに最大127台の機器が接続できる。キーボード、マウス、ジョイス
ティック、スキャナ、プリンタ、モデム、ディスプレイなどのデータが、1つの信号
帯域で共有できる、トークン方式のインターフェイスである。他の機器が稼働中で
もケーブルの抜き差しが出来る。同じケーブルで同期、非同期に対応しており、最
大転送速度は、12Mビット/秒である。USB2.0では、スピードが倍にあがり、これ
は、1394規格に匹敵する。
Wake-On-LANWake-On-LANWake-On-LANWake-On-LANWake-On-LAN
ウェイク・アップ・オン・ラン：コンピュータが、ソフトオフ、サスペンド、ス
リープ中に、ネットワークを通して、それ用のパケットを受け取ることによって、
自動で起動する仕掛け。
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L8400 Series
Compact Professional Notebook PC

･   14.1･   14.1･   14.1･   14.1･   14.1インチインチインチインチインチTFTTFTTFTTFTTFTカラーカラーカラーカラーカラー
･   CPU:450MHz･   CPU:450MHz･   CPU:450MHz･   CPU:450MHz･   CPU:450MHz～～～～～700MHz+700MHz+700MHz+700MHz+700MHz+
･   ･   ･   ･   ･   メモリ：メモリ：メモリ：メモリ：メモリ：64MB64MB64MB64MB64MB～～～～～192MB192MB192MB192MB192MB
･   2X AGP 3D VRAM 8MB･   2X AGP 3D VRAM 8MB･   2X AGP 3D VRAM 8MB･   2X AGP 3D VRAM 8MB･   2X AGP 3D VRAM 8MB
･   100MHz FSB･   100MHz FSB･   100MHz FSB･   100MHz FSB･   100MHz FSB

M8300/8200 Series
Thin & Light Convertible Notebook PC

･   13.3･   13.3･   13.3･   13.3･   13.3またはまたはまたはまたはまたは12.112.112.112.112.1インチインチインチインチインチTFTTFTTFTTFTTFT
･   CPU･   CPU･   CPU･   CPU･   CPU：：：：：366MHz366MHz366MHz366MHz366MHz～～～～～650MHz+650MHz+650MHz+650MHz+650MHz+
･   ･   ･   ･   ･   メモリ：メモリ：メモリ：メモリ：メモリ：64MB64MB64MB64MB64MB～～～～～192MB192MB192MB192MB192MB
･   ･   ･   ･   ･   ハードディスク２台対応ハードディスク２台対応ハードディスク２台対応ハードディスク２台対応ハードディスク２台対応

L7300/7200 Series
All-in-One Compact Notebook PC

･   13.3･   13.3･   13.3･   13.3･   13.3またはまたはまたはまたはまたは12.112.112.112.112.1インチインチインチインチインチTFTTFTTFTTFTTFT
･   CPU･   CPU･   CPU･   CPU･   CPU：：：：：366MHz366MHz366MHz366MHz366MHz～～～～～650MHz+650MHz+650MHz+650MHz+650MHz+
･   ･   ･   ･   ･   メモリ：メモリ：メモリ：メモリ：メモリ：64MB64MB64MB64MB64MB～～～～～192MB192MB192MB192MB192MB

®     Goes Mobile!



最新情報は、最新情報は、最新情報は、最新情報は、最新情報は、www.asus.comwww.asus.comwww.asus.comwww.asus.comwww.asus.comをご覧くださいをご覧くださいをご覧くださいをご覧くださいをご覧ください

* 1.6インチ×3 または 1インチ×5 SCA-2 SCSIハードディスク
** 1.6インチまたは1インチ SCSI ハードディスク×8

® Barebone Servers

New!

New!

PentiumPentiumPentiumPentiumPentium(R)(R)(R)(R)(R) I I I I I I I I I I I I I I I 最大最大最大最大最大 Ultra2 SCSIUltra2 SCSIUltra2 SCSIUltra2 SCSIUltra2 SCSI 5.255.255.255.255.25インチインチインチインチインチ
PentiumPentiumPentiumPentiumPentium(R)(R)(R)(R)(R) I I I I I I I I I I メモリメモリメモリメモリメモリ オンボードオンボードオンボードオンボードオンボード 固定ディスク固定ディスク固定ディスク固定ディスク固定ディスク ホットスワップホットスワップホットスワップホットスワップホットスワップ

対応対応対応対応対応 (GB)(GB)(GB)(GB)(GB) (((((チャンネル数チャンネル数チャンネル数チャンネル数チャンネル数))))) 装置装置装置装置装置

AP100AP100AP100AP100AP100 1 Slot1 1 1 3 0

AP200AP200AP200AP200AP200 2 Slot1 1 1 3 0

AP2000AP2000AP2000AP2000AP2000 2 Slot1 1 1 4 3 or 5*

AP3000AP3000AP3000AP3000AP3000 2 XeonTM 2 2 4 3 or 5*

AP2300AP2300AP2300AP2300AP23002 Socket370 4 2 Ultra3 4 3 or 5*

AP6000AP6000AP6000AP6000AP6000 2 Slot1 1 1 4 8**

AP8000AP8000AP8000AP8000AP8000 2 XeonTM 2 2 4 8**

AP6300AP6300AP6300AP6300AP63002 Socket370 4 2 Ultra3 4 8**

Mid-Range Servers
AP6000
AP8000
AP6300

Rack Mountable

Value Servers
AP2000
AP3000
AP2300

Group Servers
AP100
AP200
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ASUS AR1000 RAID Sub-system
with DA3000 SCSI-to-SCSI RAID Controller

･ 5x86 RAID プロセッサおよび72ピン SIMMソケット２基、最大キャッ
シュメモリ128MB

･ SUltra2 SCSI×3チャンネル、最大転送速度80MB/秒
･ マルチホスト/ドライブチャンネル
･ リダンタント コントローラ
･ RAIDなし、RAID 0, 1, 0+1, 3, 5 対応
･ オンラインでディスクの修復・再構築可能
･ 自動修復機能、ローカル/グローバル予備ドライブ対応
･ オンライン増設
･ SAF-TE (SCSI Accessed Fault-Tolerant Enclosure) 機能
･ RAID設定用液晶パネルおよびRS-232ポート
･ 1.0インチ× または1.6インチ×6 Ultra2 SCSI SCA-2ベイ(ホットスワップ可)
･ 19インチラック (高さ: 5U)
･ ハードディスク電源/状態モニ
タ用液晶パネルLED

･ 8cmシステムファン×2および
6cmドライブファン×4

･ 放熱性に優れたアルミ製
･ 350Wリダンタント電源

ASUS PCI-DA2200 Series SCSI RAID Card
･ 5x86-133プロセッサ
･ 72ピン SIMM ソケット×1、最大キャッシュメモリ128MB
･ RAID levels 0, 0+1, 3, 5, RAIDなし
･ 1チャンネルUltra2 SCSIインターフェイス（PCI-DA2200A）
･ 2チャンネルUltra2 SCSIインターフェイス（PCI-DA2200B）
･ 論理ドライブ最大8 台および各ドライブ8パーティション; 各論理ドラ
イブのドライブ数に制限なし。

･ グローバルおよびローカルなディスク交換に対応
･ バッドセクタ自動修復機能
･ バックグラウンド再構築
･ PCI rev. 2.1準拠
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･ 高速CDオーディオ再生
･ 高速デジタルオーディオリッパー
･ UltraDMA/33対応
･ 様々なCDフォーマットに対応
･ マルチリードトランザクション対応 (CD-

R/CD-RW)

® Ultra-Fast CD-ROM

® 8x DVD-ROM Drive

･ どんな厳しい要求にも応える業界をリー
ドする性能
･ 最大速度: 8X DVD-ROM / 40X CD-ROM
･ 高速デジタルオーディオリッパー
･ UltraDMA/33 対応
･ MPC3 規格準拠
･ マルチリードトランザクション対応
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